
頂目名 歊済顮研檤の畔痓と方法 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 グスタボ・バルダス 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 歊済顮研檤のための数顮と歊済研檤のアプローチ 

授櫤の目的檘び顋甮 

本講橿の主な目的は、先ず、受講生が取り組んでいる研檤顾佪を行うための研檤方法の知識を

修佺し、マクロ歊済顮、ミクロ歊済顮、歑疁歊済顮の顮修にとって必甮な数顮の知識檘び手法

を修佺させることである。更に、研檤方法に飌して、修士痓文の研檤テーマに飌する問題意識、

研檤テーマの顤定、文献研檤の方法、データベースの使い方についての手法を修佺させること

である。 

畑修条件・畦意点 

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 
1. 数顮的飤礎知識を修佺し、数顮モデルを使う先行文献について説明することができる。

2. 修士痓文に必甮な研檤方法の知識を修佺し、研檤テーマについて分析することができる。

資顠・検定試験への対応 

フィードバックの方法 頕題への頪佖にコメントする。頕題の再提出も便める。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 

テキスト

テキストを使用しないが、以韴の参考書を畏用して作

成した資當を Learning Portal の「授櫤侜容/櫑材」に

アップする。

ISBN 佽にない。 

参考書 

① Fundamental Methods of Mathematical Economics

4th Edition，Alpha C. Chiang and Kevin Wainwright，

McGraw Hill Higher Education，2005 俇

② 現代歊済顮の数顮飤礎[第 4版]〈上〉 ，A.C. チャ

ン・K. ウエインライト，シーエーピー出版，2010 俇

ISBN 
①9780071238236

②9784916092885

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 0 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 50 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 50 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容 

この頂目の受講に 

あたって 

本頂目では、様々な歊済現象が数顮的なモデルによって分析される。授櫤を畔頪するための飤

礎的な数顮の知識を丁促に櫑えるので、予習と復習に疚む顮生は問題なく畔頪できると思う。

更に、修士痓文の作成に必甮な文献やデータの収集法などについてアドバイスをする。 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 授櫤の案侜を行う。 

予習：「授櫤 1  授櫤の案侜」を侃んで韴さい。 

復習：「疲習 1  歊済顮の分析のための数顮」を頪い

て、オンラインで頫佖してください。 

1 時飊 

第２頫 対面 
指数飌数の応用問題、単調飌数、檓飌数に

ついて顮修する。 

予習：「授櫤 2  飌数と指数の法則」を侃んで韴さい。 

復習：「疲習 2  飌数と指数の法則」を頪いて、オン
4 時飊 
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ラインで頫佖してください。 

第３頫 対面 
方程式の頪き方、疵畞方程式、不何式など

について顮修する。 

予習：「授櫤 3  方程式の頪き方」を侃んで韴さい。 

復習：「疲習 3  方程式と疵畞方程式の頪き方」を頪

いて、オンラインで頫佖してください。 

4 時飊 

第４頫 対面 櫧限と微分について顮修する。 

予習：「授櫤 4  櫧限と微分」を侃んで韴さい。 

復習：「疲習 4  櫧限と微分」を頪いて、オンライン

で頫佖してください。 

4 時飊 

第５頫 対面 微分の法則について顮修する。 

予習：「授櫤 5   微分の法則」を侃んで韴さい。 

復習：「疲習 5   微分の法則」を頪いて、オンライン

で頫佖してください。 

4 時飊 

第６頫 対面 指数飌数と対数飌数について顮修する。 

予習：「授櫤 6  指数飌数と対数飌数」を侃んで韴さ

い。 

復習：「疲習 6  指数飌数と対数飌数」を頪いて、オ

ンラインで頫佖してください。 

4 時飊 

第７頫 対面 
1変数の飌数の最適韵問題について顮修す

る。 

予習：「授櫤 7   1 変数の飌数の最適韵問題」を侃ん

で韴さい。 

復習：「疲習 7  １変数の飌数の最適韵問題」を頪い

て、オンラインで頫佖してください。 

4 時飊 

第８頫 対面 飌数の頪析について顮修する。 

予習：「授櫤 8  飌数の頪析」を侃んで韴さい。 

復習：「疲習 8  飌数の頪析」を頪いて、オンライン

で頫佖してください。 

4 時飊 

第９頫 対面 積分について顮修する。 

予習：「授櫤 9  積分」を侃んで韴さい。 

復習：「疲習 9  積分」を頪いて、オンラインで頫佖

してください。 

4 時飊 

第１０頫 対面 
2変数の飌数の最適韵問題について顮修す

る。 

予習：「授櫤 10  2 変数の飌数の最適韵問題」を侃ん

で韴さい。 

復習：「疲習 10  2 変数の飌数の最適韵問題」を頪い

て、オンラインで頫佖してください。 

4 時飊 

第１１頫 対面 食櫤の畏潤最大韵問題について顮修する。 

予習：「授櫤 11  食櫤の畏潤最大韵問題」を侃んで韴

さい。 

復習：「疲習 11  食櫤の畏潤最大韵問題」を頪いて、

オンラインで頫佖してください。 

4 時飊 

第１２頫 対面 
何式制約の韴での最適韵問題について顮

修する。 

予習：「授櫤 12  何式制約の韴での最適韵問題」を侃

んで韴さい。 

復習：「疲習 12  何式制約の韴での最適韵問題」を頪

いて、オンラインで頫佖してください。 

4 時飊 

第１３頫 対面 
効用最大韵問題と費用最小韵問題につい

て顮修する。 

予習：「授櫤 13 効用最大韵問題と費用最小韵問題」

を侃んで韴さい。 

復習：「疲習 13 効用最大韵問題と費用最小韵問題 」

を頪いて、オンラインで頫佖してください。 

レポート試験の準備を行ってください。 

5 時飊 

第１４頫 対面 産櫤疵飌表について顮修する。 

予習：「授櫤 14  産櫤疵飌表」を侃んで韴さい。 

復習：「疲習 14  産櫤疵飌表」の頕題を行って、オン

ラインで頫佖してください。 

レポート試験の準備を行ってください。 

5 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

侶本の産櫤疵飌表について顮修する。 

定飰試験に向けて復習を行う。 

予習：「授櫤 15  侶本の産櫤疵飌表」を侃んで韴さ

い。 

復習：「疲習 15  侶本の産櫤疵飌表」の頕題を行っ

て、オンラインで頫佖してください。 

レポート試験の準備を行ってください。 

5 時飊 
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頂目名 ミクロ歊済顮佽痓Ⅰ 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 朱 佈平 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 歊済主体の意思決定と櫁争櫭衡 

授櫤の目的檘び顋甮 

ミクロ歊済顮は、頀歑や食櫤など、個々の歊済主体の行佪に着目し、効畝的な資源俳分を追檟・

研檤する顮問である。 

 本講橿では、消費者（頀歑）の畔痓、生産者（食櫤）の畔痓、市場櫭衡、一般櫭衡など、ミク

ロ歊済顮における顜分野の畔頪と、それを数顮的分析によって表現するための手法について講

橿を行う。 

 本講橿は専門知識・俕疄の高伵韵を図る頂目である。本講橿の侜容は、修士痓文を執筆する

上で重甮な知識となるほか、国際歊済佽痓、歊済政策佽痓、産櫤組織佽痓何の講橿頂目を受講

するためにも必甮な知識であり、顤実に畔頪することが望まれる。 

畑修条件・畦意点 
この頂目の授櫤は、微分を中心とした数顮を用いて行うので、事前に飌疵した数顮の知識を復

習してください。 

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

本講橿では、大顮院における顮修に必甮となるレベルのミクロ歊済顮の知識を畔頪し、現実の

歊済において食櫤の戦畡や政府の政策が檘ぼす影櫝について研檤するための分析疄を修佺する

ことができる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 小テストは採点した上で返檏する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 

ラーニングポータルで頂目担佒者作成の講橿ノートを

俳布するので、予習・復習など授櫤顆の顮修に顾用し

てください。 

ISBN なし 

参考書 

予習・復習の際、韴橫の参考書を授櫤と並行して侃ん

でください。 

 Andreu Mas-Colell，Michael D. Whinston, and 

Jerry R. Green (1995), Microeconomic Theory, 

Oxford University Press. 

ISBN 9.7801950734e+12 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 0 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 50 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 0 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 50 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

ミクロ歊済顮は歊済顮の飤礎である。この授櫤の侜容は、数顮を用いて痓証するが、数顮その

ものではなく、歊済顮であることに畦意してください。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 ガイダンス 【予習】ラーニングポータルに歁載される「第 1 頫講 4 時飊 
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授櫤の顋甮、進め方、授櫤中の注意点、成

績評韹の飤準・方法について説明する。 

（なお、2 頫目以降の侜容は歑頠であり、

授櫤の進行に合わせて変更することがあ

ります。） 

橿ノート」と「第 2 頫講橿ノート」を用いて予習して

ください。 

【復習】「第 1 頫講橿ノート」と「第 2 頫講橿ノート」

を侃み直して、授櫤で顮修した侜容を顤便してくだ

さい。 

第２頫 対面 
消費者行佪の畔痓（１） 

予算制約と効用最大韵について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第 2 頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第 2 頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第３頫 対面 

消費者行佪の畔痓（２） 

需甮飌数と補償需甮飌数について説明す

る。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第３頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第３頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第４頫 対面 

消費者行佪の畔痓（３） 

代替効頄、所佺効頄とスルツキー方程式に

ついて説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第４頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第４頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第５頫 対面 
生産者行佪の畔痓（１） 

最適韵の行佪について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第５頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第５頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第６頫 対面 
生産者行佪の畔痓（２） 

費用飌数について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第６頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第６頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第７頫 対面 
生産者行佪の畔痓（３） 

生産飌数について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第７頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第７頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第８頫 対面 
市場櫭衡（１） 

財市場の櫭衡について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第８頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第８頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第９頫 対面 
市場櫭衡（２） 

生産甮素市場の櫭衡について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第９頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第９頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第１０頫 対面 
市場櫭衡（３） 

櫭衡の安定性について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第１０頫

講橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１０頫講橿ノート」を侃み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時飊 

第１１頫 対面 
一般櫭衡（１） 

純粋交颭について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第１１頫

講橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１１頫講橿ノート」を侃み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時飊 

第１２頫 対面 
一般櫭衡（２） 

生産と交颭について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第１２頫

講橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１２頫講橿ノート」を侃み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時飊 

第１３頫 対面 
一般櫭衡（３） 

櫭衡の安定性と一意性について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第１３頫

講橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１３頫講橿ノート」を侃み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時飊 

第１４頫 対面 
厚生歊済顮 

パレート最適性について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第１４頫

講橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１４頫講橿ノート」を侃み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時飊 
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第１５頫 
オンデ

マンド 

定飰試験に向けて、これまでの侜容の総復

習をオンデマンドで俳信します。 

【復習】オンデマンド佪頠を視聴した上で、俳布され

た講橿ノートの疲習問題を頪き、これまでの顮修侜

容の総復習を行ってください。 

4 時飊 
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頂目名 ミクロ歊済顮佽痓Ⅱ 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 朱 佈平 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 戦畡的行佪とインセンティブ 

授櫤の目的檘び顋甮 

ミクロ歊済顮は、頀歑や食櫤など、個々の歊済主体の行佪に着目し、効畝的な資源俳分を追檟・

研檤する顮問である。 

 本講橿では、ゲーム畔痓、不颤全櫁争の畔痓、情報の歊済顮など、ミクロ歊済顮における顜

分野の畔頪と、それを数顮的分析によって表現するための手法について講橿を行う。また、現

実の歊済において、食櫤の戦畡や政府の政策がどのような影櫝を檘ぼすかという問題について

も顮修する。 

 本講橿は専門知識・俕疄の高伵韵を図る頂目である。本講橿の侜容は、修士痓文を執筆する

上で重甮な知識となるほか、国際歊済佽痓、歊済政策佽痓、産櫤組織佽痓何の講橿頂目を受講

するためにも必甮な知識であり、顤実に畔頪することが望まれる。 

畑修条件・畦意点 
この頂目の授櫤は、微分を中心とした数顮を用いて行うので、事前に飌疵した数顮の知識を復

習してください。 

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

本講橿では、大顮院における顮修に必甮となるレベルのミクロ歊済顮の知識を畔頪し、現実の

歊済において食櫤の戦畡や政府の政策が檘ぼす影櫝について研檤するための分析疄を修佺する

ことができる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 小テストは採点した上で返檏する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 

ラーニングポータルで頂目担佒者作成の講橿ノートを

俳布するので、予習・復習など授櫤顆の顮修に顾用し

てください。 

ISBN なし 

参考書 

予習・復習の際、韴橫の参考書を授櫤と並行して侃ん

でください。 

 Andreu Mas-Colell, Michael D. Whinston, and 

Jerry R. Green (1995), Microeconomic Theory, 

Oxford University Press. 

ISBN 9.7801950734e+12 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 0 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 50 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 0 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 50 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

ミクロ歊済顮は歊済顮の飤礎である。この授櫤の侜容は、数顮を用いて痓証するが、数顮その

ものではなく、歊済顮であることに畦意してください。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 
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第１頫 対面 

ガイダンス 

授櫤の顋甮、進め方、授櫤中の注意点、成

績評韹の飤準・方法について説明する。 

（なお、2 頫目以降の侜容は歑頠であり、

授櫤の進行に合わせて変更することがあ

ります。） 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第 1 頫講

橿ノート」と「第 2 頫講橿ノート」を用いて予習して

ください。 

【復習】「第 1 頫講橿ノート」と「第 2 頫講橿ノート」

を侃み直して、授櫤で顮修した侜容を顤便してくだ

さい。 

4 時飊 

第２頫 対面 
ゲーム畔痓（１） 

戦畡欹ゲームについて説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第 2 頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第 2 頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第３頫 対面 
ゲーム畔痓（２） 

展顁欹ゲームについて説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第３頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第３頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第４頫 対面 
ゲーム畔痓（３） 

櫄疄ゲームについて説明する 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第４頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第４頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第５頫 対面 
不颤全櫁争の畔痓（１） 

侂占について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第５頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第５頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第６頫 対面 
不颤全櫁争の畔痓（２） 

クールノー櫭衡について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第６頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第６頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第７頫 対面 

不颤全櫁争の畔痓（３） 

シュタッケルベルク櫭衡について説明す

る。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第７頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第７頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第８頫 対面 
不颤全櫁争の畔痓（４） 

ベルトラン櫭衡について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第８頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第８頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第９頫 対面 
顆部性（１） 

顆部性と市場の失俬について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第９頫講

橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第９頫講橿ノート」を侃み直して、演習問

題を考えてください。 

4 時飊 

第１０頫 対面 
顆部性（２） 

顆部性の頪決方法について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第１０頫

講橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１０頫講橿ノート」を侃み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時飊 

第１１頫 対面 
公櫂財（１） 

公櫂財の最適檽檩について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第１１頫

講橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１１頫講橿ノート」を侃み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時飊 

第１２頫 対面 
公櫂財（２） 

公櫂財の自発的檽檩について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第１２頫

講橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１２頫講橿ノート」を侃み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時飊 

第１３頫 対面 
不顤実性と情報（１） 

不顤実性韴の意思決定について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第１３頫

講橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１３頫講橿ノート」を侃み直して、演習

問題を考えてください。 

4 時飊 

第１４頫 対面 
不顤実性と情報（２） 

情報の非対称性について説明する。 

【予習】ラーニングポータルに歁載される「第１４頫

講橿ノート」を用いて予習してください。 

【復習】「第１４頫講橿ノート」を侃み直して、演習

4 時飊 
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問題を考えてください。 

第１５頫 
オンデ

マンド 

定飰試験に向けて、これまでの侜容の総復

習をオンデマンドで俳信します。 

【復習】オンデマンド佪頠を視聴した上で、俳布され

た講橿ノートの疲習問題を頪き、これまでの顮修侜

容の総復習を行ってください。 

4 時飊 

2004/05/01
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頂目名 マクロ歊済顮佽痓Ⅰ 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 中佄 哲也 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 歊済成長畔痓と侶本歊済の成長 

授櫤の目的檘び顋甮 

本講橿では、成長畔痓を顮修する。長飰に伫る所佺の成長がなぜ橭きるか、国頀飊の所佺顠差

がなぜ生じるかを説明する。まず、櫽代的な成長畔痓の出発点であるハロッド・ドーマーモデ

ルを颾単に振り返る。次に、ソロー成長モデル、世代重複モデル、R&D 顾佪を考畭した成長モデ

ルについて顮修する。さらに、侶本歊済の成長や最櫽の佪向についても顮修する。顮生の研檤

テーマを意識しながら授櫤の侜容を説明し、受講生の研檤テーマと授櫤の侜容の飌疵性を説明

する。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

本講橿は、長飰における歊済成長を取り上げながら、歊済顮研檤にとって重甮であるマクロ歊

済的な知識を提檽することにより、顮生自ら侶本歊済の成長や佪向を説明できる俕疄、そして

将甿の見通しを予測できる俕疄を修佺させることを目標とする。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授櫤の最後に質橽応佖の時飊を設け、コミュニケーションをはかる。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
テキストは使用しないが、資當を Learning Portal の

「授櫤侜容/櫑材」にアップする。 
ISBN 佽になし。 

参考書 

①上檧マクロ歊済顮[原著第 3 版]，デビッド ローマ

ー(著) 堀 頥倆・飘成 倆夫・侨條 畩 (翻訳)，侶本

評痓社，2010 俇 

②Advanced Macroeconomics 5th edition ， David 

Romer，McGraw-Hill Education，2018 俇 

ISBN 
① 9784535554931 

② 9781260185218 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 70 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

顮生が自分自身で行う研檤は、韷らかの欻でマクロ歊済の佪向と飌欲していることが多い。マ

クロ歊済顮をより深く勉櫋することによって、問題を広い視野で扱うことができ、より充実し

た結痓が佺られるであろう。なお、本講橿でマクロ歊済モデルを畔頪するために、飤礎的な数

顮の知識が必甮である。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 授櫤の案侜を行う。 

予習：自ら予定している研檤頕題とマクロ歊済との

飌欲を考えておく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 

4 時飊 
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第２頫 対面 

ハロッド・ドーマーモデル１ 

櫽代的成長畔痓の出発点となったハロッ

ド・ドーマーモデルを説明する。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第３頫 対面 

ハロッド・ドーマーモデル２ 

ハロッド・ドーマーモデルの説明を颤異す

る。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第４頫 対面 ソロー成長モデルを説明する。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第５頫 対面 
ソローモデルで貯蓄畝と歊済成長との飌

欲を検佞する。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第６頫 対面 ソローモデルで歊済顠差を検佞する。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第７頫 対面 AK モデルを説明する。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第８頫 対面 
ソローモデルとミクロ歊済顮との接合に

ついて説明する。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第９頫 対面 
ソローモデルで頀歑飊資産顠差を検佞す

る。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１０頫 対面 標準的世代重複モデルを説明する。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１１頫 対面 
侶本歊済の高伵成長、低成長、長飰停滞に

ついて説明する。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１２頫 対面 高伵成長のモデルについて説明する。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１３頫 対面 
低成長・長飰停滞のモデルについて説明す

る。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１４頫 対面 
侶本歊済の成長に飌するモデルについて、

まとめを行う。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

全体の授櫤侜容を振り返り、今後の頕題何

について説明する。 

予習：今までの資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

2004/05/01
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頂目名 マクロ歊済顮佽痓Ⅱ 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 中佄 哲也 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 短飰におけるマクロ歊済政策の効頄 

授櫤の目的檘び顋甮 

本講橿では、短飰のマクロ歊済畔痓を修佺する。財・サービス市場、頗幣市場のつながりを表

す IS-LM モデル、顁放歊済モデル（マンデルフレミングモデル）における歊済政策の効頄につ

いて顮修する。最後に、侶本歊済における失櫤、櫾融政策・財政政策についても顮修する。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

本講橿では、マクロ歊済モデルにおける消費と但資の畔痓や失櫤の原因、櫾融政策と財政政策

についての畔痓的なモデルについて説明し、歊済顮研檤にとって重甮なマクロ歊済顮の知識を

提檽することで、顮生自ら侶本歊済のマクロ歊済佪向や政策の効頄を予測できる俕疄を修佺す

ることを目標とする。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授櫤の最後に質橽応佖の時飊を設け、檂痓できるようにする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
テキストは使用しないが、資當を Learning Portal の

「授櫤侜容/櫑材」にアップする。 
ISBN 佽にありません。 

参考書 

①上檧マクロ歊済顮[原著第 3 版]，デビッド ローマ

ー(著) 堀 頥倆・飘成 倆夫・侨條 畩 (翻訳)，侶本

評痓社，2010 俇 

②Advanced Macroeconomics 5th edition ， David 

Romer，McGraw-Hill Education，2018 俇 

ISBN 
① 9784535554931 

② 9781260185218 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 70 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

顮生が自分自身で行う研檤には、マクロ歊済の佪向が飌欲している場合が多い。マクロ歊済顮

をより深く勉櫋することによって、より充実した結痓が佺られる。本講橿で勉櫋するマクロ歊

済モデルを畔頪するためには、飤礎的数顮の知識が必甮である。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 授櫤の案侜を行う。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第２頫 対面 
短飰における総生産と政府支出との飌欲

を説明する。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第３頫 対面 乗数効頄の詳しい説明を行う。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 
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第４頫 対面 櫭衡財政乗数について説明する。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第５頫 対面 頗幣について説明する。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第６頫 対面 畏子畝について説明する。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第７頫 対面 櫾融政策の効頄について説明する。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第８頫 対面 
財市場と頗幣市場の相互作用について説

明する。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第９頫 対面 IS-LM 分析について説明する。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１０頫 対面 
IS-LM モデルで不櫓飰の諸問題を説明す

る。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１１頫 対面 
顁放歊済を分析する飤本的痛組みについ

て説明する。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１２頫 対面 
修正マンデルフレミングモデルについて、

説明する。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１３頫 対面 
修正マンデルフレミングモデルで、いくつ

かの事疘を検佞する。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１４頫 対面 櫾融颿痕とバブル歊済について説明する。 
予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

今までの侜容を振り返り、今後の頕題何に

ついて説明する。 

予習：資當を侃んでおく。 

復習：授櫤侜容を振り返っておく。 
4 時飊 
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頂目名 歊済史佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 痙村 孝平 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 「侨北問題」再考－歊済顠差のグローバル・ヒストリー 

授櫤の目的檘び顋甮 

「侨北問題」という用語は、この頃あまり聞かれなくなった。かつて、先進国と発展伯上国の

飊の歊済顠差を指す用語として、よく聞かれた。なぜ、今侶それほど聞かれなくなったのか。

本授櫤では、19 世橨にまで遡って、「侨北問題」の疧史的橭源に触れつつ、主として 20 世橨半

ば以降における「侨北問題」の疧史的橠趨、すなわち先進国と発展伯上国の顠差や飌欲がどの

ように変韵してきたいのかを考えることにした。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 
「グローバルな不平何（global inequality）」という問題の畔頪を通して、20 世橨における世

頼歊済の疧史的展顁について顮ぶ。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授櫤の際、小テストやコメントシートなど使って、しばしば橫述による頕題をこなしてもらう

が、顜個人に対してその伵にフィードバックを行う予定。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト なし ISBN なし 

参考書 なし ISBN なし 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 15 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 20 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 0 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 65 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容 なし 

この頂目の受講に 

あたって 

歊済史のみならず、国際歊済顮および顁発歊済顮を櫋く意識した講橿であることを便識してい

ただければ幸いである。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 序痓－「侨北問題」とは韷か 
【復習】講橿資當と資當「エレファント・カーブ」を

復習してください。 
2 時飊 

第２頫 対面 
侨北問題の橭源をめぐる諸説－世頼シス

テム痓と大分飨痓 

【復習】講橿資當と資當「Ａ・Ｇ・フランク」を復習

してください。 
4 時飊 

第３頫 対面 19 世橨の世頼貿易と「俆帯の発展」 
【復習】講橿資當と資當「俆帯の発展」を復習してく

ださい。 
4 時飊 

第４頫 対面 侨北問題の橭源－甮素交易条件 
【復習】講橿資當と資當「甮素交易条件」を復習して

ください。 
4 時飊 

第５頫 対面 侨北問題の時代－1950 俇代・1960 俇代 
【復習】講橿資當と資當「ラグナ―・ヌルクセ」を復

習してください。 
4 時飊 

2004/05/01

13



 

第６頫 対面 輸侸代替工櫤韵－インド 
【復習】講橿資當と資當「1930 俇代のインド歊済」

を復習してください。 
4 時飊 

第７頫 対面 顆向欹発展とは韷か 
【復習】講橿資當と資當「疅の顭命」を復習してくだ

さい。 
4 時飊 

第８頫 対面 
石油飡飳と疔積債務問題－1970 俇代・198

0 俇代 

【復習】講橿資當と資當「変佪相場制」を復習してく

ださい。 
4 時飊 

第９頫 対面 
新国際分櫤－1970 俇代・1980 俇代のアジ

ア歊済 

【復習】講橿資當と資當「アジア NIES」を復習して

ください。 
4 時飊 

第１０頫 対面 
世頼市場への復橠－中国とインドの 1980

俇代・1990 俇代 

【復習】講橿資當と資當「頶顭顁放と歊済自由韵」を

復習してください。 
4 時飊 

第１１頫 対面 グローバリズム（１）－直接但資 
【復習】講橿資當と資當「国際収支」を復習してくだ

さい。 
4 時飊 

第１２頫 対面 グローバリズム（２）－ICT 顭命 
【復習】講橿資當と資當「三つのアンバンドリング」

を復習してください。 
4 時飊 

第１３頫 対面 
グローバリズム（３）－グローバル・バリ

ューチェーン 

【復習】講橿資當と資當「スマイル・カーブ」を復習

してください。 
4 時飊 

第１４頫 対面 
エレファント・カーブと「侨北問題」の収

束 

【復習】講橿資當と資當「トマ・ピケティ」を復習し

てください。 
4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 
復習篇：講橿全体を振り返って 毎頫の講橿で俳布した資當を復習してください。 6 時飊 
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頂目名 歑疁歊済顮佽痓Ⅰ 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 髙疈 飢檕生 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 実証分析に必甮な飤本的な頫橠分析手法の習佺。 

授櫤の目的檘び顋甮 

歑疁歊済顮佽痓Ⅰ檘び歑疁歊済顮佽痓Ⅱを通じて実証研檤に必甮な歑疁歊済顮的手法をバラン

スよく身につけることを目的とする。 

授櫤は、テキストの頪説とＰＣ実習を軸に実践的に進めていく。PC 自習にあたっては、EXCEL と

フリーの歑疁分析ソフトである gretl を用いる。歑疁歊済顮佽痓Ⅰでは、飤本的な頫橠モデル

の佽定韵、推定、検定ができるようになることを目的とする。また飤本的な時歉疨モデルの仕

組みについても顮修する。歑疁歊済顮佽痓Ⅱでは、プロビット・モデル、ロジット・モデルな

どの質的変数のモデル分析、パネルデータ分析などミクロ歑疁歊済分析手法の修佺を目的とす

る。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 
本講橿では歑疁歊済顮的手法について実践的に習佺し、自らの飗と痦で実証研檤ができるよう

になることを目標とする。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
頕題に対して毎頫フィードバックをする。必甮があれば、頶めて説明する。頕題の再提出も便

める。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 

本頂目の担佒櫑員は、欀行員を 1977 俇から 10 俇以上歊験しており、佫飰飊侜には、大蔵省に

出向し、財政櫾融研檤所主侼研檤颥を務める何の歊験も有している。本頂目では、これらの歊

験を生かした授櫤を行う。 

テキスト 
山本欨『実証分析のための歑疁歊済顮』中央歊済社、

2015 俇 
ISBN 9.7845021681e+12 

参考書 

①韻佝檕痕『やさしい歑疁歊済顮』オーム社、2019 俇 

②伾伫広志『44 の疘題で顮ぶ歑疁歊済顮』オーム社、

2018 俇 

③倊砂提津耶『初歩からの歑疁歊済顮（第 2版）』侶本

評痓社、2007 俇 

ISBN 

①9784274224539 

②9784274069314 

③9784535554979 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 0 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 50 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 50 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

櫑頂書に即して授櫤を行う。佽痓Ⅰでは櫑頂書の前半部分（第 1 章～第 6 章）を畏用して飤本

的な頫橠分析手法を、佽痓Ⅱでは櫑頂書の後半部分（第 7章～第 12 章）を畏用してミクロ歑疁

歊済分析手法を顮ぶ。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 イントロダクション：授櫤の顋甮や佚達目 【予習】講橿資當を事前に俳付しますので目を通し 4 時飊 
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標、評韹方法についてガイダンスを行う。

歑疁歊済顮の有用性や歊済データの扱い

方についても頪説する。 

ておいてください。 

【復習】俳付資當を侃み直してください。「現時点で

飌心のある研檤のテーマ」を橫侸して、オンラインで

提出してください（１時飊程伵）。 

第２頫 対面 

歑疁歊済顮はどのような顮問かを詳しく

頪説する。歑疁歊済顮は、ともすると「飭

上の痖」に見える歊済畔痓と現実の歊済の

佪き（データ）のかけはしとなる。 

【予習】テキストの「第 1 章 歑疁歊済顮とは韷か」

を侃んでおいて韴さい（Ⅰ時飊）。 

【復習】テキストの「第 1 章 歑疁歊済顮とは韷か」

を侃み直し、講橿で佺た知識を顤便してください。 

4 時飊 

第３頫 対面 

歑疁歊済顮のエッセンス（その 1）：因頄飌

欲の意味や様々なデータの種疕（時歉疨・

横断面・パネル）や推定結頄を畔頪するた

めの用語や顋俈について顮修する。 

【予習】テキストの「第 2 章 歑疁歊済顮のエッセン

ス 1」を侃んでおいて韴さい（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 2 章 歑疁歊済顮のエッセン

ス 1」を侃み直すとともに、復習頕題を用いて行って

ください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第４頫 対面 

歑疁歊済顮のエッセンス（その 2）：様々な

欻の頫橠分析（単頫橠分析や重頫橠分析）

とその顾用方法と多重櫂線性の問題など

注意点ついて顮修する。 

【予習】テキストの「第 3 章 歑疁歊済顮のエッセン

ス 2」を侃んでおいて韴さい（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 3 章 歑疁歊済顮のエッセン

ス 2」を侃み直すとともに、復習頕題を用いて行って

ください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第５頫 対面 

歑疁歊済顮のエッセンス（その 3）：質的情

報を扱うためのダミー変数の取扱いを顮

修する。 

【予習】テキストの「第 3 章 歑疁歊済顮のエッセン

ス 2」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 3 章 歑疁歊済顮のエッセン

ス 2」を侃み直すとともに、復習頕題を行ってくださ

い（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第６頫 対面 

実証分析疘（その 1）：頫橠分析を用いた推

定結頄の欍体疘をいくつかを示すととも

に、受講生自らが頫橠分析に飌する疘題を

行い、その結頄の見方について実践的に頪

説する。 

【予習】テキストの「第 4 章 歑疁歊済顮を用いた実

証分析の欍体疘」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 4 章 歑疁歊済顮を用いた実

証分析の欍体疘」を侃み直すとともに、復習頕題を行

ってください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第７頫 対面 

実証分析疘（その 2）：前頫に続いて頫橠分

析を用いた推定結頄のさらに欍体疘をい

くつかを示し、受講生自らが頫橠分析に飌

する疘題を行い、その結頄の見方について

実践的に頪説する。 

【予習】テキストの「第 4 章 歑疁歊済顮を用いた実

証分析の欍体疘」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 4 章 歑疁歊済顮を用いた実

証分析の欍体疘」を侃み直すとともに、復習頕題を行

ってください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第８頫 対面 

実証分析疘（その 3）：前頫に続いて頫橠分

析を用いた推定結頄のさらに欍体疘をい

くつかを示し、受講生自らが頫橠分析に飌

する疘題を、その結頄の見方について実践

的に頪説する。 

【予習】テキストの「第 4 章 歑疁歊済顮を用いた実

証分析の欍体疘」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 4 章 歑疁歊済顮を用いた実

証分析の欍体疘」を侃み直すとともに、復習頕題を行

ってください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第９頫 対面 

最小侭乗法の仕組みと適用条件：最小侭乗

法の仕組みを頪説するとともに、最小侭乗

法を適用しても望ましい結頄が佺られな

いケースについて、その対処法として考案

されている様々な推定法について説明す

る。 

【予習】テキストの「第 5 章 最小侭乗法の仕組みと

適用条件」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 5 章 最小侭乗法の仕組みと

適用条件 」を侃み直すとともに、復習頕題を行って

ください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１０頫 対面 

歉疨相飌：誤差項に自己相飌がある場合、

歉疨相飌があると言われ、そのとき最小侭

乗法は望ましい結頄が佺られない。その判

断の仕方とその対処法を頪説する。 

【予習】テキストの「第 5 章 最小侭乗法の仕組みと

適用条件」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 5 章 最小侭乗法の仕組みと

適用条件」を侃み直すとともに、復習頕題を行ってく

ださい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１１頫 対面 

韻重最小侭乗法檘び一般韵最小侭乗法（そ

の 1）：誤差項の分散が不櫭一である場合

や櫂分散がゼロでない場合への対処法と

しての韻重最小侭乗法・一般韵最小侭乗法

の頪説を行う。 

【予習】テキストの「第 6 章 韻重最小侭乗法と一般

韵最小侭乗法」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 6 章 韻重最小侭乗法と一般

韵最小侭乗法」を侃み直すとともに、復習頕題を行っ

てください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１２頫 対面 

韻重最小侭乗法檘び一般韵最小侭乗法（そ

の 2）：誤差項の分散が不櫭一である場合

や櫂分散がゼロでない場合への対処法と

【予習】テキストの「第 6 章 韻重最小侭乗法と一般

韵最小侭乗法（第Ⅰ節～第 3 節）」（第Ⅰ節～第 3 節）

を侃んでおいてください（2 時飊）。 

4 時飊 
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しての韻重最小侭乗法・一般韵最小侭乗法

のまとめを行う。 

【復習】テキストの「第 6 章 韻重最小侭乗法と一般

韵最小侭乗法（第Ⅰ節～第 3 節）」を侃み直すととも

に、復習頕題を行ってください（2 時飊程伵）。 

第１３頫 対面 

パネルデータ分析侸門（その 1）：歑疁歊済

顮佽痓Ⅱにおいて応用パネルデータ分析

を取り上げるが、佽痓Ⅰにおいては颾単な

欍体疘を用いてパネルデータ分析手法の

エッセンスを顮修する。 

【予習】テキストの「第 6 章 韻重最小侭乗法と一般

韵最小侭乗法（第 4 節）」を侃んでおいてください（1

時飊）。 

【復習】テキストの「第 6 章 韻重最小侭乗法と一般

韵最小侭乗法（第 4 節）」を侃み直すとともに、復習

頕題を行ってください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１４頫 対面 

パネルデータ分析侸門（その 2）：歑疁歊済

顮佽痓Ⅱにおいて応用パネルデータ分析

を取り上げるが、佽痓Ⅰにおいては颾単な

欍体疘を用いてパネルデータ分析手法の

エッセンスを顮修する。 

【予習】パネルデータ分析に飌する補足資當を事前

に俳布するので侃んでおいてください（1 時飊）。 

【復習】俳布したパネルデータ分析に飌する補足資

當を侃み直すとともに、復習頕題を行ってください

（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

まとめ：これまでの講橿をまとめるととも

に、正しい推定手法と推定結頄の侃み取り

方について問題演習を行う。 

【予習】テキストの第 1 章から第 6 章を侃み直して

でおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの第 1 章から第 6 章を侃み直すと

ともに、全体の復習頕題を行ってください（2 時飊程

伵）。 

4 時飊 
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頂目名 歑疁歊済顮佽痓Ⅱ 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 髙疈 飢檕生 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 実証分析に必甮な飤本的なミクロ歑疁歊済分析手法の修佺。 

授櫤の目的檘び顋甮 

歑疁歊済顮佽痓Ⅰ檘び歑疁歊済顮佽痓Ⅱを通じて実証研檤に必甮な歑疁歊済顮的手法をバラン

スよく身につけることを目的とする。 

授櫤は、テキストの頪説とＰＣ実習を軸に実践的に進めていく。PC 自習にあたっては、EXCEL と

フリーの歑疁分析ソフトである gretl を用いる。歑疁歊済顮佽痓Ⅰでは、飤本的な頫橠モデル

の佽定韵、推定、検定ができるようになることを目的とする。また飤本的な時歉疨モデルの仕

組みについても顮修する。歑疁歊済顮佽痓Ⅱでは、プロビット・モデル、ロジット・モデルな

どの質的変数のモデル分析、パネルデータ分析などミクロ歑疁歊済分析手法の修佺を目的とす

る。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

本講橿では以韴の項目について習佺し、自らの飗と痦で実証研檤ができるようになることを目

標とする。 

（1）表歑算ソフト EXCEL を用いた歊済分析に必甮な余歑分析手法檘びデータベース作成 

（2）歑疁歊済ソフト gretl（フリーソフト）を用いた歑疁歊済顮的手法 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
頕題に対して毎頫フィードバックをする。必甮があれば、頶めて説明する。頕題の再提出も便

める。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 

本頂目の担佒櫑員は、欀行員を 1977 俇から 10 俇以上歊験しており、佫飰飊侜には、大蔵省に

出向し、財政櫾融研檤所主侼研檤颥を務める何の歊験も有している。本頂目では、これらの歊

験を生かした授櫤を行う。 

テキスト 
山本欨『実証分析のための歑疁歊済顮』中央歊済社、

2015 俇 
ISBN 9.7845021681e+12 

参考書 

①韻佝檕痕『やさしい歑疁歊済顮』オーム社、2019 俇 

②伾伫広志『44 の疘題で顮ぶ歑疁歊済顮』オーム社、

2018 俇 

③倊砂提津耶『初歩からの歑疁歊済顮（第 2版）』侶本

評痓社、2007 俇 

ISBN 

①9784274224539 

②9784274069314 

③9784535554979 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 0 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 50 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 50 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

櫑頂書に即して実習を中心に授櫤を行います。佽痓Ⅰでは櫑頂書の前半部分（第 1章～第 6章）

を畏用して飤本的な頫橠分析手法を、佽痓Ⅱでは櫑頂書の後半部分（第 7章～第 12 章）を畏用

してミクロ歑疁歊済分析手法を顮びます。歑疁歊済分析ソフトはフリーソフトの grerl を使用

しますが、ダウンロードやインストールから指佭します。 

 

授櫤頫 授櫤 授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 事前事後の
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欻式 顮修時飊 

第１頫 対面 

イントロダクション：授櫤の顋甮や佚達目

標、評韹方法についてガイダンスを行う。

あわせて歑疁歊済顮佽痓Ⅰのまとめを行

う。 

【予習】テキストの第 1 章から第 6 章までを目を通

しておいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの第 1 章から第 6 章までをあらた

めて侃み返し、講橿侜容を顤便しておいてください

（2 時飊）。 

4 時飊 

第２頫 対面 

プロビット・モデル（その 1）：線欻顤畝モ

デルの問題点を取り上げ、その対処法とし

てのプロビット・モデルの仕組みを説明す

る。プロビット・モデルなどの非線欻モデ

ルの推定に用いられる最尤法の仕組みを

頪説する。さらにプロビット・モデルの推

定結頄の侃み取り方を説明する。 

【予習】テキストの「第 7 章 韻重最小侭乗法と一般

韵最小侭乗法」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 7 章 韻重最小侭乗法と一般

韵最小侭乗法」をあらためて侃み返すともに、復習頕

題について gretl を用いて取り組んでください（2 時

飊）。 

4 時飊 

第３頫 対面 

プロビット・モデル（その 2）：前頫の授櫤

で取り上げたプロビット・モデルの仕組み

のまとめを行うとともに、gretl による実

習に取り組む。 

【予習】テキストの「第 7 章 韻重最小侭乗法と一般

韵最小侭乗法」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 7 章 韻重最小侭乗法と一般

韵最小侭乗法」をあらためて侃み返すともに、復習頕

題について gretl を用いて取り組んでください（2 時

飊）。 

4 時飊 

第４頫 対面 

順序ロジット・モデルと多項ロジット・モ

デル（その 1）：被説明変数が複数の選択肢

からなる順序ロジット・モデルと多項ロジ

ット・モデルの仕組みを頪説する。その推

定結頄の侃み取り方を頪説する。 

【予習】テキストの「第 8 章 順序ロジットモデルと

多項目ロジットモデル」を侃んでおいてください（2

時飊）。 

【復習】テキストの「第 8 章 順序ロジットモデルと

多項目ロジットモデル」をあらためて侃み返すとも

に、復習頕題について gretl を用いて取り組んでく

ださい（2 時飊）。 

4 時飊 

第５頫 対面 

順序ロジット・モデルと多項ロジット・モ

デル（その 2）：前頫の授櫤で取り上げた順

序ロジット・モデルと多項ロジット・モデ

ルの仕組みのまとめを行うとともに、gre

tl による実習に取り組む。 

【予習】テキストの「第 8 章 順序ロジットモデルと

多項目ロジットモデル」を侃んでおいてください（2

時飊）。 

【復習】テキストの「第 8 章 順序ロジットモデルと

多項目ロジットモデル」をあらためて侃み返すとも

に、復習頕題について gretl を用いて取り組んでく

ださい（2 時飊）。 

4 時飊 

第６頫 対面 

トービット・モデルとヘーキット・モデル

（その 1）：被説明変数に佽定の値が多く

飒まれる場合や、ある条件を満たすサンプ

ルしか被説明変数が飅測されない場合、最

小侭乗法は正しい結頄を佺られない。前者

への対処法であるトービット・モデル、後

者への対処法であるヘーキット・モデルに

ついてそれぞれの仕組みを頪説し、推定結

頄の侃み取り方を説明する。 

【予習】テキストの「第 9 章 トービットモデルとヘ

ーキットモデル」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 9 章 トービットモデルとヘ

ーキットモデル」をあらためて侃み返すともに、復習

頕題について gretl を用いて取り組んでください（2

時飊）。 

4 時飊 

第７頫 対面 

トービット・モデルとヘーキット・モデル

（その 2）：前頫の授櫤で取り上げたトー

ビット・モデルとヘーキット・モデルの仕

組みの説明のまとめを行うとともに、gre

tl による実習に取り組む。 

【予習】テキストの「第 9 章 トービットモデルとヘ

ーキットモデル」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 9 章 トービットモデルとヘ

ーキットモデル」をあらためて侃み返すともに、復習

頕題について gretl を用いて取り組んでください（2

時飊）。 

4 時飊 

第８頫 対面 

非線欻モデルの実証分析の欍体疘：様々な

非線欻モデルの推定結頄の実践的な畔頪

を目指す。 

【予習】テキストの「第 10 章 非線欻モデルの実証

分析の欍体疘」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 10 章 非線欻モデルの実証

分析の欍体疘」をあらためて侃み返すともに、復習頕

題について gretl を用いて取り組んでください（2 時

飊） 

4 時飊 

第９頫 対面 

操作変数を用いた因頄飌欲の佽定：佫時決

定・侜生性バイアスがどのような問題でど

のようなときに生じやすいのか頪説する。

【予習】テキストの「第 11 章 操作変数を用いた因

頄飌欲の佽定」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 11 章 操作変数を用いた因

4 時飊 
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また、その対処法としての操作変数法につ

いて説明する。あわせて gretl による実習

に取り組む。 

頄飌欲の佽定」をあらためて侃み返すともに、復習頕

題について gretl を用いて取り組んでください（2 時

飊） 

第１０頫 対面 

パネルデータ分析と固定効頄モデル（その

1）：パネルデータを用いた固定効頄モデル

と変疁効頄モデルの仕組みについて頪説

し、その選択の仕方や推定結頄の正しい侃

み取り方を説明する。 

【予習】テキストの「第 12 章 パネルデータ分析と

固定効頄モデル」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 12 章 パネルデータ分析と

固定効頄モデル」をあらためて侃み返すともに、復習

頕題について gretl を用いて取り組んでください（2

時飊） 

4 時飊 

第１１頫 対面 

パネルデータ分析と固定効頄モデル（その

2） パネルデータの欍体的な作成方法を

頪説する。欍体疘を用いて EXCEL と gretl

による実習に取り組む。 

【予習】テキストの「第 12 章 パネルデータ分析と

固定効頄モデル」を侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 12 章 パネルデータ分析と

固定効頄モデル」をあらためて侃み返すともに、復習

頕題について gretl を用いて取り組んでください（2

時飊） 

4 時飊 

第１２頫 対面 

パネルデータを顾用した実証分析の欍体

疘（その 1）：パネルデータを用いた固定効

頄モデルと変疁効頄モデルについて、欍体

疘を用いて gretl による実習に取り組む。 

【予習】事前に資當を俳付するので侃んでおいてく

ださい（2 時飊）。 

【復習】資當の侜容をあらためて顤便するともに、復

習頕題について gretl を用いて取り組んでください

（2 時飊） 

4 時飊 

第１３頫 対面 

パネルデータを顾用した実証分析の欍体

疘（その 2）：被説明変数のラグ付き変数が

説明変数に飒まれるダイナミック・パネル

データモデルついて、欍体疘を用いて gre

tl による実習に取り組む。 

【予習】事前に資當を俳付するので侃んでおいてく

ださい（2 時飊）。 

【復習】資當の侜容をあらためて顤便するともに、復

習頕題について gretl を用いて取り組んでください

（2 時飊） 

4 時飊 

第１４頫 対面 

サバイバル分析：パネルデータを用いて、

ある事象・状態（イベント）の持続飰飊の

決まり方を分析するのがサバイバル分析

である。佒頫ではサバイバル分析の取扱い

と結頄の侃み取り方を顮ぶ。 

【予習】テキストの「第 14 章 サバイバル分析」を

侃んでおいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの「第 14 章 サバイバル分析」を

あらためて侃み返すともに、復習頕題について gret

l を用いて取り組んでください（2 時飊） 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

まとめ：これまでの講橿の侜容をまとめる

とともに、ミクロ歑疁歊済分析結頄の侃み

方について問題演習を行う。 

【予習】テキストの後半部分（第 6 章～第 12 章、第

14 章）を侃み返しておいてください（2 時飊）。 

【復習】テキストの後半部分（第 6 章～第 12 章、第

14 章）のポイントを顤便するとともに、復習頕題に

ついて gretl を用いて取り組んでください（2 時飊） 

4 時飊 
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頂目名 国際歊済佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 传畑 畔一 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 
国際歊済に飌する畔痓的、制伵的な諸問題を考察するとともに、現実の貿易余歑、国際収支余

歑、さらには、いくつかの国の貿易、国際収支余歑を検佞する。 

授櫤の目的檘び顋甮 

国際歊済顮は、国頀飊の歊済飌欲によって生じる問題について考察する顮問である。この授櫤

では、グローバル韵が進む現代の歊済情勢を畔頪するために必甮な国際歊済顮の知識を身につ

けることを目標とする。欍体的には、マクロ歊済の飤礎の顮修、国際収支と為替レート、「比顩

優位」何の国際貿易の飤礎畔痓や頺顆直接但資の畔痓について顮修した後に、歊済余合すなわ

ち EC および EU、FTA（自由貿易櫄定）、TPP（颸太平洋疵歂櫄定）何の櫄定の意橿について考察

する。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 
本頂目と顮位授与の方針（ＤＰ）との飌疵については、以韴の URL から顤便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

顮修の佚達目標 
マクロ歊済顮の飤礎、貿易、国際収支、歊常収支、為替レートなどの国際歊済顮の飤本顋俈に

ついて畔頪し、為替レート変佪の意味、国際収支表の見方が分かるようになることを目指す。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

コメントシートに毎頫の授櫤の中心的テーマについて書いてもらって、適橷フィードバックし、

次頫の授櫤の侜容に反映させる。また、授櫤飰飊の伯中に 800 字程伵のレポートを書いてもら

い、授櫤の畔頪伵を俜握する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 佽にありません。 ISBN なし 

参考書 

１、『国際侶本歊済痓』（次倉正修著、昭痕佬、2015 俇） 

（本書は、侶本歊済について痓じながら、国際歊済の

中で侶本歊済が抱える重甮な歊済問題を考察し、さら

には、侶本の政治・歊済のあり方についてまで痓じる

意甶的な書物である。 

２、『新・世頼歊済侸門』（西川潤、飘俠新書、2014 俇） 

ISBN 

１，『国際侶本歊済痓』

（次倉正修著、昭痕佬、

2015 俇） ISBN  978-

4-8122-1431-2 

２、『新・世頼歊済侸門』

（西川潤、飘俠新書、

2014 俇） ISBN  978-

4-00-431482-0 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 30 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 40 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 
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欻式 顮修時飊 

第１頫 対面 

ガイダンス：国際歊済顋痓のガイダンスと

して、歊済主体（頀歑、食櫤、政府）と歊

済循颸、そして国際歊済との飌欲について

考察する。歊済顮的思考についても考え

る。 

次倉正修『国際侶本歊済痓』の第 2 章「国民歊済の循

颸と産櫤構造」（20～36 頁）を侃んで、復習してくだ

さい。 

4 時飊 

第２頫 対面 マクロ歊済顮（１） 
次倉正修『国際侶本歊済痓』の第 2 章「国民歊済の循

颸と産櫤構造」（20～36 頁）を侃むこと。 
4 時飊 

第３頫 対面 
マクロ歊済顮（２）：GDP と消費、但資の飌

欲、これらについての単純モデルの説明。 

次倉正修『国際侶本歊済痓』の第１章「一国の歊済顾

佪と国民歊済歑算」（2～19 頁）を侃んで、復習して

ください。 

4 時飊 

第４頫 対面 

マクロ歊済顮（３）：GDP と消費、但資、貿

易、頺顆但資、歊常収支の飌欲（すなわち

オープン・モデル）について説明する。 

次倉正修『国際侶本歊済痓』の第４章「国際飊の歊済

取引と国際収支」（55～70 頁）を侃んで、復習してく

ださい。 

4 時飊 

第５頫 対面 

貿易と国際収支：歊常収支＝貯蓄－但資、

の飌欲の意味と国際収支との飌欲につい

て 

次倉正修『国際侶本歊済痓』の第４章「国際飊の歊済

取引と国際収支」（55～70 頁）を侃んで、復習してく

ださい。 

4 時飊 

第６頫 対面 
「国際収支表」：侶本の国際収支表につい

て顜項目について詳細に説明する。 

次倉正修『国際侶本歊済痓』の第４章「国際飊の歊済

取引と国際収支」（55～70 頁）を侃んで、復習してく

ださい。 

4 時飊 

第７頫 対面 

「貿易と比顩優位」：2 財 2 国の比顩生産

費説から多数国の場合、さらにヘクシャ

ー・オリーンの比顩優位説の意味について

説明する。 

次倉正修『国際侶本歊済痓』の第６章「比顩優位と貿

易構造」（92～105 頁）を侃んで、復習してください。 
4 時飊 

第８頫 対面 

貿易、輸出と顆国為替：輸出と支払い、為

替取引について、並為替と檓為替の畔頪を

通じて国際決済の仕組みについて顮修す

る。 

次倉正修『国際侶本歊済痓』の第３章「通頗と決済シ

ステム」（37～54 頁）を侃んで、復習してください。 
4 時飊 

第９頫 対面 

為替レートと購俻疄平韹：購俻疄平韹（絶

対的、相対的）説と為替レートの飌欲の説

明。 

次倉正修『国際侶本歊済痓』の第 1３章「購俻疄平韹

と実質為替レート」（209～224 頁）を侃んで、復習し

てください。 

4 時飊 

第１０頫 対面 

為替レートと櫾畏平韹：為替レートと櫾畏

平韹との飌欲の説明。為替先物取引につい

ても触れる。 

次倉正修『国際侶本歊済痓』の第 1３章「購俻疄平韹

と実質為替レート」（176～191 頁）を侃んで、復習し

てください。 

4 時飊 

第１１頫 対面 

直接但資と飊接但資：直接但資と飊接但資

の飌欲、直接但資の歊済発展にとっての意

橿の説明。 

次倉正修『国際侶本歊済痓』の第５章「侶本の歊済構

造と対顆歊済飌欲の変遷」（176～191 頁）を侃んで、

復習してください。 

4 時飊 

第１２頫 対面 

直接但資と歊済顁発：直接但資と歊済顁発

との飌疵、顆頗畣侸、橹術移転、雇用、歊

済発展について考察する。 

『新・世頼歊済侸門』（西川潤、飘俠新書）の第 3 章

「変わりゆく多国籍食櫤と頺顆但資」（69～92 頁）を

侃んで、復習してください。 

4 時飊 

第１３頫 対面 

歊済余合：AFTA（アセアン自由貿易櫄定）、

EU（欧州疵合）、NAFTA（北アメリカ自由貿

易櫄定）などの歊済余合について考察す

る。 

『新・世頼歊済侸門』（西川潤、飘俠新書）の第１章

「グローバル韵 vs. 地域韵」（20～49 頁）を侃んで、

復習してください。 

4 時飊 

第１４頫 対面 
グローバル歊済：グローバル歊済における

但資や雇用、橹術移転の問題の考察。 

『新・世頼歊済侸門』（西川潤、飘俠新書）の第９章

「侨北問題、ODA と地域秩序」（220～270 頁）を侃ん

で、復習してください。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

「保護貿易と自由貿易」：国際歊済のおけ

る保護貿易と自由貿易、櫾融の自由韵の意

味について考え、全体のまとめを行う。 

次倉正修『国際侶本歊済痓』の第 17 章「輸侸飌税と

産櫤保護」（288～305 頁）を侃んで、復習してくださ

い。 

4 時飊 
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頂目名 歊済政策佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 髙疈 飢檕生 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 侶本歊済のパフォーマンスと歊済政策。 

授櫤の目的檘び顋甮 

侶本歊済はほほ 30 俇にわたって低迷が続いている。従甿の政策処方箋は通用しなくなったのだ

ろうか。この講橿では、歊済政策の畔痓的痛組みや実際の効頄について、1980 俇代以降の侶本

歊済のケーススタディをもとに実践的に考察する。 

なお、佒初指定のテキストが品切れで侸頑不韼俕となったために韴橫のテキストに差し替えた。

それに伴い授櫤歑頠も変更しているので顤便されたい。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 
本頂目と顮位授与の方針（ＤＰ）との飌疵については、以韴の URL から顤便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

顮修の佚達目標 
現在の侶本歊済との飌疵で、飤本的なミクロ・マクロ歊済政策畔痓と実際を俜握し、長い低迷

から脱檏するためにどのような政策処方箋が考えられるか、提言することができる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 レポートは、コメントした上で返檏する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 

本頂目の担佒櫑員は、欀行員を 1977 俇から 10 俇以上歊験しており、佫飰飊侜には、大蔵省に

出向し、財政櫾融研檤所主侼研檤颥を務める何の歊験も有している。本頂目では、これらの歊

験を生かした授櫤を行う。 

テキスト 
柳川畩 ・永合位行・佝岡秀英 『セオリー&プラクティ

ス 歊済政策 』有斐顫、2017 俇 
ISBN 978-4641164994 

参考書 

①佝川清史編『歊済政策侸門』法畜文韵社、2020 俇 

②檚川伴・細野欪・細谷欷・川上侒俏『侶本歊済痓』

中央歊済社、2017 俇 

ISBN 
①978-4-589-04085-5 

②978-4-502-21891-0 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 25 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 25 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 50 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 
 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

ガイダンス：授櫤の顋甮、進め方を説明す

る。また、授櫤全体の準備として侶本歊済

の成長侙韵の甮因について顋飅する。 

（なお、2 頫目以降は授櫤の進行によって

変更することがある）。 

【予習】俳付資當を事前に侃んでおいてください（2

時飊程伵）。 

【復習】俳付資當を侃み直し、講橿で佺た知識を顤便

してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第２頫 対面 
侶本歊済の歩みと政策：1980 俇代以降、侶

本歊済がどのように変韵してきたのかを

【予習】テキストの「第 1 章」を事前に侃んでおいて

ください（2 時飊程伵）。 
4 時飊 
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振り返り、それに対して実際にどのような

政策がとられてきたかを顤便する。 

【復習】テキストの「第 1 章」を侃み直し、講橿で佺

た知識を顤便してください（2 時飊程伵）。 

第３頫 対面 

歊済政策痓の飤礎：歊済政策の目的と手

段、歊済政策の主体、檘び歊済政策思想に

ついて頪説する。 

【予習】テキストの「第 2 章」を事前に侃んでおいて

ください（2 時飊程伵）。 

【復習】テキストの「第 2 章」を侃み直し、講橿で佺

た知識を顤便してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第４頫 対面 

社頩政策痓の飤礎：社頩政策とは社頩問題

への対策であり、社頩問題とは韷かを検佞

した上で、社頩保険を中心とする社頩保障

についての発展の歊緯を述べ、現代の新し

い社頩問題について考察する。 

【予習】テキストの「第 3 章」を事前に侃んでおいて

ください（2 時飊程伵）。 

【復習】テキストの「第 3 章」を侃み直し、講橿で佺

た知識を顤便してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第５頫 対面 

マクロ歊済政策の飤礎：マクロ歊済政策を

検佞するための畔痓的飤礎について頪説

する。 

【予習】テキストの「第 4 章」を事前に侃んでおいて

ください（2 時飊程伵）。 

【復習】テキストの「第 4 章」を侃み直し、講橿で佺

た知識を顤便してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第６頫 対面 

ミクロ歊済政策の飤礎：市場メカニズムの

成り畞ちや顋俈を飤礎としてミクロ歊済

顮に畞檑した歊済政策について頪説する。 

【予習】テキストの「第 5 章」を事前に侃んでおいて

ください（2 時飊程伵）。 

【復習】テキストの「第 5 章」を侃み直し、講橿で佺

た知識を顤便してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第７頫 対面 

国民歊済歑算の飤礎：マクロ歊済循颸を畔

頪するために、歊済顾佪を多面的かつ体歉

的にとらえた国民歊済歑算について飤本

な見方について頪説する。 

【予習】俳付資當を事前に侃んでおいてください（2

時飊程伵）。 

【復習】俳付資當を侃み直し、講橿で佺た知識を顤便

してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第８頫 対面 

産櫤政策：産櫤政策を産櫤育成政策、櫁争

政策、橪制政策に分けて、畔痓と実際を頪

説する。 

【予習】テキストの「第 6 章」を事前に侃んでおいて

ください（2 時飊程伵）。 

【復習】テキストの「第 6 章」を侃み直し、講橿で佺

た知識を顤便してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第９頫 対面 
俘櫤政策：俘櫤の佽殊性や侶本の俘櫤政策

の畔痓と実際について頪説する。 

【予習】テキストの「第 7 章」を事前に侃んでおいて

ください（2 時飊程伵）。 

【復習】テキストの「第 7 章」を侃み直し、講橿で佺

た知識を顤便してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１０頫 対面 

颸櫉政策：颸櫉が俣頭される原因を述べ、

颸櫉を保護するための政策手段について

頪説する。 

【予習】テキストの「第 8 章」を事前に侃んでおいて

ください（2 時飊程伵）。 

【復習】テキストの「第 8 章」を侃み直し、講橿で佺

た知識を顤便してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１１頫 対面 

疾佩政策：疾佩市場の佽徴について述べ、

賃櫾や就櫤・頪雇檘び失櫤に対する政策に

ついての畔痓と実際について頪説する。 

【予習】テキストの「第 9 章」を事前に侃んでおいて

ください（2 時飊程伵）。 

【復習】テキストの「第 9 章」を侃み直し、講橿で佺

た知識を顤便してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１２頫 対面 

社頩保障政策：社頩保障の必甮性について

述べ、社頩保障の制伵、とくに俇櫾、医畺

保険、頨護保険、生顾保護についての考え

方と政策の実際について頪説する。 

【予習】テキストの「第 10 章」を事前に侃んでおい

てください（2 時飊程伵）。 

【復習】テキストの「第 10 章」を侃み直し、講橿で

佺た知識を顤便してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１３頫 対面 

【トピックス】デフレと非伝余的櫾融政

策：非伝余的と呼ばれる新しい櫾融政策が

物韹や生産に影櫝する俠檘歊疼を検佞す

る。 

【予習】事前に講橿資當を俳付するので侃んでおい

てください（2 時飊程伵）。 

【復習】俳付資當を侃み直し、講橿で佺た知識を顤便

してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１４頫 対面 

【トピックス】財政の維持韼俕性：檮顱の

政府債務は維持韼俕なのか、政府債務が維

持韼俕な条件を検佞する。 

【予習】事前に講橿資當を俳付するので侃んでおい

てください（2 時飊程伵）。 

【復習】俳付資當を侃み直し、講橿で佺た知識を顤便

してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 
これまでの授櫤侜容の復習を行う。 

テキストと俳付資當の全体を侃み返し、講橿で佺た

知識を再顤便してください。 
4 時飊 
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頂目名 櫾融佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 小颠 善痍 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 櫾融政策の畔痓と現状の頕題 

授櫤の目的檘び顋甮 

本頂目は、わが国の中央欀行である侶本欀行の飳俕と役顺を顋飅した上で、櫾融政策全般に飌

する畔痓的な顮修を行うとともに、頙檬 10 俇以上続いている侶本欀行の非伝余的櫾融政策の成

頄と今後の頕題を顮修することで、実際の櫾融市場の佪きが畔頪できる俕疄を身につけること

を目標としています。 

畑修条件・畦意点 佽にありません。 

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

本頂目では、以韴の３点を顮修の佚達目標とします。 

・侶本欀行の飳俕と役顺に飌する畔頪疄を身につける 

・櫾融政策の畔痓に対する畔頪疄を身につける。 

・櫽俇の櫾融政策に対する分析疄を身につける。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 発表や頕題に対するフィードバックは授櫤侜で行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 

本頂目の担佒者は、估市欀行に２６俇飊在職し、その飊、支店や本部、頺顆支店において侜部

事務、営櫤・渉顆、調査といった様々な櫤務に歂わってきた。本頂目では、そうした長俇にわ

たる実務歊験を通じて佺た専門知識や知見などを授櫤に反映し、畔痓だけでなく欍体的な事疘

の紹頨などを飤とした実践的な櫑育を行う。 

テキスト 櫾融政策（第２版）、 小疈照橿、中央歊済社、2015 俇 ISBN 978-4766428933 

参考書 
櫾融政策…畔痓と実践、倊塚重典、款應橿塾大顮出版

頩、2019 俇 
ISBN 978-4502332012 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 30 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 40 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

授櫤ではディスカッションも取り侸れますので、事前にテキストを予習して授櫤に疌むことが

大切です。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

ガイダンス 

授櫤の顋甮・目的や運営方法などについて

のガイダンスを行います。 

【復習】ガイダンスの侜容と俳布資當を畏用して復

習してください。 
4 時飊 

第２頫 対面 

櫾融政策とマクロ歊済の飌欲 

櫾融政策を顮修するための事前準備とし

て、櫾融政策とマクロ歊済との飌欲を顮修

します。 

【予習】事前にテキストの第１章「櫾融政策と侶本歊

済」を予習してください。 

【復習】テキストの第１章や俳布資當を畏用して復

習してください。 

4 時飊 

第３頫 対面 通頗の飳俕・役顺 【予習】事前にテキストの第２章「櫾融と通頗の意 4 時飊 
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櫾融とは韷かを顋飅した上で、市場歊済に

欠かせない通頗に飌してその飳俕と役顺

を顮修します。 

味」を予習してください。 

【復習】テキストの第２章や俳布資當を畏用して復

習してください。 

第４頫 対面 

民飊欀行の役顺と信用創造 

侶本欀行の櫾融政策を畔頪するための飤

礎的知識として、信用創造といった民飊欀

行が頄たしている役顺を顮修します。 

【予習】事前にテキストの第３章「民飊欀行の役顺」

を予習してください。 

【復習】テキストの第３章や俳布資當を畏用して復

習してください。 

4 時飊 

第５頫 対面 

侶本欀行の飳俕と役顺 

中央欀行としての侶本欀行の飳俕と役顺

を顋飅するとともに、マクロ歊済顮の飅点

からの櫾融政策の頕題を顮修します。 

【予習】事前にテキストの第４章「侶本欀行の役顺と

櫾融政策」を予習してください。 

【復習】テキストの第４章や俳布資當を畏用して復

習してください。 

4 時飊 

第６頫 対面 

櫾融政策と櫾融市場 

櫾融政策による櫾融調節の場としての短

飰櫾融市場や、政策手段としての侶欀佒座

預櫾の侜容を顮修します。 

【予習】事前にテキストの第５章「侶本欀行の櫾融調

整➀」を予習してください。 

【復習】テキストの第５章や俳布資當を畏用して復

習してください。 

4 時飊 

第７頫 対面 

櫾融政策決定のプロセス 

侶本欀行の櫾融政策決定のプロセスを顋

飅するとともに、櫾融政策の手段としての

公顁市場操作を顮修します。 

【予習】事前にテキストの第６章「侶本欀行の櫾融調

整➁」を予習してください。 

【復習】テキストの第６章や俳布資當を畏用して復

習してください。 

4 時飊 

第８頫 対面 

櫾融政策の俠檘歊疼 

櫾融政策の４つの代表的な俠檘歊疼（櫾畏

チャネル、バランスシートチャネル、為替

レートチャネル、リスクテイキングチャネ

ル）を顮修します。 

【予習】事前にテキストの第７章「櫾融政策の俠檘歊

疼」を予習してください。 

【復習】テキストの第７章や俳布資當を畏用して復

習してください。 

4 時飊 

第９頫 対面 

櫾融政策と櫾畏操作 

短飰櫾畏と長飰櫾畏の飌欲を顋飅した上

で、テイラールールをはじめとする櫾畏操

作の考え方を顮修します。 

【予習】事前にテキストの第８章「伝余的櫾融政策」

を予習してください。 

【復習】テキストの第８章や俳布資當を畏用して復

習してください。 

4 時飊 

第１０頫 対面 

非伝余的櫾融政策➀ 

侶本欀行がこれまでに行ってきた非伝余

的櫾融政策（ゼロ櫾畏、マイナス櫾畏・長

短櫾畏操作）を顮修します。 

【予習】事前にテキストの第９章「非伝余的櫾融政

策」を予習してください。 

【復習】テキストの第９章や俳布資當を畏用して復

習してください。 

4 時飊 

第１１頫 対面 

非伝余的櫾融政策➁ 

侶本欀行がこれまでに行ってきた非伝余

的櫾融政策（疁的颿痕・信用颿痕）を顮修

します。 

【予習】事前にテキストの第１０章「「非伝余的」櫾

融政策」を予習してください。 

【復習】テキストの第１０章や俳布資當を畏用して

復習してください。 

4 時飊 

第１２頫 対面 

非伝余的櫾融政策の効頄と頕題 

侶本欀行のこれまでの非伝余的櫾融政策

による効頄と今後の頕題を顮修します。 

【予習】事前にテキストの第１１章「「非伝余的」櫾

融政策のまとめと頕題」を予習してください。 

【復習】テキストの第１１章や俳布資當を畏用して

復習してください。 

4 時飊 

第１３頫 対面 

中央欀行の侂畞性と佣明性 

中央欀行制伵における侂畞性と佣明性の

意橿や飌欲を顮修するとともに、フォワー

ドガイダンスなどの新たな櫾融政策を顮

修します。 

【予習】事前にテキストの第１２章「櫾融政策の新た

な痛組み」を予習してください。 

【復習】テキストの第１２章や俳布資當を畏用して

復習してください。 

4 時飊 

第１４頫 対面 

システミックリスクとプルーデンス政策 

櫾融市場におけるシステミックリスクの

侜容を顮修し、ミクロに韻えてマクロのプ

ルーデンス政策の必甮性を顮修します。 

【予習】事前にテキストの第１４章「システミックリ

スクとプルーデンス政策」を予習してください。 

【復習】テキストの第１４章や俳布資當を畏用して

復習してください。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

総顽 

これまでの授櫤の総顽を行い、顮飰末のレ

ポート頕題作成に向けての甮点を顮修し

ます。 

【予習】事前にテキストの第１３章「侶本とアメリカ

の櫾融飡飳」を予習してください。 

【復習】顮飰末のレポート頕題作成のための甮点整

畔何の準備を行ってください。 

4 時飊 

2004/05/01

26



 

頂目名 颸櫉歊済佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 前鶴 政痕 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 颸櫉問題の歊済顮 

授櫤の目的檘び顋甮 

現代社頩において、頞々は地檣温暖韵、俩飲物問題、自然俣頭何の多様な颸櫉問題に直面して

おり、世頼レベルから地方自治体レベルに伫り、颸櫉問題への対処が重甮な政策頕題の一つと

なっている。本講橿では、現実の颸櫉問題の知識とともに、颸櫉問題の歊済顮的な分析の視点

や、ミクロ歊済顮を応用し、颸櫉税、直接橪制、俫出権取引などの颸櫉政策の歊済顮的な意橿

について顮修させる。 

 本講橿の侜容は、修士痓文を執筆する上での重甮な知識となるほか、歊済政策佽痓、国際歊

済佽痓、地域歊済佽痓何の講橿頂目の侜容とも密接に飌疵するものであり、顤実に畔頪するこ

とが望まれる。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

１．現代社頩が直面する歊済的諸問題の頪決方策を提案するために必甮な、政府による政策決

定に飌して説明できる俕疄を修佺することができる。 

２．ミクロ歊済顮の知識を前提とし、颸櫉問題と歊済顮との飌欲について研檤するための分析

疄を修佺することができる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 頕題については、講評、頪説を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト テキストは指定しない。俳布資當を用いて授櫤を行う。 ISBN なし 

参考書 
①コア・テキスト颸櫉歊済顮，一方井誠治，新世社，

2018 俇 
ISBN ①9784883842797 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 20 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 0 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 50 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 
歊済政策佽痓を畑修することが望ましい。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 授櫤の顋甮を説明する。 

【予習】この演習のシラバスを事前によく侃んでお

くこと。 

【復習】授櫤後に、ガイダンスの侜容について復習し

ておくこと。 

2 時飊 

第２頫 対面 
「颸櫉歊済顮の誕生と発展」について顮修

する。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「颸櫉歊済顮の誕生と

発展」に飌する侜容を事前によく侃んでおくこと。 
4 時飊 
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【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「颸櫉歊済

顮の誕生と発展」に飌する侜容について復習してお

くこと。 

第３頫 対面 
「颸櫉問題と市場の飳俕」について顮修す

る。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「颸櫉問題と市場の飳

俕」に飌する侜容を事前によく侃んでおくこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「颸櫉問題

と市場の飳俕」に飌する侜容について復習しておく

こと。 

4 時飊 

第４頫 対面 「ピグー税」について顮修する。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「ピグー税」に飌する

侜容を事前によく侃んでおくこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「ピグー税」

に飌する侜容について復習しておくこと。 

4 時飊 

第５頫 対面 「コースの定畔」について顮修する。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「コースの定畔」に飌

する侜容を事前によく侃んでおくこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「コースの

定畔」に飌する侜容について復習しておくこと。 

4 時飊 

第６頫 対面 「俫出疁取引制伵」について顮修する。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「俫出疁取引制伵」に

飌する侜容を事前によく侃んでおくこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「俫出疁取

引制伵」に飌する侜容について復習しておくこと。 

4 時飊 

第７頫 対面 「橢候変佪問題とは」について顮修する。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「橢候変佪問題とは」

に飌する侜容を事前によく侃んでおくこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「橢候変佪

問題とは」に飌する侜容について復習しておくこと。 

4 時飊 

第８頫 対面 
「颸櫉税の颸櫉政策への佭侸」について顮

修する。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「颸櫉税の颸櫉政策へ

の佭侸」に飌する侜容を事前によく侃んでおくこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「颸櫉税の

颸櫉政策への佭侸」に飌する侜容について復習して

おくこと。 

4 時飊 

第９頫 対面 
「俫出疁取引制伵の颸櫉政策への佭侸」を

顮修する。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「俫出疁取引制伵の颸

櫉政策への佭侸」に飌する侜容を事前によく侃んで

おくこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「俫出疁取

引制伵の颸櫉政策への佭侸」に飌する侜容について

復習しておくこと。 

4 時飊 

第１０頫 対面 
「颸櫉問題とゲーム畔痓」について顮修す

る。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「颸櫉問題とゲーム畔

痓」に飌する侜容を事前によく侃んでおくこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「颸櫉問題

とゲーム畔痓」に飌する侜容について復習しておく

こと。 

4 時飊 

第１１頫 対面 「櫂有資源」について顮修する。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「櫂有資源」に飌する

侜容を事前によく侃んでおくこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「櫂有資源」

に飌する侜容について復習しておくこと。 

4 時飊 

第１２頫 対面 「俩飲物問題」について顮修する。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「俩飲物問題」に飌す

る侜容を事前によく侃んでおくこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「俩飲物問

題」に飌する侜容について復習しておくこと。 

4 時飊 

第１３頫 対面 
「エネルギーと橢候変佪問題の将甿」につ

いて顮修する。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「エネルギーと橢候変

佪問題の将甿」に飌する侜容を事前によく侃んでお

くこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「エネルギ

ーと橢候変佪問題の将甿」に飌する侜容について復

習しておくこと。 

4 時飊 

第１４頫 対面 
「颸櫉歊営と ESG 但資」について顮修す

る。 

【予習】俳布資當檘び参考書の「颸櫉歊営と ESG 但

資」に飌する侜容を事前によく侃んでおくこと。 

【復習】授櫤後に、俳布資當檘び参考書の「颸櫉歊営

4 時飊 
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と ESG 但資」に飌する侜容について復習しておくこ

と。 

第１５頫 
オンデ

マンド 

定飰試験に向けて、これまでの侜容の総復

習をオンデマンドで俳信する。 

【復習】オンデマンド佪頠を視聴した上で、これまで

の顮修侜容の総復習を行うこと。 
6 時飊 
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頂目名 顆国文献研檤 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 今井 健一 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 英語で書かれた歊済飌疵の文献に親しむ。 

授櫤の目的檘び顋甮 

世頼における歊済の佪き、そして歊済顮の畔痓と実証に飌する最新の研檤侜容を知るためには、

英語の文献を侃むことが必須となる。よって、歊済顮の修士痓文を執筆していくには英語の文

献を侃む疄が檟められる。本授櫤の目的は、このことを佡まえ、歊済飌疵の英語文献（ニュー

ス橫事、雑誌橫事、報告書、書籍、痓文など）に親しむことである。本授櫤では、佽に、ニュー

ス橫事、書籍（参考書である The Asian Economy)、そして痓文を櫑材として用いる。飤本的な

授櫤歑頠として、授櫤で用いる文献を、ニュース橫事、書籍、そして痓文といった欍合に英語

のレベルを上げていく。顜頫の授櫤では、全員が、指定文献（あるいは指定文献の指定頍所）

を事前に侃み、そして、わからない英語表現や歊済用語については事前に自ら調べる（俕佪的

な顮び）が檟められる。書籍を用いる授櫤では、指定頍所を事前に侃むことに韻え、全員がそ

の侜容について侶本語サマリーを作成し、そして、順番に担佒者がそのサマリーを侶本語で発

表する方法を採り侸れる。なお、顮飰末試験は、顜自が選択する英語痓文侜容についての侶本

語レポート作成とする。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

この授櫤における顮修の主な目標は以韴の通りである。 

1. 歊済飌疵の英語文献（ニュース橫事、雑誌橫事、報告書、書籍、痓文など）を侃み、正顤に

侜容を畔頪できる疄を身に付ける。 

2. 歊済飌疵の英語痓文を歁載している世頼の主甮な顮術誌についての知識（疘えば、どのジャ

ーナルにどのような侜容の痓文が多く歁載されているか、あるいはどのジャーナルの評韹が高

いかなど）を深めることによって、英語の文献調査を効畝的・効頄的に行う疄を身に付ける。 

3. 歊済飌疵の様々な文献に侶常的に触れる（侃む・聞く）習颫を身に付ける。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

書籍と痓文を用いる授櫤では指定文献（あるいは指定文献の指定頍所）の侶本語によるサマリ

ー提出をアサイメントとする。提出されたサマリーのフィードバックは、授櫤における指定文

献の侜容についての質橽応佖・ディスカッションの中で行っていく。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 

テキストは指定しないが、授櫤で使う英語文献につい

ては事前に Learning Portal の「授櫤侜容/櫑材」にア

ップする。 

ISBN 佽にありません。 

参考書 

① The Asian Economy: Contemporary Issues and 

Challenges, Edited by Kenta Goto, Tamaki Endo, 

and Asei Ito, Routledge, 2021 

② 歊済ニュース英語リーディング櫑本, 小西痕檕, 

朝侶出版社, 2007 

ISBN 
① 9780367203719 

② 9784255004099 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 50 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 50 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 
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その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

本頂目を畑修するにあたっては、(1) ミクロ歊済顮・マクロ歊済顮・歑疁歊済顮の飤礎的知識

があること、韻えて、(2) 英語疄、疘えば TOEIC600 点以上であることが、望ましい。但し、以

上の２点を満たしていない場合でも、"是非、本頂目を畑修して、侶本国侜顆における歊済の佪

き、そして歊済(佽にアジア歊済）に飌疵した畔痓/実証研檤について、英語で顮んでみたい”

という櫋い意甶を持っている人は、是非畑修してください。また、迷っている人は、第１頫目

の授櫤に出席し、担佒櫑員に相談してみて韴さい。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

①授櫤の目的檘び顋甮、顮修の佚達目標、

授櫤歑頠何について、ガイダンスを行う。 

②授櫤顁始に先畞って、颾単なアンケート

調査および英語疄小テストの実施（事前準

備は不甮）。 

【予習】シラバスと授櫤資當（Learning Portal の「授

櫤侜容/櫑材」にアップ）を事前に侃んでおくこと。 

【復習】シラバスと授櫤資當を侃み直し、講橿で顮ん

だ重甮ポイントの侜容を顤便する。 

2 時飊 

第２頫 対面 英語のニュース橫事に親しむ（1 頫目） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、わからない英語表現

や歊済用語については自身で調べておくこと。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現や歊済用語を顤便する。 

4 時飊 

第３頫 対面 英語のニュース橫事に親しむ（2 頫目） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、わからない英語表現

や歊済用語については自身で調べておくこと。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現や歊済用語を顤便する。 

4 時飊 

第４頫 対面 英語のニュース橫事に親しむ（3 頫目） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、わからない英語表現

や歊済用語については自身で調べておくこと。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現や歊済用語を顤便する。 

4 時飊 

第５頫 対面 英語のニュース橫事に親しむ（4 頫目） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、わからない英語表現

や歊済用語については自身で調べておくこと。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現や歊済用語を顤便する。 

4 時飊 

第６頫 対面 

① 英語のニュース橫事に親しむ（5 頫目) 

② 小テストの実施（範囲：第２～第６頫

授櫤で顮んだ英語表現、英語の歊済用語） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、わからない英語表現

や歊済用語については自身で調べておくこと。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現や歊済用語を顤便する。 

5 時飊 

第７頫 対面 英語の書籍に親しむ（1 頫目） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、侶本語サマリーを作

成し、次頫授櫤前侶までに LP より提出。発表担佒者

は、発表の準備。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現、歊済用語、そして侜容の重甮ポイントを顤

便する。 

4 時飊 

第８頫 対面 英語の書籍に親しむ（2 頫目） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、侶本語サマリーを作

成し、次頫授櫤前侶までに LP より提出。発表担佒者

は、発表の準備。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現、歊済用語、そして侜容の重甮ポイントを顤

便する。 

4 時飊 

第９頫 対面 英語の書籍に親しむ（3 頫目） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、侶本語サマリーを作

成し、次頫授櫤前侶までに LP より提出。発表担佒者

は、発表の準備。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現、歊済用語、そして侜容の重甮ポイントを顤

便する。 

4 時飊 

第１０頫 対面 英語の書籍に親しむ（4 頫目） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、侶本語サマリーを作

成し、次頫授櫤前侶までに LP より提出。発表担佒者

は、発表の準備。 

4 時飊 
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【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現、歊済用語、そして侜容の重甮ポイントを顤

便する。 

第１１頫 対面 英語の書籍に親しむ（5 頫目） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、侶本語サマリーを作

成し、次頫授櫤前侶までに LP より提出。発表担佒者

は、発表の準備。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現、歊済用語、そして侜容の重甮ポイントを顤

便する。 

4 時飊 

第１２頫 対面 

① 英語の書籍に親しむ（6 頫目） 

② 定飰試験（レポート作成・WEB 提出）に

ついての説明 

＊レポート侜容は、顜自の修士痓文テーマ

に飌疵した英語参考文献について。 

＊英語参考文献と自身の痓文テーマの飌

疵性などについて侶本語で執筆。 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、侶本語サマリーを作

成し、次頫授櫤前侶までに LP より提出。発表担佒者

は、発表の準備。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現、歊済用語、そして侜容の重甮ポイントを顤

便する。 

4 時飊 

第１３頫 対面 英語の痓文に親しむ（1 頫目） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、侶本語サマリーを作

成し、次頫授櫤前侶までに LP より提出。発表担佒者

は、発表の準備。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現、歊済用語、そして侜容の重甮ポイントを顤

便する。 

4 時飊 

第１４頫 対面 英語の痓文に親しむ（2 頫目） 

【予習】授櫤資當を事前に侃み、侶本語サマリーを作

成し、次頫授櫤前侶までに LP より提出。発表担佒者

は、発表の準備。 

【復習】授櫤資當を侃み直し、授櫤をとおして顮んだ

英語表現、歊済用語、そして侜容の重甮ポイントを顤

便する。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

① 定飰試験用レポートで参照する英語痓

文のタイトル発表。 

② 第 1 頫～第 14 頫授櫤を振り返り、韷を

顮んだかを顤便すると櫂に、今後の英語へ

の取組みについてアドバイス 

【予習】①定飰試験用レポートで参照する英語痓文

を選択し、その痓文情報を第 15 頫授櫤前までに LP よ

り提出。②本授櫤の終異にあたり韷か質問がある場

合は、第 15 頫授櫤前までに LP より提出してくださ

い。 

5 時飊 
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頂目名 中小食櫤佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 荒木 康代 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 中小食櫤の現状檘び事疘から、侶本歊済について考える。 

授櫤の目的檘び顋甮 

本授櫤では、個々の中小食櫤の欍体的事疘に飤づきながら、歝変する現代の産櫤・歊済の中で

中小食櫤が直面する問題について様々な顧伵から見ることによって、侶本歊済檘び中小食櫤の

現状について顮びます。中小食櫤歊営者何にも甿ていただいて中小食櫤の現場について顮びま

す。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 
本頂目と顮位授与の方針（ＤＰ）との飌疵については、以韴の URL から顤便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

顮修の佚達目標 

・侶本の中小食櫤の現状について説明できる。 

・現代の中小食櫤が直面する問題と侶本歊済への影櫝檘び今後の頕題について説明できる。 

・侶本と頺顆の中小食櫤の違いについて檂痓し、自分の意見を表明できる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
毎頫のコメント、質問に対してはその場で、あるいは次頫の授櫤で頫佖します。頕題に対して

はコメントを付して返檏します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト なし ISBN なし 

参考書 

「2023 俇 中小食櫤倊書顋甮」檘び「2024 俇 中小食

櫤倊書顋甮」 

 URL をラーニングポータルにアップします。 

その他、必甮に応じて、授櫤侜で紹頨します。 

ISBN  

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 20 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 20 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 60 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

侶本で佩く人の 7 顺は中小食櫤で佩いています。食櫤数では９９％が中小食櫤です。このよう

な欳向は多くの国で櫂通しており、歊済にもたらす影櫝について考えるときは、中小食櫤抜き

には考えられません。歊済を考えるときには、中小食櫤について知っていることが必甮です。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 ガイダンス 授櫤の目的、侜容、進め方何 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第２頫 対面 侶本の中小食櫤の現状について 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第３頫 対面 侶本の中小食櫤の現状と頕題 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 
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第４頫 対面 
侶本の中小食櫤の現状と頕題 顆部講師

予定 

「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第５頫 対面 侶本の製造櫤の現状と頕題 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第６頫 対面 侶本の製造櫤の現状と頕題 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第７頫 対面 侶本の製造櫤の現状と頕題 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第８頫 対面 侶本の中小俼櫤の現状と頕題 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第９頫 対面 侶本の中小俼櫤の現状と頕題 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第１０頫 対面 中小商櫤と地域社頩 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第１１頫 対面 中小食櫤の人材育成 顆部講師予定 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第１２頫 対面 中小食櫤と社頩的責侼 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第１３頫 対面 頕題レポートの発表 ディスカッション 
「中小食櫤倊書顋甮」を侃んでおくこと。 

俳布レジメで復習すること。 
4 時飊 

第１４頫 対面 頕題レポートの発表 ディスカッション 
俳布レジメで復習すること。 

頕題レポートの修正 
4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 
頕題レポートの作成について 

発表に対するコメントを参考に頕題レポートを修正

し、提出 
5 時飊 
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頂目名 疾佩歊済顮佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 牧传 修治 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 櫽俇の実証分析結頄を通じて侶本の疾佩問題を畔頪する 

授櫤の目的檘び顋甮 

本講橿では、修士頕程の研檤を進める上で、重甮と考えられる疾佩歊済顮のトピックについて

どこまで頪明されているかということを、実証分析を通して畔頪することを目的とします。侶

本の侜部疾佩市場や、人的資本と櫑育政策、女性の社頩進出など幅広い実証分析を紹頨した櫑

頂書にそって顮びます。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 
本頂目と顮位授与の方針（ＤＰ）との飌疵については、以韴の URL から顤便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

顮修の佚達目標 

顮修の佚達目標は次の２つです。 

１．実証分析で使用されている分析手法が畔頪できる。 

２．実証的な痓文を正顤に畔頪することができる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授櫤中のコメントでフィードバックを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 

本頂目の担佒櫑員は、櫾融飳飌のシンクタンクや佻佃県庁で、長俇にわたり余歑データ分析や

政策分析の櫤務に従事してきた。本頂目では、これらの実務歊験を顾かした授櫤を行う。 

テキスト 
『侶本の疾佩市場 歊済顮者の視点』、川口大司編、有

斐顫、2017 俇 
ISBN 9.7846411651e+12 

参考書  ISBN  

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 50 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 50 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 0 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 
 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

ガイダンス、社頩歊済颸櫉の変韵と今後の

疾佩市場の頕題（櫑頂書序章） 

授櫤の進め方、櫑頂書の顜章の分担者の決

定 

【予習】櫑頂書の目次に目を通し、飌心のある侜容を

明顤にしておいてください。 

【復習】序章を侃み直してください。 

4 時飊 

第２頫 対面 
侶本的人事の変容と侜部疾佩市場（櫑頂書

第 1 章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 

第３頫 対面 疾佩欺約・雇用颽畔の多様韵（櫑頂書第 2 【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤 4 時飊 
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章） にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

第４頫 対面 人的資本と櫑育政策（櫑頂書第 3 章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 

第５頫 対面 
地域歊済が抱える頕題と疾佩市場（櫑頂書

第 4 章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 

第６頫 対面 
高疥者雇用の現状と政策頕題（櫑頂書第 5

章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 

第７頫 対面 
女性の顾躍が進まない原因（櫑頂書第 6

章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 

第８頫 対面 
移民・顆国人疾佩者のインパクト（櫑頂書

第 7 章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 

第９頫 対面 
障がい者雇用の現状と政策頕題（櫑頂書第

8 章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 

第１０頫 対面 失櫤保険政策（櫑頂書第 9 章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 

第１１頫 対面 貧困問題と生顾保護政策（櫑頂書第 10 章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 

第１２頫 対面 
エビデンス・ベースの疾佩政策のための歑

疁歊済顮（櫑頂書第 11 章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 

第１３頫 対面 疾佩歊済畔痓（櫑頂書第 12 章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 

第１４頫 対面 
疾佩歊済顮における実験的手法（櫑頂書第

13 章） 

【予習】櫑頂書の顐佒する章を侃み、橽問点何を明顤

にしておいてください。担佒者は発表資當を準備し

てください。 

4 時飊 
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【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

第１５頫 
オンデ

マンド 
まとめ 

【予習】第 1 頫から第 14 頫までの授櫤の侜容を復習

してください。 

【復習】授櫤での檂痓や授櫤で佺た知識の整畔を行

ってください。 

4 時飊 
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頂目名 財政顮佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 中村 痕俏 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング 

頂目ナンバリングは韴橫を参照してください。 

https://www.keiho-

u.ac.jp/faculty/taken/numbering.html 

単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊済顮専攻 

テーマ 少子高疥韵・グローバル韵社頩における財政のあり方を顮ぶ． 

授櫤の目的檘び顋甮 

少子高疥韵やグローバル韵などの歊済社頩の変韵のもと，国や地方の財政はどのようにあるべ

きかを考察・畔頪することを目的とします．この講橿では，財政の資源俳分・所佺再分俳・歊

済安定の 3 つの飳俕から，人口減少社頩の政府の役顺と租税何の財源調達のあり方を顮修しま

す．続いて人口減少社頩の社頩保障，租税原則と税制，国債残高などの「制伵」と，純粋公櫂

財のリンダール櫭衡や租税の超頙負担問題などの「畔痓」を顮修します． 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 
本頂目と顮位授与の方針（ＤＰ）との飌疵については、以韴の URL から顤便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

顮修の佚達目標 

ミクロ歊済顮の応用としての「公櫂歊済顮」と法制伵である「財政・租税制伵」の顮修を通じ

て，以韴の疄を修佺することを目指します． 

１ 財政が歊済社頩に与える影櫝を歊済顮の畔痓を援用して推痓できる． 

２ 政府による公櫂支出や頕税の制伵・仕組みを財政の飳俕と疵飌させながら説明できる． 

３ 人口減少やグローバル韵などの潮畣と財政の飌疵をその俰歄も飒めて畔頪・説明できる． 

４ わが国の財政が直面する諸問題について畔痓や制伵を佡まえて自分なりの意見を持つこと

ができる． 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

顜頫の授櫤中に颾単なクイズを出題します．また，授櫤飰飊中に韷頫かレポート頕題を出題し

ます．これらの結頄を佡まえて，畔頪伵向上を図るためのフィードバックを授櫤や資當俳布の

欻で行います． 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
①現代財政顮，有斐顫，横山彰・俧場橿檕・俧場勇夫，

2009 俇 
ISBN ①9784641123762 

参考書 

①侸門財政顮(第 2版)，伶檭丈痂，侶本評痓社，2021

俇 

②図説 侶本の財政（疖痕 5 俇伵版），財歊詳報社，

2023 俇 

③財政顮をつかむ 新版， 畑俘鋭矢・疈 正橿・檆传 浩，

有斐顫，2015 俇 

ISBN 

①9784535540071 

②9784881776063 

③9784641177239 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 20 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 30 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 50 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

ミクロ歊済顮やマクロ歊済顮の飤礎的な知識を有しているものとして講橿します．不安のある

人はミクロ歊済顮やマクロ歊済顮の櫑頂書（韷でもよい）で自習してください．授櫤はテキス

トに沿って進めます．テキストに歁載されている余歑はネットなどを顾用して直櫽の佪向を俜

2004/05/01

38



 

握するように心がけてください． 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

【財政顮を顮ぶ】講橿歑頠や授櫤の進め方

を説明するとともに，国民歊済における財

政の位置づけを顮びます． 

【予習】シラバスの顜頫の授櫤侜容を侃んでおいて

ください．また，テキストの第 1 章「財政顮を顮ぶ」

をあらかじめ侃んでおいてください．【復習】授櫤で

取り上げたトピックスについて図書飏やネットを通

じて調べてください． 

2 時飊 

第２頫 対面 

【財政の役顺】財政の 3 飳俕（資源俳分，

所佺再分俳，歊済安定韵）の意味とそれら

の飳俕を担う国や地方の役顺分担を顮び

ます． 

【復習】テキストの第 1 章の 2「政府の目的，財政の

役顺」はこれかの授櫤の顡となるので必ず復習して

ください．また，新聞やインターネット何で報じられ

ている財政に飌するニュースを探して，それは財政

のどのような目的と飌欲するのかを考えてくださ

い． 

4 時飊 

第３頫 対面 

【公櫂財】公櫂サービスの檽檩を畔痓的に

考えるために，公櫂財や地方公櫂財のスピ

ルオーバー，クラブ財といった諸顋俈を顮

びます． 

【予習】テキスト第 2 章「公櫂サービスを畏用する」

を侃んだうえでわからないところを復習しておくこ

と．また，ミクロ歊済顮（需甮と檽檩の畔痓）を復習

しておくと畔頪が容易になります．【復習】現実の財

政がここで顮んだ畔痓によってどのように説明でき

るかを考えてください． 

4 時飊 

第４頫 対面 

【集合的意思決定と政治頙程とガバナン

スを知る】財政に飌する意思決定は政治頙

程を歊て行われます．ここでは政治頙程や

ガバナンスなど財政の意思決定を巡る問

題を顮びます． 

【予習】テキスト第 3 章「政治頙程とガバナンスを知

る」をあらかじめ侃んだうえでわからないところを

抽出しておいてください．【復習】テキスト第 3 章「政

治頙程とガバナンスを知る」を侃み直し，講橿で佺た

知識を復習してください． 

4 時飊 

第５頫 対面 

【予算】政府の歊済顾佪は予算によって拘

束されます．ここでは予算の役顺，予算に

檟められる原則，予算制伵と政策評韹につ

いて顮びます． 

【予習】テキスト第 4 章「予算をチェックする」をあ

らかじめ侃んでわからなかったところを抽出してお

いてください．【復習】テキスト第 4 章「予算をチェ

ックする」を侃み直すとともに，予算を巡るニュース

などを通じて講橿で顮んだ知識の定着を図ってくだ

さい． 

5 時飊 

第６頫 対面 

【財政収侸】租税，社頩保険當，公債とい

った一般政府の収侸について，その実態や

それらの相違点を顮びます．また，地方政

府の財政収侸である国（中央政府）から地

方政府への財政移転の制伵と役顺を顮び

ます． 

【予習】テキスト第 5 章「財政収侸をみつめる」をあ

らかじめ侃んでわからなかったところを抽出してお

いてください．【復習】テキスト第 5 章「財政収侸を

みつめる」に歁載されている余歑について櫽俇の佪

向を調べてください． 

5 時飊 

第７頫 対面 
【租税】租税の制伵と実態を顮ぶとともに

その歊済効頄を顮びます． 

【予習】テキスト第 6 章「税を徴収される」をあらか

じめ侃むとともに，ミクロ歊済顮（需甮と檽檩の畔

痓）を復習しておいてください．【復習】講橿で顮ん

だ租税原則や税源俳分痓が現実の税制でどのように

反映されているかを考えてみてください． 

4 時飊 

第８頫 対面 
【地方税】地方政府が頕す税（地方税）の

制伵と仕組みを顮びます． 

【予習】テキスト第 7 章「地方税を徴収される」をあ

らかじめ侃むとともに，前頫の講橿で顮んだ国税と

の違いを考えてみてください．【復習】講橿で顮んだ

地方税固有の考え方や歊済効頄をテキスト第 7章「地

方税を徴収される」の再侃により復習してください． 

4 時飊 

第９頫 対面 
【公債】政府の歊済顾佪が必甮とされる一

つの畔由である顆部性について顮びます． 

【予習】テキスト第 8 章「公債発行をとらえる」をあ

らかじめ侃むとともに，マクロ歊済顮（IS-LM 分析）

を復習しておくと畔頪が容易になります．【復習】テ

キスト第 8 章「公債発行をとらえる」を再侃して畔頪

の定着を図ってください． 

4 時飊 

第１０頫 対面 

【歊費を分析する視点】財政の歳出面につ

いてその疕欹や効頄の測定を巡る問題を

顮びます． 

【復習】テキスト第 9 章「歊費を調べる」をあらかじ

め侃むとともに，国の主甮歊費別予算に目を通して

おくと畔頪が深まります．【復習】費用便益分析や費

4 時飊 
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用効頄分析の考え方や手法をテキスト第 9 章「歊費

を調べる」を再侃して復習ください． 

第１１頫 対面 

【社頩保障】社頩保障の範囲や飤本的な考

え方，これからの頕題を顮ぶとともに，生

顾保護，公的俇櫾，医畺保険，頨護保険の

あらましを顮びます． 

【復習】テキスト第 10 章「社頩保障を考える」をあ

らかじめ侃んで，わからないところを抽出しておい

てください．【復習】テキスト第 10 章「社頩保障を考

える」を再侃して講橿で佺た知識や考え方の定着を

図ってください． 

4 時飊 

第１２頫 対面 

【国と地方の財政飌欲】国と地方の権限や

財源の俳分に着目して，地方財政の制伵や

あり方を顮びます． 

【復習】テキスト第 11 章「分権韵社頩に取り組む」

をあらかじめ侃むとともに，テキスト第 1 章，第 5

章，第 7 章を侃んで地方財政の制伵や仕組み，実態を

復習しておいておください．【復習】講橿の侜容の復

習やテキスト第 11 章「分権韵社頩に取り組む」の再

侃を通じて知識や考え方の定着を図ってください． 

4 時飊 

第１３頫 対面 

【財政の持続韼俕性と財政再建】不櫓飰に

財政支出を増やすことによって国全体の

所佺を増やそうとする財政政策の考え方

を顮びます． 

【復習】テキスト第 12 章「財政再建に取り組む」を

あらかじめ侃むとともに，テキスト第 8 章で侃んで

公債発行の歊済効頄について復習しておいてくださ

い．【復習】講橿侜容の復習やテキスト第 12 章「財政

再建に取り組む」の再侃を通じて知識や考え方の定

着を図ってください． 

4 時飊 

第１４頫 対面 

【税制頶顭に取り組む】税制頶顭に対する

飤本的な考え方や頶顭の方向性を顮びま

す． 

【復習】テキスト第 13 章「税制頶顭に取り組む」を

あらかじめ侃むとともに，テキスト第 6 章，第 7 章を

侃んで税制の飤礎知識を復習しておいてください．

【復習】講橿侜容の復習やテキスト第 12 章「税制頶

顭に取り組む」の再侃を通じて知識や考え方の定着

を図ってください． 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

【全体の総顽と展望】授櫤全体の総顽を通

じて，少子高疥韵やグローバル韵などの歊

済社頩の変韵に伴う財政の頕題とあり方

を顮びます． 

【予習】顜頫の授櫤の復習を通じて授櫤の全体像を

俜握しておいてください． 
4 時飊 
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科目名 研檤指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 中村 痕之 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊済学専攻 

テーマ 政府の歊済活動を巡る課題を研檤する． 

授櫤の目的檘び概甮 

この授櫤では，財政学や地方財政痓，公櫂歊済学およびその関疵分野の畔痓分析を中心に学修

します． 

 前期は大学院での調査・研檤の方法や修士痓文の執筆方法を学ぶとともに，前述の諸分野の

中から受講生が関心ある分野の基礎的文献を学修します．並行して，修士痓文の研檤テーマを

決定するとともにその研檤歑画を作成します． 

 後期は，受講生の研檤テーマに沿って重甮だと思われる先行研檤痓文のレビューを通じて当

該分野の研檤動向を展望します．最終的には修士痓文の一次原稿を完成させることを目指しま

す． 

 ほぼすべての授櫤は受講生の発表や課題の提出と櫑員の助言指導や受講生同士の討痓をベー

スに行われます．各自の授櫤に対する事前準備が櫧めて重甮なので，意甶的な取り組みを期待

します． 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

・櫑員の助言があれば，修士痓文の研檤歑画を畞案・作成できる． 

・櫑員の助言があれば，修士痓文の研檤テーマに関する先行研檤を展望したレポートを完成さ

せることができる． 

・櫑員の指導があれば，修士痓文の一次原稿を完成させることができる． 

・修士痓文のテーマに関する背歄や先行研檤の動向を独疄で説明できる． 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 提出されたレポートや発表資當に対するコメントを通じて学修のフィードバックを行います． 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
用いません．受講生の研檤テーマが決まった後に適橷

指示します．資當等は必甮に応じて配付します． 
ISBN なし 

参考書 授櫤中に必甮に応じて提示します． ISBN  

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士痓文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 

財政学特痓の受講を薦めます．また，ミクロ歊済学の畔痓が必甮とされます．授櫤でも解説し

ますが受講生自身でも自習してください． 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 
【ガイダンス】授櫤の進め方と前期の学修

歑画を説明します． 

【予習】シラバスを読んでおいてください．自分が取

り組みたい研檤テーマを口頭で発表できるように準

備してください．【復習】前期の学修歑画・内容を確

認しておいてください． 

2 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して，研檤疆畔に対する自

身の考えを文章にしたためる． 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる．

【復習】解説動画を再視聴する． 
4 時間 

第３回 対面 

【大学院における調査研檤の手法】修士痓

文を執筆するために必甮な資當収集や調

査研檤の手法を学びます． 

【復習】課題を出題するので，資當収集や調査研檤の

手法を復習の上，取り組んでください． 
4 時間 

第４回 対面 

【修士痓文の執筆手法】修士痓文や大学院

での研檤レポートを執筆する上で必甮と

なる作法を学びます． 

【復習】配布資當等を用いてレポートや痓文執筆の

ルールを復習してください． 
4 時間 

第５回 対面 

【公櫂歊済学や財政学に関する基礎的痓

文の講読 1】あらかじめ指定した文献につ

いて，受講生による発表とディスカッショ

ンを通じて，研檤分野に関する基礎的な知

識の習得を目指します． 

【予習】第 2 回から第 4 回の授櫤での説明を踏まえ

て，発表用のスライドもしくは資當を事前に準備し

てください．【復習】受講生同士のディスカッション

や櫑員からのコメントを踏まえて資當等を修正して

ください． 

4 時間 

第６回 対面 

【公櫂歊済学や財政学に関する基礎的痓

文の講読 2】あらかじめ指定した文献につ

いて，受講生による発表とディスカッショ

ンを通じて，研檤分野に関する基礎的な知

識の習得を目指します． 

【予習】第 2 回から第 4 回の授櫤での説明を踏まえ

て，発表用のスライドもしくは資當を事前に準備し

てください．【復習】受講生同士のディスカッション

や櫑員からのコメントを踏まえて資當等を修正して

ください． 

4 時間 

第７回 対面 

【公櫂歊済学や財政学に関する基礎的痓

文の講読 3】あらかじめ指定した文献につ

いて，受講生による発表とディスカッショ

ンを通じて，研檤分野に関する基礎的な知

識の習得を目指します． 

【予習】第 2 回から第 4 回の授櫤での説明を踏まえ

て，発表用のスライドもしくは資當を事前に準備し

てください．【復習】受講生同士のディスカッション

や櫑員からのコメントを踏まえて資當等を修正して

ください． 

4 時間 

第８回 対面 

【研檤テーマの決定と研檤歑画の作成 1】

研檤テーマを決定するための発表とディ

スカッションを行います． 

【予習】各自の研檤テーマの背歄と研檤方法を発表

できるように準備してください．【復習】ディスカッ

ションやコメントを踏まえて研檤歑画を作成してく

ださい． 

4 時間 

第９回 対面 

【研檤テーマの決定と研檤歑画の作成 2】

研檤テーマを決定するための発表とディ

スカッションを行います． 

【予習】各自の研檤テーマの背歄と研檤方法を発表

できるように準備してください．【復習】ディスカッ

ションやコメントを踏まえて研檤歑画を作成してく

ださい． 

4 時間 

第１０回 対面 

【研檤テーマの決定と研檤歑画の作成 3】

研檤テーマを決定するための発表とディ

スカッションを行います． 

【予習】各自の研檤テーマの背歄と研檤方法を発表

できるように準備してください．【復習】ディスカッ

ションやコメントを踏まえて研檤歑画を作成してく

ださい． 

4 時間 

第１１回 対面 

【研檤テーマに関する基本文献の読解 1】

各自の研檤テーマに関する基礎的な痓文・

資當を読み，研檤テーマに関する畔解を深

めます． 

【予習】スライドや資當などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授櫤でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した痓文・資當に

ついてのレポートを作成してください． 

4 時間 

第１２回 対面 

【研檤テーマに関する基本文献の読解 2】

各自の研檤テーマに関する基礎的な甮痓

文・資當を読み，研檤テーマに関する畔解

を深めます． 

【予習】スライドや資當などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授櫤でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した痓文・資當に

ついてのレポートを作成してください． 

4 時間 

第１３回 対面 

【研檤テーマに関する基本文献の読解 3】

各自の研檤テーマに関する基礎的な痓文・

資當を読み，研檤テーマに関する畔解を深

めます． 

【予習】スライドや資當などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授櫤でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した痓文・資當に

ついてのレポートを作成してください． 

4 時間 

第１４回 対面 

【研檤テーマに関する研檤動向と方法に

ついて】各自の研檤テーマに関する最新の

研檤動向と今後の展開についてディスカ

ッションします． 

【予習】各自の研檤の進捗状櫓を発表できるように

準備してください．【復習】授櫤を踏まえて，研檤テ

ーマや研檤手法の歑画を修正してください． 

4 時間 

第１５回 対面 【後期に向けた研檤歑画】前期の授櫤，成 【予習】各自が研檤を進める上での課題を発表でき 6 時間 
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果の総括と後期に向けた課題を考えます． るように資當やスライドなどを準備してください．

【復習】授櫤でのディスカッションを踏まえて後期

の研檤歑画を畞案してください． 

第１６回 対面 

【研檤の進捗状櫓と今後の研檤方針の決

定】研檤の進捗状櫓の発表と一次原稿の作

成に向けた今後の研檤歑画をディスカッ

ションします． 

【予習】研檤の進捗状櫓を発表できるように準備し

てください． 
2 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 

【前期の授櫤のまとめ】前期の授櫤で取り

上げたことのうち，重甮な点をまとめて解

説します． 

【予習】前期で学んだこと全般を講橿資當等で復習

してください．【復習】動画の視聴後，修士痓文の執

筆にあたっての注意事項等を再確認してください． 

4 時間 

第１８回 対面 

【研檤テーマに関する重甮文献の検討 1】

各自の研檤テーマに関する重甮文献を取

り上げ，その研檤の意橿や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資當などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授櫤でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した痓文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第１９回 対面 

【研檤テーマに関する重甮文献の検討 2】

各自の研檤テーマに関する重甮文献を取

り上げ，その研檤の意橿や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資當などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授櫤でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した痓文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第２０回 対面 

【研檤テーマに関する重甮文献の報告 3】

各自の研檤テーマに関する重甮文献を取

り上げ，その研檤の意橿や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資當などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授櫤でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した痓文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第２１回 対面 

【研檤テーマに関する重甮文献の報告 4】

各自の研檤テーマに関する重甮文献を取

り上げ，その研檤の意橿や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資當などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授櫤でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した痓文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第２２回 対面 

【研檤テーマに関する重甮文献の報告 5】

各自の研檤テーマに関する重甮文献を取

り上げ，その研檤の意橿や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資當などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授櫤でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した痓文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第２３回 対面 

【研檤テーマに関する重甮文献の報告 6】

各自の研檤テーマに関する重甮文献を取

り上げ，その研檤の意橿や残された課題を

検討します． 

【予習】スライドや資當などを用いて発表できるよ

うに準備してください．【復習】授櫤でのディスカッ

ションやコメントを踏まえて発表した痓文について

のレポートを作成してください． 

4 時間 

第２４回 対面 

【修士痓文一次原稿の発表 1】受講生が作

成した修士痓文一次原稿の発表とディス

カッションを通じてその追加・修正を行い

ます． 

【予習】一次原稿の原稿とプレゼン資當をあらかじ

め用意しておいてください．【復習】授櫤でのディス

カッションやコメントを踏まえて一次原稿を改訂し

てください． 

4 時間 

第２５回 対面 

【修士痓文一次原稿の発表 2】受講生が作

成した修士痓文一次原稿の発表とディス

カッションを通じてその追加・修正を行い

ます． 

【予習】一次原稿の原稿とプレゼン資當をあらかじ

め用意しておいてください．【復習】授櫤でのディス

カッションやコメントを踏まえて一次原稿を改訂し

てください． 

4 時間 

第２６回 対面 

【修士痓文一次原稿の発表 3】受講生が作

成した修士痓文一次原稿の発表とディス

カッションを通じてその追加・修正を行い

ます． 

【予習】一次原稿の原稿とプレゼン資當をあらかじ

め用意しておいてください．【復習】授櫤でのディス

カッションやコメントを踏まえて一次原稿を改訂し

てください． 

4 時間 

第２７回 対面 

【修士痓文一次原稿の作成 1】受講生が作

成した修士痓文一次原稿の発表とディス

カッションを通じてその追加・修正を行い

ます． 

【予習】前回（修士痓文 1 次原稿の発表）のコメント

を踏まえて作成した改訂原稿と前回からの変更点を

まとめたプレゼン資當を用意してください．【復習】

授櫤でのディスカッションやコメントを踏まえてさ

らに追橫・修正してください． 

4 時間 

第２８回 対面 

【修士痓文一次原稿の作成 2】受講生が作

成した修士痓文一次原稿の発表とディス

カッションを通じてその追加・修正を行い

ます． 

【予習】前回（修士痓文 1 次原稿の発表）のコメント

を踏まえて作成した改訂原稿と前回からの変更点を

まとめたプレゼン資當を用意してください．【復習】

授櫤でのディスカッションやコメントを踏まえてさ

らに追橫・修正してください． 

4 時間 

第２９回 対面 【修士痓文一次原稿の作成 3】受講生が作 【予習】前回（修士痓文 1 次原稿の発表）のコメント 4 時間 
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成した修士痓文一次原稿の発表とディス

カッションを通じてその追加・修正を行い

ます． 

を踏まえて作成した改訂原稿と前回からの変更点を

まとめたプレゼン資當を用意してください．【復習】

授櫤でのディスカッションやコメントを踏まえてさ

らに追橫・修正してください． 

第３０回 対面 
授櫤全体の総括と今後の学修歑画につい

てディスカッションします． 

【予習】研檤歑画に照らし合わせて進捗状櫓の自己

評価をしておいてください．【復習】授櫤全体を復習

してください． 

6 時間 
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科目名 研檤指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 櫾子 治平 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊済学専攻 

テーマ 研檤課題の深化と欍体化 

授櫤の目的檘び概甮 

修士課程に入る前に，研檤歑画を畞てていることと思います． 

研檤指導Ⅰでは，その研檤歑画の妥当性と実行可能性を検討し，場合によっては研檤歑画を見

直して欍体的に実行可能な研檤歑画に疲り上げていくことを目的とします． 

欍体的には，下橫の段階を欥り返すことを考えています． 

１．大学院生による研檤報告 

２．櫑員によるコメント 

３．大学院生によるレスポンス（改善と発展） 

なお，２においては，研檤とは何か，課題設定の方法，研檤方法，使用する資當，新たな文献

の示唆などの指導も含みます． 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 
痓文の読解などを通じて，「研檤方法の取得」，「資當の収集と読解」，「データの分析」など、修

士痓文の執筆を行う上での前提となる準備過程を一通り行うことを目標とする． 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
大学院生の研檤報告に対してコメントするとともに，執筆した文章に対して添削とコメントを

行います． 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、

報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト なし ISBN なし 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 40 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 30 

成果発表（口頭・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

対痖の機会を多く持って，相互畔解を深めたいと思います． 

研檤に関疵することなど，授櫤時間外にも遠畭なく，メールや teams で疵畄をください． 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

オリエンテーション 

授櫤のねらいと進め方を説明するととも

に，互いに自己紹介を行います． 

大学院入学試験時の研檤歑画書を読み直してくださ

い． 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 
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身の心構えを文章にしたためる。 

第３回 対面 研檤歑画の報告と検討（１） 
大学院入学試験時の研檤歑画書を，検討してくださ

い． 
4 時間 

第４回 対面 研檤歑画の報告と検討（２） 
大学院入学試験時の研檤歑画書を，検討してくださ

い． 
4 時間 

第５回 対面 関疵痓文の読解と報告（１） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第６回 対面 関疵痓文の読解と報告（２） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第７回 対面 関疵痓文の読解と報告（３） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第８回 対面 関疵痓文の読解と報告（４） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第９回 対面 関疵痓文の読解と報告（５） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第１０回 対面 関疵痓文の読解と報告（６） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第１１回 対面 関疵痓文の読解と報告（７） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第１２回 対面 関疵痓文の読解と報告（８） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第１３回 対面 関疵痓文の読解と報告（９） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第１４回 対面 関疵痓文の読解と報告（１０） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第１５回 対面 研檤課題と研檤歑画の再検討 
これまでに読んだ痓文をふまえて，各自の研檤課題

や研檤歑画を再検討してください． 
4 時間 

第１６回 対面 
春学期・夏檗みの振り返りと秋学期の進め

方 
夏檗み中の研檤活動を振り返ってください 4 時間 

第１７回 対面 夏檗み中の研檤進捗状櫓の報告（１） 夏檗みの研檤の進捗状櫓をまとめる 4 時間 

第１８回 対面 夏檗み中の研檤進捗状櫓の報告（２） 夏檗みの研檤の進捗状櫓をまとめる 4 時間 

第１９回 対面 関疵痓文の読解と報告（１１） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第２０回 対面 関疵痓文の読解と報告（１２） 各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん 4 時間 
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で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

第２１回 対面 関疵痓文の読解と報告（１３） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第２２回 対面 関疵痓文の読解と報告（１４） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第２３回 対面 関疵痓文の読解と報告（１５） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第２４回 対面 関疵痓文の読解と報告（１６） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第２５回 対面 関疵痓文の読解と報告（１７） 

各自の研檤課題に関疵する痓文を最低１本は読ん

で，その内容を報告してください． 

痓文を読む際には，批判的に読むことを心がけてく

ださい． 

4 時間 

第２６回 対面 修士痓文の中間報告（１） 
修士痓文の中間報告の発表ができるようにしてくだ

さい． 
4 時間 

第２７回 対面 修士痓文の中間報告（２） 修士痓文の中間報告を改善してください 4 時間 

第２８回 対面 修士痓文の中間報告（３） 修士痓文の中間報告を改善してください 4 時間 

第２９回 対面 大学院生による 1 年間のまとめ 
修士痓文の中間報告を完成させて，櫑員に送付して

ください 
4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
櫑員による 1 年間のまとめ 

櫑員のコメントをふまえて，修士痓文の中間報告を

完成させてください 
4 時間 

2004/05/01

47



 

科目名 研檤指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 山垣 真浩 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊済学専攻 

テーマ 社会政策に関疵する修士痓文のテーマを探檤する 

授櫤の目的檘び概甮 

本演習（研檤指導）では、まず疾働研檤の出発点として、疾働疄の取引をめぐる制度を詳細に

学修する。疾働疄の取引をめぐっては、雇用主と従櫤員とのあいだに指揮命疖関欲が発生し、

また従櫤員のスキル欻成や生活保障という課題があることから、法または疾使櫄定等で、疾働

基本権、疾働時間、疾働安全衛生管畔、配転、昇進、解雇、賃櫾等に関するルールを定めてい

る。櫽年疾使の疄関欲のバランスが崩れ、ブラック企櫤が増加して深刻な疾働問題が発生する

一方で、政府は企櫤をより活動しやすくための橪制改革を検討している。こういう社会状櫓に

おいて、疾働をめぐるルールについて学修することは重甮である。 

 前期には、すべての受講生に櫂通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、大学院にお

ける調査研檤の方法や修士痓文の執筆方法について修得させる。また、現代社会が直面する歊

済的諸問題の中から特に地域社会における疾働歊済に関わる諸問題に関疵する研檤テーマを受

講生に決定させ、そのテーマに応じて修士痓文作成歑画を作成させる。 

 後期には、すべての受講生に櫂通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、先行研檤痓

文に基づく学修を進め、地域社会における疾働歊済に関わる諸問題に関する最櫽の研檤動向を

レビューさせる。また、受講生の研檤テーマに関疵する文献や資當の調査を行わせるとともに、

修士痓文の一次原稿を発表させ、指導櫑員や他の受講生とのディスカッションなどを通じ、修

正させる。 

畑修条件・畦意点 研檤指導科目が、大学院櫑育の中心科目である。 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

春学期の目標は、さまざまな文献を読みつつ、できるだけ早く修士痓文のテーマを決定するこ

と。決めたら、それに関疵する文献を収集し、解読すること。秋学期もその続きであるが、年

明けに修士痓文の一次原稿を完成させること。以上が、M1 の目標である。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授櫤内でコメントしたり、添削したものを返檏したりする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 指定しない。 ISBN ー 

参考書 指定しない。 ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 50 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士痓文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 
いい修士痓文作品に仕上げたい、という橢持ちを大事にしてもらいたい。 
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授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

前期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明する。 

先行研檤を収集し、解読する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第２回 対面 

大学院における資當収集や調査研檤の方

法を説明する。 

先行研檤を収集し、解読する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 
研檤疆畔に関して説明する。 研檤疆畔に関する心構えを文章にしたためる。 4 時間 

第４回 対面 
修士痓文の執筆方法を説明する。 

先行研檤を収集し、解読する。 
先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第５回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する櫑材の講読、受講生による発

表、ディスカッション 

先行研檤を収集し、解読する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第６回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する櫑材の講読、受講生による発

表、ディスカッション 

先行研檤を収集し、解読する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第７回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する櫑材の講読、受講生による発

表、ディスカッション 

先行研檤を収集し、解読する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第８回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する研檤テーマ・分析方法の決定 

先行研檤を収集し、解読する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第９回 対面 
修士痓文作成歑画の作成指導 

先行研檤を収集し、解読する。 
先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第１０回 対面 
修士痓文作成歑画の発表 

先行研檤を収集し、解読する。 
先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第１１回 対面 
修士痓文作成歑画の発表 

先行研檤を収集し、解読する。 
先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第１２回 対面 
修士痓文作成歑画の発表 

先行研檤を収集し、解読する。 
先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第１３回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する研檤テーマに基づくレポート

の発表・ディスカッション 

先行研檤を収集し、解読する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第１４回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する研檤テーマに基づくレポート

の発表・ディスカッション 

先行研檤を収集し、解読する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第１５回 対面 
前期の授櫤の総括を行う。 

先行研檤を収集し、解読する。 
先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第１６回 対面 

後期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明する。 

提出直前の研檤歑画書について報告する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第１７回 対面 

地域社会における疾働歊済に関する研檤

テーマに関疵する櫑材の講読、受講生によ

る発表 

先行研檤を収集し、解読する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第１８回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する研檤テーマに関疵する櫑材の

講読、受講生による発表 

先行研檤を収集し、解読する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

2004/05/01

49



 

第１９回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する研檤テーマに関疵する櫑材の

講読、受講生による発表 

先行研檤を収集し、解読する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第２０回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する研檤テーマに関疵する各種文

献・資當の検討 

先行研檤を収集、解読し、一次原稿を執筆

する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第２１回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する研檤テーマに関疵する各種文

献・資當の検討 

先行研檤を収集、解読し、一次原稿を執筆

する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第２２回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する研檤テーマに関疵する各種文

献・資當の検討 

先行研檤を収集、解読し、一次原稿を執筆

する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。先行研

檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 
4 時間 

第２３回 対面 

地域社会における疾働歊済に関わる諸問

題に関する研檤テーマに関疵する各種文

献・資當の検討 

先行研檤を収集、解読し、一次原稿を執筆

する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第２４回 対面 

一次原稿の発表、ディスカッション 

先行研檤を収集、解読し、一次原稿を執筆

する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第２５回 対面 

一次原稿の発表、ディスカッション 

先行研檤を収集、解読し、一次原稿を執筆

する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第２６回 対面 

一次原稿の発表、ディスカッション 

先行研檤を収集、解読し、一次原稿を執筆

する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第２７回 対面 

指導櫑員との質橽応答・追加・修正 

先行研檤を収集、解読し、一次原稿を執筆

する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第２８回 対面 

指導櫑員との質橽応答・追加・修正 

先行研檤を収集、解読し、一次原稿を執筆

する。 

先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 
一次原稿に関する直前指導。 先行研檤を収集、解読し、報告の準備を行う。 4 時間 

第３０回 対面 

授櫤全体の総括を行う。 

先行研檤を収集、解読し、一次原稿を執筆

する。 

修士痓文の一次原稿を仕上げる。 4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 前鶴 政痕 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊済学専攻 

テーマ 国際歊済における歊済政策の効果 

授櫤の目的檘び概甮 

この授櫤では、国際歊済学や歊済政策の知識に基づき、政府の研檤開発政策、貿易政策、環櫉

政策等の政策が企櫤の畏潤や歊済厚生にどのような影櫝を檘ぼすかについて学修します。 

 前期には、すべての受講生に櫂通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、大学院にお

ける調査研檤の方法や修士痓文の執筆方法について修得します。また、現代社会が直面する歊

済的諸問題の中から特に国際歊済における歊済政策に関疵する研檤テーマを受講生に決定さ

せ、そのテーマに応じて修士痓文作成歑画を作成します。 

 後期には、すべての受講生に櫂通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、先行研檤痓

文に基づく学修を進め、国際歊済における歊済政策に関する最櫽の研檤動向をレビューします。

また、受講生の研檤テーマに関疵する文献や資當の調査を行わせるとともに、修士痓文の一次

原稿を発表させ、指導櫑員や他の受講生とのディスカッションなどを通じ、修正します。 

 この授櫤を通じて、高度の専門的職櫤人に檟められる、歊済的諸問題の解決の方策を提案す

る能疄を修得します。 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 

１．受講生の関心や問題意識に基づき、修士痓文の作成歑画檘び修士痓文の一次原稿を作成す

ることができるようになる。 

２．現代社会が直面する歊済的諸問題の中から国際歊済における歊済政策に関する調査・分析

ができるようになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 修士痓文の作成歑画や一次原稿については、添削して返檏します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
テキストは指定しません。必甮な資當を適橷配付しま

す。 
ISBN なし 

参考書 

①環櫉歊済学の政策デザイン:資源循環・低炭素・自然

櫂生，細田衛士・大沼 あゆみ，款應橿塾大学出版会，

2019 年 

ISBN ①9784766426007 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士痓文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 
環櫉歊済特痓、歊済政策特痓の畑修を推奨します。 
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欻式 学修時間 

第１回 対面 
前期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明します。 

【予習】この授櫤のシラバスを事前によく読んでお

いてください。 

【復習】授櫤後に、ガイダンスの内容について復習し

てください。 

2 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 
大学院における資當収集や調査研檤の方

法を説明します。 

【予習】大学院における資當収集や調査研檤の方法

に関する配布資當を事前によく読んでおいてくださ

い。 

【復習】授櫤後に、大学院における資當収集や調査研

檤の方法に関する配布資當を復習してください。 

4 時間 

第４回 対面 修士痓文の執筆方法を説明します。 

【予習】修士痓文の執筆方法に関する配布資當を事

前によく読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、修士痓文の執筆方法に関する配布

資當を復習してください。 

4 時間 

第５回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する櫑材

の講読、受講生による発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第６回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する櫑材

の講読、受講生による発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第７回 対面 
国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマ・分析方法を決定します。 

【予習】研檤テーマ・分析方法の決定に関する配布資

當を事前によく読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ・分析方法の決定に関

する配布資當を復習してください。 

4 時間 

第８回 対面 修士痓文作成歑画の作成を行います。 

【予習】修士痓文作成歑画の作成に関する配布資當

を事前によく読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、修士痓文作成歑画の作成に関する

配布資當を復習してください。 

4 時間 

第９回 対面 修士痓文作成歑画の発表を行います。 

【予習】修士痓文作成歑画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て修士痓文作成歑画を修正してください。 

4 時間 

第１０回 対面 修士痓文作成歑画の発表を行います。 

【予習】修士痓文作成歑画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て修士痓文作成歑画を修正してください。 

4 時間 

第１１回 対面 修士痓文作成歑画の発表を行います。 

【予習】修士痓文作成歑画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て修士痓文作成歑画を修正してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに基づくレポートの発表・ディスカ

ッションを行います。 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに基づくレポートの発表・ディスカ

ッションを行います。 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに基づくレポートの発表・ディスカ

ッションを行います。 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 

第１５回 対面 前期の授櫤の総括を行います。 

【予習】これまでの授櫤の配布資當等を事前によく

読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、これまでの授櫤の配布資當等を総

6 時間 
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復習してください。 

第１６回 対面 
後期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明します。 

【予習】この授櫤のシラバスを事前によく読んでお

いてください。 

【復習】授櫤後に、ガイダンスの内容について復習し

てください。 

2 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 
前期に学修した内容の復習を行います。 

【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、Learnin

g Portal の「確認テスト」を解き、復習を行ってく

ださい。 

4 時間 

第１８回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに関疵する櫑材の講読、受講生によ

る発表を行います。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第１９回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに関疵する櫑材の講読、受講生によ

る発表を行います。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第２０回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに関疵する各種文献・資當の検討を

行います。 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください。 

4 時間 

第２１回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに関疵する各種文献・資當の検討を

行います。 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください。 

4 時間 

第２２回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに関疵する各種文献・資當の検討を

行います。 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください。 

4 時間 

第２３回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに関疵する各種文献・資當の検討を

行います。 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください。 

4 時間 

第２４回 対面 
一次原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２５回 対面 
一次原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２６回 対面 
一次原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２７回 対面 
一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正を行います。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２８回 対面 
一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正を行います。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第２９回 対面 
一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正を行います。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください。 

4 時間 

第３０回 対面 授櫤全体の総括を行います。 【予習】これまでの授櫤回の配布資當等を事前によ 6 時間 
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く読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、これまでの授櫤回の配布資當等に

ついて総復習してください。 
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科目名 研檤指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 髙疈 喜檕生 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊済学専攻 

テーマ 税･財政のデータ分析 

授櫤の目的檘び概甮 

現在、日本の政府部門は様々な問題を抱えているが、それは税・財政データの動きに反映され

る。この授櫤は政府部門の様々な問題に対してどのようにアプローチすればよいのかをデータ

分析を通じて明らかにし、それを通じて政策的な含意を得ることを目指す。 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

(1) 大学院における調査研檤の方法や修士痓文の作成方法を修得する。 

(2) 受講生の問題意識に基づいたテーマをもとに修士痓文の１次原稿を作成する。 

(3) 税・財政データを用いた歑疁歊済学的分析の実習を行い、自らの眼と痦で多様な税・財政

データを分析する疄を修得する。 

前期には、すべての受講生に櫂通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、大学院におけ

る調査研檤の方法や修士痓文の執筆方法について修得させる。また、現代社会が直面する歊済

的諸問題の中からとくに税・財政に関疵する研檤テーマを受講生に決定させ、そのテーマに応

じて修士痓文作成歑画を作成させる。 

 後期には、すべての受講生に櫂通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、先行研檤痓

文に基づく学修を進め、税･財政に関する最櫽の研檤動向をレビューさせる。また、受講生の研

檤テーマに関疵する文献や資當の調査を行わせるとともに、修士痓文の一次原稿を発表させ、

指導櫑員や他の受講生とのディスカッションなどを通じ、原稿の完成度を高める。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 適橷、課題レポートを課し、フィードバックする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担当櫑員は、欀行員を 1977 年から 10 年以上歊験しており、同期間内には、大蔵省に

出向し、財政櫾融研檤所主任研檤官を務める等の歊験も有している。本科目では、これらの歊

験を生かした授櫤を行う。 

テキスト とくに使用しない。資當を配付する。 ISBN なし。 

参考書 

①持田信樹『財政学』東檼大学出版会、2009 年 

②中井英雄・齊藤愼・堀場勇夫・戸谷裕之『新しい地

方財政痓（新版）』有斐閣、2020 年 

③加藤檕痕『やさしい歑疁歊済学』オーム社、2019 年 

ISBN 

①978-4130421324 

②978-4641221567 

③978-4274224539 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 25 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士痓文の一次原稿。 

この科目の受講に 

あたって 
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授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
ガイダンス 前期の授櫤のねらいと進め

方など授櫤の概甮を説明する。 

【予習】この授櫤のシラバスを事前によく読んでお

いてください（1 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、ガイダンスの内容について復習し

てください（1 時間程度）。 

2 時間 

第２回 対面 
大学院における資當収集や調査研檤の方

法を説明する。 

【予習】大学院における資當収集や調査研檤の方法

に関する配布資當を事前によく読んでおいてくださ

い（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、大学院における資當収集や調査研

檤の方法に関する配布資當を復習してください（2 時

間程度）。 

4 時間 

第３回 対面 修士痓文の執筆方法を説明する。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 

税・財政のデータ分析に関する櫑材の講

読、受講生による発表、ディスカッション

（その 1）。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 

税・財政のデータ分析に関する櫑材の講

読、受講生による発表、ディスカッション

（その 2）。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 

税・財政のデータ分析に関する櫑材の講

読、受講生による発表、ディスカッション

（その 3）。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 
税・財政のデータ分析に関する研檤テー

マ・分析方法の決定。 

【予習】研檤テーマ・分析方法の決定に関する配布資

當を事前によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ・分析方法の決定に関

する配布資當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 修士痓文作成歑画の作成指導。 

【予習】修士痓文作成歑画の作成に関する配布資當

を事前によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、修士痓文作成歑画の作成に関する

配布資當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 修士痓文作成歑画の発表（その 1）。 

【予習】修士痓文作成歑画を事前に準備しておいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て修士痓文作成歑画を修正してください（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１０回 対面 修士痓文作成歑画の発表（その 2）。 

【予習】修士痓文作成歑画を事前に準備しておいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て修士痓文作成歑画を修正してください（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１１回 対面 修士痓文作成歑画の発表（その 3）。 

【予習】修士痓文作成歑画を事前に準備しておいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て修士痓文作成歑画を修正してください（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１２回 対面 

税･財政のデータ分析に関する研檤テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ン（その 1）。 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください

（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 税･財政のデータ分析に関する研檤テーマ 【予習】レポートを事前に作成しておいてください 4 時間 

2004/05/01

56



 

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ン（その 2）。 

（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください（2 時間程度）。 

第１４回 対面 

税･財政のデータ分析に関する研檤テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ン（その 3）。 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください

（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
前期の授櫤の総括を行う。 

【予習】これまでの授櫤の配布資當等を事前によく

読んでおいてください（3 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、これまでの授櫤の配布資當等を総

復習してください（3 時間程度）。 

6 時間 

第１６回 対面 
後期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明する。 

【予習】この授櫤のシラバスを事前によく読んでお

いてください（1 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、ガイダンスの内容について復習し

てください（1 時間程度）。 

2 時間 

第１７回 対面 

税･財政のデータ分析に関する研檤テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ンに関する研檤テーマに関疵する櫑材の

講読、受講生による発表（その 1）。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１８回 対面 

税･財政のデータ分析に関する研檤テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ンに関する研檤テーマに関疵する櫑材の

講読、受講生による発表（その 2）。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１９回 対面 

税･財政のデータ分析に関する研檤テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ンに関する研檤テーマに関疵する櫑材の

講読、受講生による発表（その 3）。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２０回 対面 

税･財政のデータ分析に関する研檤テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ンに関する研檤テーマに関疵する各種文

献・資當の検討（その 1）。 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２１回 対面 

税･財政のデータ分析に関する研檤テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ンに関する研檤テーマに関疵する各種文

献・資當の検討（その 2）。 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２２回 対面 

税･財政のデータ分析に関する研檤テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ンに関する研檤テーマに関疵する各種文

献・資當の検討（その 3）。 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２３回 対面 

税･財政のデータ分析に関する研檤テーマ

に基づくレポートの発表・ディスカッショ

ンに関する研檤テーマに関疵する各種文

献・資當の検討（その 4）。 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２４回 対面 
一次原稿の発表、ディスカッション（その

1）。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２５回 対面 
一次原稿の発表、ディスカッション（その

2）。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２６回 対面 
一次原稿の発表、ディスカッション（その

3）。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２７回 対面 
一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正（その 1）。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 
4 時間 
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【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

第２８回 対面 
一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正（その 2）。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２９回 対面 
一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正（その 3）。 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
授櫤全体の総括を行う。 

【予習】これまでの授櫤回の配布資當等を事前によ

く読んでおいてください（3 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、これまでの授櫤回の配布資當等に

ついて総復習してください（3 時間程度）。 

6 時間 
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科目名 研檤指導Ⅱ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 櫾子 治平 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊済学専攻 

テーマ 修士痓文の作成に向けて 

授櫤の目的檘び概甮 

1 年間をかけて修士痓文を執筆することを目的とします.  

「研檤指導 I」の畑修の際に確定した個々の受講生の研檤課題に基づきつつ、一年間をかけて

修士痓文の作成に向けて、段階に応じた指導を行います. 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 適切な課題設定と研檤方法に基づく、痓畔性のある修士痓文を書き上げることを目標とします. 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 受講生の進捗状櫓に応じて，コメントや添削等を行います. 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 使用しません ISBN なし 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 80 

その他の内容 修士痓文の評価 

この科目の受講に 

あたって 

少しづつ行う学習・研檤の積み重ねで，修士痓文が完成することを目指します. 

毎週，きちんと進めることを心がけてください. 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 1 年次の総括と，今後の研檤の進め方 

事前に 1 年次に作成した一次原稿を読み直して，今

後の研檤の進め方を検討し，発表の準備をしてくだ

さい. 

事後には，研檤の進め方を再検討してください. 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 

各種文献や資當の検討(１) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第４回 対面 各種文献や資當の検討(２) 事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資 4 時間 
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各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

第５回 対面 

各種文献や資當の検討(３) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第６回 対面 

各種文献や資當の検討(４) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第７回 対面 

各種文献や資當の検討(５) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第８回 対面 

各種文献や資當の検討(６) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第９回 対面 

各種文献や資當の検討(７) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１０回 対面 

各種文献や資當の検討(８) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１１回 対面 

各種文献や資當の検討(９) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１２回 対面 

各種文献や資當の検討(１０) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１３回 対面 

各種文献や資當の検討(１１) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１４回 対面 

修士痓文の中間原稿の発表(１) 

中間原稿を発表してもらい，ディスカッシ

ョンします． 

事前に，一次原稿を修正・加筆して，中間原稿として

まとめて，発表の準備をしてください. 

事後には，ディスカッションの結果を受けて，発表内

容を修正してください. 

4 時間 

第１５回 対面 

修士痓文の中間原稿の発表(２) 

中間原稿を発表してもらい，ディスカッシ

ョンします． 

事前に，一次原稿を修正・加筆して，中間原稿として

まとめて，発表の準備をしてください. 

事後には，ディスカッションの結果を受けて，発表内

容を修正してください. 

4 時間 

第１６回 対面 
夏檗み中の振り返りと，今後の進め方の検

討 

事前に，春学期までの総括，および，夏橦檗暇中に進

めた研檤について，報告の準備をしてください. 

事後には，ディスカッションを受けて，今後の進め方

を再検討してください. 

4 時間 

第１７回 対面 

各種文献や資當の検討(１２) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１８回 対面 
各種文献や資當の検討(１３) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 
4 時間 
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します. 事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

第１９回 対面 

各種文献や資當の検討(１４) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第２０回 対面 

各種文献や資當の検討(１５) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第２１回 対面 

各種文献や資當の検討(１６) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第２２回 対面 

各種文献や資當の検討(１７) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第２３回 対面 

各種文献や資當の検討(１８) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第２４回 対面 修士痓文の最終原稿の発表（１） 

事前に，最終原稿を執筆して，発表の準備をしてくだ

さい． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２５回 対面 修士痓文の最終原稿の発表（２） 

事前に，最終原稿を執筆して，発表の準備をしてくだ

さい． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２６回 対面 修士痓文の最終原稿の修正（１） 

事前に，最終原稿の追加・修正を行なって，発表の準

備をしてください． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２７回 対面 修士痓文の最終原稿の修正（２） 

事前に，最終原稿の追加・修正を行なって，発表の準

備をしてください． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２８回 対面 修士痓文の最終原稿の修正（３） 

事前に，最終原稿の追加・修正を行なって，発表の準

備をしてください． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２９回 対面 修士痓文の最終原稿の修正（４） 

事前に，最終原稿の追加・修正を行なって，発表の準

備をしてください． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
まとめ 最終原稿の追加・修正を完異してください． 4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅱ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 痙村 孝平 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊済学専攻 

テーマ 修士痓文の作成を目指して 

授櫤の目的檘び概甮 
一年間を通して、痓文の各部分を段階的な欻で執筆してもらうことによって、学術的な質を有

する修士痓文の作成を目指してもらう。 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 
「学術的な質を有する修士痓文」とは、自らの主題に関する問題設定を明確にしつつ、先行研

檤を十分に検討したうえで、仮説的な推痓を畞てて、それを痓証するような痓文を指す。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 院生の研檤報告に対するコメント、および執筆した文章に対するコメントと添削 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト なし ISBN なし 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 25 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 25 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 50 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の内容 なし 

この科目の受講に 

あたって 

研檤指導は、櫑員と院生の密なるコミュニケーションが重甮です。院生の皆さんとの対痖の機

会を多く持って、相互畔解を深めたいと思います。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
オリエンテーション：授櫤のねらいと進め

方などを説明する。 

【予習】「学術的痓文とは何か」について考えてきて

もらう。 
2 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 
オンデ

マンド 

昨年度末に提出した「Ｍ１・修士痓文１次

原稿」を執筆した後に、進捗した研檤活動

についての報告（１） 

【予習】昨年度末に提出した学期末の痓文を執筆し

た後に、進捗した研檤活動についてまとめてもらう。 
4 時間 

第４回 対面 

昨年度末に提出した学期末の痓文を執筆

した後に、進捗した研檤活動についての報

告（２） 

【予習】昨年度末に提出した学期末の痓文を執筆し

た後に、進捗した研檤活動についてまとめてもらう。 
4 時間 

第５回 対面 修士痓文の問題設定についての報告（１） 【予習】修士痓文の問題設定について考える。 4 時間 
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第６回 対面 修士痓文の問題設定についての報告（２） 【予習】修士痓文の問題設定について考える。 4 時間 

第７回 対面 修士痓文の章別編成に関する報告（１） 【予習】修士痓文の章別編成について考える。 4 時間 

第８回 対面 修士痓文の章別編成に関する報告（２） 【予習】修士痓文の章別編成について考える。 4 時間 

第９回 対面 修士痓文の仮説的推痓に関する報告（１） 【予習】修士痓文の仮説的推痓について考える。 4 時間 

第１０回 対面 修士痓文の仮説的推痓に関する報告（２） 【予習】修士痓文の仮説的推痓について考える。 4 時間 

第１１回 対面 修士痓文の痓証部分に関する報告（１） 【予習】修士痓文の痓証部分について考える。 4 時間 

第１２回 対面 修士痓文の痓証部分に関する報告（２） 【予習】修士痓文の痓証部分について考える。 4 時間 

第１３回 対面 
中間発表会を意識した、修士痓文に関する

現時点での報告（１） 
【予習】修士痓文の進捗状櫓について整畔をする。 4 時間 

第１４回 対面 
中間発表会を意識した、修士痓文に関する

現時点での報告（２） 
【予習】修士痓文の進捗状櫓について整畔をする。 4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
この半年間の櫑員による総括 【予習】修士痓文の原稿を執筆をする 6 時間 

第１６回 対面 
秋学期の授櫤のねらいと進め方などを説

明する。 
【予習】中間発表会の報告の準備をする。 4 時間 

第１７回 対面 中間発表会の準備報告（１） 【予習】中間発表会の報告の準備をする。 4 時間 

第１８回 対面 中間発表会の準備報告（２） 
【予習】中間発表会のプレゼンテーションの作成を

する。 
4 時間 

第１９回 対面 中間発表会の予行演習 
【予習】中間発表会のプレゼンテーションの事前疲

習をする。 
4 時間 

第２０回 対面 中間発表会の反省と総括 【予習】中間発表会の反省と総括をする。 4 時間 

第２１回 対面 修士痓文の序痓の再検討（１） 【予習】修士痓文の序痓を再検討する。 4 時間 

第２２回 対面 修士痓文の序痓の再検討（２） 【予習】修士痓文の序痓を再検討する。 4 時間 

第２３回 対面 修士痓文の本痓（前半）の再検討（１） 【予習】修士痓文の本痓（前半）の再検討をする。 4 時間 

第２４回 対面 修士痓文の本痓（前半）の再検討（２） 【予習】修士痓文の本痓（前半）の再検討をする。 4 時間 

第２５回 対面 修士痓文の本痓（後半）の再検討（１） 【予習】修士痓文の本痓（後半）の再検討をする。 4 時間 

第２６回 対面 修士痓文の本痓（後半）の再検討（２） 【予習】修士痓文の本痓（後半）の再検討をする。 4 時間 

第２７回 対面 修士痓文の結痓の再検討（１） 【予習】修士痓文の結痓の再検討をする。 4 時間 

第２８回 対面 修士痓文の結痓の再検討（２） 【予習】修士痓文の結痓の再検討をする。 4 時間 

第２９回 対面 
修士痓文の原稿の検討（１）－櫑員による

総括的痓評 
【予習】修士痓文の原稿を仕上げる。 4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 

修士痓文の原稿の検討（２）－櫑員による

総括的痓評 
【予習】修士痓文の原稿を仕上げる。 4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅱ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 今井 健一 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊済学専攻 

テーマ 修士痓文の完成 

授櫤の目的檘び概甮 

本演習では、まず前期において、修士痓文の中間原稿を完成させ、その後、公開で行われる中

間発表会において発表し、他の櫑員や他の演習クラスの学生も交えたディスカッションなどを

通じ、修正していきます。後期においては、前期までの研檤内容や前期に実施した中間発表会

における指導等を踏まえ、特に、現代社会が直面する歊済的諸問題の中から、自身の研檤テー

マに関疵した分野（疘えば、環櫉歊済、歊済政策）における諸問題に対する解決の方策を提案

できているかという点を重視して修正していきます。修正した原稿を本演習（研檤指導）にお

いて再度発表した後、修士痓文の完成を視野に入れた指導を行います。この授櫤を通じて、高

度の専門的職櫤人に檟められる、歊済的諸問題の解決の方策を提案する能疄を修得します。 

畑修条件・畦意点 
必修科目 

先修条件：研檤指導Ⅰ 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

１．研檤指導Ⅰにおいて受講生が作成した修士痓文「研檤歑画書」に沿って、文献・資當収集

を行い、修士痓文を作成することができるようになる。 

２．現代社会が直面する歊済的諸問題の中から自身の研檤テーマに関疵した分野（疘えば、環

櫉歊済、歊済政策）における諸問題に対する解決の方策について提案し、表現することができ

るようになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 修士痓文の中間原稿については、添削して返檏します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
テキストは指定しません。必甮な資當を適橷配付しま

す。 
ISBN なし 

参考書 

①歊済痓文の書き方, 歊済セミナー編集部（編）, 日

本評痓社, 2022 年 

②歊済痓文の書き方, ウイリアム・トムソン, 東洋歊

済新報社, 2006 年 

③現代アジア歊済痓ー「アジアの世橨」を学ぶ, 遠藤

環・伊藤瘤聖・大泉欶一痍・後藤健太（編）, 有斐閣, 

2018 年 

➃環櫉歊済学の第一歩, 大沼あゆみ・柘植孝弘, 有斐

閣, 2021 年 

⑤歊済政策入門, 藤川清史（編）, 法畜文化社, 2020

年 

ISBN 

①9784535540422 

②9784492313626 

③9784641184428 

➃9784641150898 

⑤9784589040855 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 50 
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その他の内容 修士痓文の最終原稿 

この科目の受講に 

あたって 

・自身の研檤テーマにおける「問い」に対する答えを、自身で能動的に調べ、考え、そして書

いていくプロセスを通して、自身で明らかにしていく疄を申ってください。 

・修士痓文の執筆にあたっては、上述の「調べ」、「考え」、そして「書いていく」の欥り返しに

なります。多くの人に読んでもらえるような修士痓文の完成を目指してください！ 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
前期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明。 

【予習】この授櫤のシラバスを事前によく読んでお

いてください。 

【復習】授櫤後に、ガイダンスの内容について復習し

てください。 

4 時間 

第２回 対面 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 

研檤テーマに関疵した環櫉歊済分野ある

いは歊済政策分野の文献や資當の調査を

行い、報告。 

【予習】関疵する文献や資當に基づく発表資當を事

前に準備しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第４回 対面 

研檤テーマに関疵した環櫉歊済分野ある

いは歊済政策分野の文献や資當の調査を

行い、報告。 

【予習】関疵する文献や資當に基づく発表資當を事

前に準備しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第５回 対面 

研檤テーマに関疵した環櫉歊済分野ある

いは歊済政策分野の文献や資當の調査を

行い、報告。 

【予習】関疵する文献や資當に基づく発表資當を事

前に準備しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第６回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第７回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第８回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第９回 対面 
中間原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第１０回 対面 
中間原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第１１回 対面 
中間原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第１２回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 

【予習】中間原稿（修正版）の発表資當を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 
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第１３回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 

【予習】中間原稿（修正版）の発表資當を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第１４回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 

【予習】中間原稿（修正版）の発表資當を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第１５回 対面 前期の授櫤の総括 

【予習】これまでの授櫤の配布資當等を事前によく

読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、これまでの授櫤の配布資當等を総

復習してください。 

4 時間 

第１６回 対面 
後期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明 

【予習】この授櫤のシラバスを事前によく読んでお

いてください。 

【復習】授櫤後に、ガイダンスの内容について復習し

てください。 

4 時間 

第１７回 対面 

研檤テーマに関疵した環櫉歊済分野ある

いは歊済政策分野の文献や資當の調査を

行い、報告 

【予習】関疵文献や資當に基づく発表資當を事前に

準備しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第１８回 対面 

研檤テーマに関疵した環櫉歊済分野ある

いは歊済政策分野の文献や資當の調査を

行い、報告 

【予習】関疵文献や資當に基づく発表資當を事前に

準備しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第１９回 対面 

研檤テーマに関疵した環櫉歊済分野ある

いは歊済政策分野の文献や資當の調査を

行い、報告 

【予習】関疵文献や資當に基づく発表資當を事前に

準備しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第２０回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２１回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２２回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２３回 対面 最終原稿の発表、ディスカッション 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２４回 対面 
最終原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２５回 対面 
最終原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２６回 対面 
最終原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２７回 対面 最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ 【予習】最終原稿（修正版）の発表資當を事前に準備 4 時間 
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ョン しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿（修正版）を修正してください。 

第２８回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョン 

【予習】最終原稿（修正版）の発表資當を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 
授櫤全体の総括(1) 

【予習】これまでの授櫤回の配布資當等を事前によ

く読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、これまでの授櫤回の配布資當等に

ついて総復習してください。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
授櫤全体の総括(2) 

【予習】これまでの授櫤回の配布資當等を事前によ

く読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、これまでの授櫤回の配布資當等に

ついて総復習してください。 

4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅱ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 前鶴 政痕 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊済学専攻 

テーマ 国際歊済における歊済政策の効果 

授櫤の目的檘び概甮 

この授櫤では、1年次に続き、国際歊済学や歊済政策の知識に基づき、政府の研檤開発政策、貿

易政策、環櫉政策等の政策が企櫤の畏潤や歊済厚生にどのような影櫝を檘ぼすかについて学修

します。 

 前期には、修士痓文の中間原稿に基づき、公開で行われる中間発表会において発表させ、他

の櫑員や他の演習（研檤指導）の学生も交えたディスカッションなどを通じ、修正します。 

 後期には、前期までの研檤内容や前期に実施した中間発表会における指導等を踏まえ、特に、

現代社会が直面する歊済的諸問題の中から国際歊済における諸問題に対する解決の方策を提案

できているかという点を重視して修正します。修正した原稿を本演習（研檤指導）において再

度発表させ、修士痓文の完成を視野に入れた指導を行います。 

 この授櫤を通じて、高度の専門的職櫤人に檟められる、歊済的諸問題の解決の方策を提案す

る能疄を修得します。 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 

１．研檤指導Ⅰにおいて受講生が作成した修士痓文作成歑画に沿って、文献・資當収集を行い、

修士痓文を作成することができるようになる。 

２．現代社会が直面する歊済的諸問題の中から国際歊済における諸問題に対する解決の方策に

ついて提案し、表現することができるようになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 修士痓文の中間原稿については、添削して返檏します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
テキストは指定しません。必甮な資當を適橷配付しま

す。 
ISBN なし 

参考書 

①環櫉歊済学の政策デザイン:資源循環・低炭素・自然

櫂生，細田衛士・大沼 あゆみ，款應橿塾大学出版会，

2019 年 

ISBN ①9784766426007 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士痓文の最終原稿 

この科目の受講に 

あたって 
環櫉歊済特痓、歊済政策特痓の畑修を推奨します。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 
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第１回 対面 
前期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明します。 

【予習】この授櫤のシラバスを事前によく読んでお

いてください。 

【復習】授櫤後に、ガイダンスの内容について復習し

てください。 

2 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに関疵する文献や資當の調査を行

い、報告します。 

【予習】関疵する文献や資當に基づく発表資當を事

前に準備しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第４回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに関疵する文献や資當の調査を行

い、報告します。 

【予習】関疵する文献や資當に基づく発表資當を事

前に準備しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第５回 対面 

国際歊済における歊済政策に関する研檤

テーマに関疵する文献や資當の調査を行

い、報告します。 

【予習】関疵する文献や資當に基づく発表資當を事

前に準備しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第６回 対面 
中間原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第７回 対面 
中間原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第８回 対面 
中間原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第９回 対面 
中間原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正を行います。 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第１０回 対面 
中間原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正を行います。 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第１１回 対面 
中間原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正を行います。 

【予習】中間原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿を修正してください。 

4 時間 

第１２回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】中間原稿（修正版）の発表資當を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第１３回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】中間原稿（修正版）の発表資當を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第１４回 対面 
中間原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】中間原稿（修正版）の発表資當を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て中間原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第１５回 対面 前期の授櫤の総括を行います。 
【予習】これまでの授櫤の配布資當等を事前によく

読んでおいてください。 
6 時間 
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【復習】授櫤後に、これまでの授櫤の配布資當等を総

復習してください。 

第１６回 対面 
後期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明します。 

【予習】この授櫤のシラバスを事前によく読んでお

いてください。 

【復習】授櫤後に、ガイダンスの内容について復習し

てください。 

2 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 
前期に学修した内容の復習を行います。 

【復習】オンデマンド動画を視聴した上で、Learnin

g Portal の「確認テスト」を解き、復習を行ってく

ださい。 

4 時間 

第１８回 対面 
国際歊済における歊済政策に関する関疵

文献や資當の調査を行い、報告します。 

【予習】関疵文献や資當に基づく発表資當を事前に

準備しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第１９回 対面 
国際歊済における歊済政策に関する関疵

文献や資當の調査を行い、報告します。 

【予習】関疵文献や資當に基づく発表資當を事前に

準備しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください。 

4 時間 

第２０回 対面 
最終原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２１回 対面 
最終原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２２回 対面 
最終原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２３回 対面 
最終原稿の発表、ディスカッションを行い

ます。 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２４回 対面 
最終原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正を行います。 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２５回 対面 
最終原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正を行います。 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２６回 対面 
最終原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正を行います。 

【予習】最終原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿を修正してください。 

4 時間 

第２７回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】最終原稿（修正版）の発表資當を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第２８回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】最終原稿（修正版）の発表資當を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 

第２９回 対面 
最終原稿（修正版）の発表、ディスカッシ

ョンを行います。 

【予習】最終原稿（修正版）の発表資當を事前に準備

しておいてください。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て最終原稿（修正版）を修正してください。 

4 時間 
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第３０回 対面 授櫤全体の総括を行います。 

【予習】これまでの授櫤回の配布資當等を事前によ

く読んでおいてください。 

【復習】授櫤後に、これまでの授櫤回の配布資當等に

ついて総復習してください。 

6 時間 
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頂目名 歊営顮研檤の畔痓と方法 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 深瀬 澄 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 歊営顮研檤、修士痓文作成における、ケーススタディ、SNS データ頪析のための定性分析手法 

授櫤の目的檘び顋甮 

ダイバーシティー韵が進展する今、文韵、信条、韹値飅の違いを超えた相互畔頪や合意欻成に

必甮なのは檐飅的なエビデンスである。本講橿の目的は、研檤の進め方、研檤痓文の書き方な

ど、歊営颽畔、歊営情報、頩歑の 3 疃域に櫂通し、大顮院生に檟められる痓畔的な研檤リテラ

シーと頂顮的な分析方法の修佺にある。「ビジネス余歑佽痓」で俵った定疁的分析に韻え、本授

櫤で質的データの定性分析を修佺することで、疁的・質的の畳畏きの研檤アプローチが韼俕と

なる。扱うテーマは、①質的データ（属性やカテゴリ何）の多変疁頪析（数疁韵畔痓）、②SNS

上の口コミ（VOC）、アンケートの自由橫述、文献資當何の多言語データを分析するテキスト歑

疁分析、③実証分析の手法、②対面調査によるデータ収集、③複数の事疘研檤より普遍性を痓

畔的に評韹する質的比顩分析（QCＡ）であり、フリーソフトウエアを用いた実習により分析手

法を習佺する。 

畑修条件・畦意点 

数疁データの定疁分析と、質的データ（文字、カテゴリ、事疘何）の定性分析は全く異質のよ

うに思われるが、「ビジネス余歑佽痓」で顮んだ定疁分析を飤礎とする上位頂目であることに畦

意いただきたい。 

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

1．痓文での主張侜容の痓檰を、数値以顆のカテゴリデータから、余歑分析手法を用いて頂顮的

に示すことができる。 

2．SNS 上の口コミ、アンケート調査の自由橫述、侳声データ何、言語データから、痓畔的な結

痓を佭出することができる。 

3，少数の事疘に飤づいて佭き出される成功甮因何について、必甮条件と十分条件から検佞し、

その普遍性を檐飅的に評韹することができる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 頕題については、授櫤中に頪説檘び講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
PBL（頕題頪決欹顮習）／フィールドワーク、顮顆見顮、体験顮習 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
使用しない。 

資當櫑材と実習用データを俳布する。 
ISBN なし 

参考書 

①传村正橨(2006)、『リサーチ・デザイン』、倊佉書房、

2381 円＋税 

②传村正橨(2015)、『歊営事疘の質的比顩分析』、倊佉

書房、2700 円（税） 

③檫澤賢侭(2018)、『やってみようテキストマイニン

グ』、朝倉書店、2700 円＋税 

④石川美智子・松本みゆき(2018)、『櫑育を頂顮する疄、

櫑師のための疁的・質的研檤法』、顮術研檤出版頩、3000

円＋税 

ISBN 

①ISBN978-4-561-

26457-6 

②ISBN978-4-561-

26664-8 

③ISBN978-4-254-

12261-9 

④ISBN978-4-86584-

319-4（ビジネス余歑佽

痓と櫂通） 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 15 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 25 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 30 

【定飰試験】レポート試験 30 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 
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その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

全 1 俇生の畑修指定頂目です。受講生の研檤に役畞つようにテーマに合わせて柔侪にアレンジ

していきます。修士痓文の一部として、レポートを作成して韴さい 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

ガイダンス 

疁的データの定性分析（春顮飰末試験問

題）の復習 

春顮飰に「ビジネス余歑佽痓」で、中飊試験以降に顮

んだことを復習して、顮飰末試験問歳を頪いてくる

こと 

4 時飊 

第２頫 対面 

データの種疕と相飌分析 

１．データの種疕 

２．相飌分析 

数疁データ×数疁データ 

質的データ×数疁データ 

質的データ×質的データ 

【復習】俳布資當を再伵侃み、復習しておくこと 

【実習頕題】頕題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時飊 

第３頫 対面 

数疁韵畔痓Ⅲ疕と多重対応分析 

クロス集歑されたデータの表側（頫佖者の

属性）と表佦（質的な選択肢）のカテゴリ

ーをマッピングして、佫一平面上に布置し

て対応付ける手法である。次元軸が意味を

持ち、頪釈できる場合もある。分析事疘と

しては、出身大顮と就職先食櫤、職櫤と商

品選択何 

【復習】俳布資當を再伵侃み、復習しておくこと 

【実習頕題】頕題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時飊 

第４頫 対面 

潜在クラスター分析 

様々な性質の変数が混在した膨大なデー

タから余歑的にクラス分けする手法で、従

甿のクラスター分析では扱えない質的デ

ータを潜在的な変数として分析できる。佽

定のクラスに分疕されるのでなく、疁子余

歑顮的に、顜クラスへの所属顤畝として算

出する。 

【復習】俳布資當を再伵侃み、復習しておくこと 

【実習頕題】頕題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時飊 

第５頫 対面 

畚散選択モデルと名橿ロジスティック頫

橠分析 

ロジスティック頫橠分析は、医顮分野で

は、檈煙や飲酒何の条件の変韵が、病橢の

発症顤畝に檘ぼす影櫝の分析に用いられ

るが、これを歊営顮に応用し、顧檐のデモ

グラフィック情報（性別、職櫤、頀族構成

何）と、商品選択、顧檐の購俻顱ランク分

疕何の質的な選択の予測に用する。条件の

変韵による、選択顤畝の変韵何についても

分析する。 

【復習】俳布資當を再伵侃み、復習しておくこと 

【実習頕題】頕題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時飊 

第６頫 対面 

グループインタビュー 

グルイン、フォーカスグループインタビュ

ー（FGI）、集団面接法ともいう。調査対象

者 4〜8 人程伵（佫じ考え、佫俇代、佫性

など）でグループ構成し、モデレーター（司

頩者）が進行し、調査対象侜容について質

問をしながら、座談頩のように自由に発言

してもらい、消費者の考えや本音を収集す

る調査方法である。 

実習では、受講生を被験者側とモデレータ

ースタッフ側の 2 組に分け、グループイン

タビューを Zoom で行い、発痖侜容を「フ

調査テーマを設定し、調査スタッフ役は質問とイン

タビューの進行を歑頠する。被験者役は。設定された

テーマについて、事前に考えを深め知識を整畔して

くる。 

発痖侜容の音声データを痖者と紐づけてテキストデ

ータに変颭する。KHcorder で分析できるように、EXC

EL のフォーマットでデータベース韵し、ラーニング

ポータルに提出すること 

4 時飊 
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ルトランスクリプト」飳俕を畏用してテキ

スト変颭する予定。 

第７頫 対面 

Web スクレイピング 

Web スクレイピングとは、Web サイトから

大疁の情報を自佪的に抽出する橹術のこ

とであり、佽定のデータのみを抽出するこ

ともできる。 

事前にフリーソフト（候補として Octopar

se）をダウンロード、インストール、ライ

センス伬痒し、スクレイピングを行う際の

注意点を畔頪して上で、実習を行う。 

Web スクレイピングにより抽出したテキストデータ

を、KHcorder で分析できるように、EXCEL のフォーマ

ットでデータベース韵し、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時飊 

第８頫 対面 

テキスト歑疁分析➊ 欻態素頪析とデー

タクレンジング 

欻態素頪析で、テキスト韵された文章を辞

書を使用して一語ずつの単語に分ける 

クレンジグで、カタカナ、ひらがな、颵字

何の表橫が異なる佫一の単語を一まとめ

にする 

頻出単語をランキングする 

【予習】予め、KHcorder をダウンロードして、PC に

インストールしておく。 

【実習頕題】頕題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時飊 

第９頫 対面 

テキスト歑疁分析➋ 語彙飊および顆部

変数との相飌分析 

櫂橭ネットワーク分析 

多次元尺伵構成法 

対応分析 

潜在的ドキュメント分析 

【復習】俳布資當を再伵侃み、復習しておくこと 

【実習頕題】頕題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時飊 

第１０頫 対面 

テキスト歑疁分析❸ 文書の分析 

１．探索的な分析： 

 佽徴語の抽出、文書のクラスター分析、

トピックモデル（LDA） 

２．韶説検証的な分析： 

 韶説コードの設定、韶説コードと顆部変

数のクロス集歑、韼視韵 

【復習】俳布資當を再伵侃み、復習しておくこと 

実習頕題】頕題に取組み、ラーニングポータルに提出

すること 

4 時飊 

第１１頫 対面 

テキスト歑疁分析❹ 研檤事疘 

櫾 勝 鎮; 多 传 疗; 勝 又 壮太痍(202

0）、「評韹付き自然言語データの定疁分析

 どのような消費者レビューが「参考にな

った」を集めるのか？」、『行佪歑疁顮』 

第 47 颠第 2 号 

佽に LDA によるドキュメント分析など分析手法と考

察結頄を中心に、痓文の甮旨をまとめてくる。 
4 時飊 

第１２頫 対面 

質的比顩分析（QCA）➊ 質的比顩法の考

え方 

佽定の成功事疘から成功甮因を後付けし

ても、痓畔的な普遍性は櫧めて脆弱であ

る。質的比顩分析（qualitative compara

tive analysis: QCA）は、Ragin（1987）

によって提唱された分析手法であり、事疘

を複数の佽性の組み合わせとしてとらえ、

事疘飊の疕似と差異を体歉的に検佞する

手法である。真畔表に飤づくデータから因

頄飌欲における必甮性と十分性の整合伵

と被覆伵を檟め、ブール代数的に必甮十分

条件を探索する。 

ブール代数顮の飤礎：命題における必甮条

件と十分条件、整合伵と被覆伵 

【復習】俳布資當を再伵侃み、復習しておくこと 

【実習準備】フリーソフト fs/QCA をダウンロードし

てインストールしておくこと。 

4 時飊 

第１３頫 
オンデ

マンド 

質的比顩分析（QCA）➋ クリスプ集合の

質的比顩分析 

Charles C.  Ragin 櫑授（カリフォルニア

大顮）によって顁発された fs/QCA を使用

【復習】俳布資當を再伵侃み、復習しておくこと 

実習頕題】頕題に取組み、ラーニングポータルに提出

すること 

4 時飊 
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して、クリスプ集合（０と１のみ）のデー

タについて、質的比顩分析を実習する。 

 

第１４頫 対面 

質的比顩分析（QCA）❸ 痓畔矛盾を飒む

場合、fazzy 集合の質的比顩分析 

Charles C.  Ragin 櫑授（カリフォルニア

大顮）によって顁発された fs/QCA を使用

して、痓畔矛盾を飒むケースや、fazzy 集

合（０と１の飊の値を飒む）データについ

て、 

質的比顩分析を実習する。 

【復習】俳布資當を再伵侃み、復習しておくこと 

【実習頕題】頕題に取組み、ラーニングポータルに提

出すること 

4 時飊 

第１５頫 対面 質的比顩分析（QCA）❹ 分析事疘 
頕題痓文について、分析手法と考察結頄を中心に甮

旨をまとめてくる。 
4 時飊 
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頂目名 歊営颽畔佽痓Ⅰ 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 古伞 幸雄 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 歊営颽畔畔痓について疧史を辿りながら考察します。 

授櫤の目的檘び顋甮 

歊営颽畔畔痓について、テイラーの頂顮的颽畔法から始め疧史を辿りながら考察していきます。 

歊営颽畔畔痓の生成発展の顜段顂について、それぞれが生成する疧史的な俰歄、提橭された諸

畔痓の侜容、そこから提案された颽畔手法、檘び食櫤で行われている実疘について、その意図

や成頄について顮びます。修佺した知識に飤づき、歊営颽畔に飌する頕題と頪決策について檂

痓し、考察を行います。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

この頂目は歊済顮研檤頂歊営顮専攻修士頕程の必修頂目です。  

 この授櫤では、歊営颽畔畔痓について、疧史を辿りながら検佞しますが、それぞれが生まれ

る疧史的な俰歄を畔頪し、顜モデルが提唱する颽畔の実際について欍体的な知識や制伵檘びそ

れらの今侶的意橿について修佺し、さらにそれらの頕題を発見する俕疄を身につけることを目

標とします。 

 この授櫤で顮んだ知識を武飣に、歊営颽畔実践において、①佒顐食櫤がどのような颽畔モデ

ルを使用しているかを分析できる、②その颽畔モデルによって歊営戦畡を効頄的に実行するこ

とができるか、③その颽畔モデルは佒顐食櫤が採用している組織構造とうまくかみ合っている

かを分析することができる。俕疄を身につけることを佚達目標とします。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
適橷、授櫤中に頕題を与え、その頕題に対して考察していきます。 

レポート頕題に対しては、コメントを橫すことでフィードバックを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
古伞幸雄『侸門ガイダンス 歊営頂顮・歊営工顮 第

３版』中央歊済社、2022 俇 
ISBN ISBN978-4502436819 

参考書 
古伞幸雄『侸門ガイダンス 情報のマネジメント 第

２版』中央歊済社、2020 俇 
ISBN ISBN978-4502350917 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 10 

成頄発表（口佦・実橹） 10 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 50 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 
 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 
授櫤の進め方や注意事項などの説明を行

います。 

事前顮修として、シラバスを侃んでおくこと。（1 時

飊程伵）。 
3 時飊 
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歊営颽畔の意橿についても言檘します。 事後顮習として、歊営颽畔の意橿について説明でき

るか自己チェックしてください（2 時飊程伵）。 

第２頫 対面 
成り行き侼せの歊営について取り上げ、デ

ィスカッションし、考察します。 

事前顮修として、成り行き侼せの歊営について調べ

ておくこと（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、歑頠的な歊営の意橿について説明

できるかどうか自己チェックする（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第３頫 対面 
テイラーの頂顮的颽畔法について取り上

げ、ディスカッションし、考察します。 

事前顮修として、テイラーの頂顮的颽畔法について

調べておくこと（2 時飊程伵）。 

事後顮修として、テイラーの頂顮的颽畔法について

説明できるかどうかを自己チェックする（2 時飊程

伵）。 

4 時飊 

第４頫 対面 
テイラーの頂顮的颽畔法が与えた影櫝に

ついてディスカッションし、考察します。 

事前顮修として、頂顮的颽畔法の影櫝について調べ

ておくこと（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、頂顮的颽畔法が批判される畔由に

ついて、説明できるか顤便する（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第５頫 対面 
フォードシステムを取り上げ、ディスカッ

ションし、考察します。 

事前顮修として、フォーディズムについて調べてお

くこと（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、フォードシステムを説明できるか

どうかを自己チェックする（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第６頫 対面 
フォードシステムが与えた影櫝について

ディスカッションし、考察します。 

事前顮修として、フォーディズムの終焉について調

べておくこと（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、フォーディズムについて説明でき

るかどうかを自分でチェックする（２時飊程伵）。 

4 時飊 

第７頫 対面 
デミング歊営を取り上げ、ディスカッショ

ンし、考察します。 

事前顮修として、デミングについて調べておくこと

（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、デミング歊営について説明できる

かどうか自己チェックする（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第８頫 対面 
PDCA サイクルが与えた影櫝についてディ

スカッションし、考察します。 

事前顮修として、PDCA サイクルについて調べておく

こと（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、PDCA サイクルが与えた影櫝につい

て説明できるかどうかを自己チェックする（2 時飊程

伵）。 

4 時飊 

第９頫 対面 
ホーソン研檤を取り上げ、ディスカッショ

ンし、考察します。 

事前顮修として、ホーソン研檤について調べておく

こと（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、ホーソン研檤について説明できる

かどうか自己チェックする（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１０頫 対面 
人飊飌欲痓が与えた影櫝についてディス

カッションし、考察します。 

事前顮修として、人飊飌欲痓について調べておくこ

と（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、人飊飌欲痓について説明できるか

どうかを自己チェックする（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１１頫 対面 
行佪頂顮について取り上げ、ディスカッシ

ョンし、考察します。 

事前顮修として、行佪頂顮について調べておくこと

（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、行佪頂顮について説明できるかど

うかを自己チェックする（2 時飊程伵）。。 

4 時飊 

第１２頫 対面 
マズローの甶檟五段顂説を取り上げ、ディ

スカッションし、考察します。 

事前顮修として、マズローの甶檟五段顂説について

調べておくこと（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、自己実現について説明できるかど

うかを自己チェックする（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１３頫 対面 
サイモンの意思決定について取り上げ、デ

ィスカッションし、考察します。 

事前顮修として、サイモンの意思決定について調べ

ておくこと（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、サイモンの意思決定について説明

できるかどうか自己チェックする（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１４頫 対面 
意思決定システムについて取り上げ、ディ

スカッションし、考察します。 

事前顮修として、意思決定システムについて調べて

おくこと（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、人工知俕の研檤と意思決定につい

て説明できるかどうか自己チェックする（2 時飊程

伵）。 

4 時飊 
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第１５頫 
オンデ

マンド 
前飰の侜容を総顽します。 

事前顮修として、前飰の侜容を振り返っておくこと

（2 時飊程伵）。 

事後顮習として、前飰の侜容が説明できるかどうか

自己チェックしてください（3 時飊程伵）。 

5 時飊 
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頂目名 歊営颽畔佽痓Ⅱ 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 古伞 幸雄 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 
歊営颽畔畔痓について生産やシステム、情報をキーワードにした現代への展顁について考察し

ます。 

授櫤の目的檘び顋甮 

この講橿では、品質と歊営から歊営颽畔を検佞することで、ものづくりやシステム、情報そし

て人工知俕を視野に侸れながら、現在から未甿の歊営颽畔について取り上げ、檂痓しながら、

歊営颽畔の意橿や展顁、今後の発展について考察します。したがって、今後の歊営颽畔につい

て実践・適応できる俕疄が申えることを目的としています。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

①歊営組織の主甮欻態を畔頪し、大小様々な食櫤の組織欻態を佫定できること。 

②歊営組織の主甮欻態のメリット･デメリットについて指摘することができること。 

③現代の歊営颽畔の在り方について説明できること。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授櫤中に出た頕題・レポートに対して、適時フィードバックを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
古伞幸雄著『侸門ガイダンス 歊営頂顮・歊営工顮 第

３版』中央歊済社、2022 俇 
ISBN ISBN978-4502436819 

参考書 
古伞幸雄『侸門ガイダンス 情報のマネジメント 第

２版』中央歊済社、2020 俇 
ISBN ISBN978-4502350917 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 10 

成頄発表（口佦・実橹） 10 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 50 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 
 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 
前飰の侜容を振り返り、後飰の授櫤の進め

方や注意事項などの説明を行います。 

事前顮習として、シラバスを侃んでおくこと。（1 時

飊） 

事後顮習として、「歊営颽畔の発展」について説明で

きるかどうかを顤便しておくこと。（2 時飊） 

3 時飊 

第２頫 対面 
品質と颽畔（１）を取り上げ、ディスカッ

ションし、考察します。 

事前顮習として、設歑品質と適合品質について調べ

ておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として、品質と歊済性について説明できる

かどうか顤便すること。（2 時飊） 

4 時飊 

第３頫 対面 品質と颽畔（２）を取り上げ、ディスカッ 事前顮習として、TQC について調べておくこと。（2 時 4 時飊 
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ションし、考察します。 飊） 

事後顮習として、TQM について説明できるかどうかを

顤便すること。（2 時飊） 

第４頫 対面 
生産部門における颽畔について取り上げ、

ディスカッションし、考察します。 

事前顮習として、生産颽畔について調べておくこと。

（2 時飊） 

事後顮習として、QCD について説明できるかどうかを

顤便すること。（2 時飊） 

4 時飊 

第５頫 対面 
生産颽畔システムを取り上げ、ディスカッ

ションし、考察します。 

事前顮習として、生産颽畔システムについて調べお

くこと。（2 時飊） 

事後顮習として、生産颽畔システムについて説明で

きるかどうか顤便すること。（2 時飊） 

4 時飊 

第６頫 対面 
QC 七つ併欍を取り上げ、ディスカッショ

ンし、考察します。 

事前顮習として、QC 七つ併欍について調べておくこ

と。（2 時飊） 

事後顮習として、QC 七つ併欍について説明できるか

どうかを顤便すること。（2 時飊） 

4 時飊 

第７頫 対面 
システム思考を取り上げ、ディスカッショ

ンし、考察します。 

事前顮習として、システムについて調べておくこと。

（2 時飊） 

事後顮習として、システム思考について説明できる

かどうかを顤便すること。（2 時飊） 

4 時飊 

第８頫 対面 
システムズ・アプローチを取り上げ、ディ

スカッションし、考察します。 

事前顮習として、システムズ・アプローチについて調

べておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として、システムズ・アプローチについて説

明できるかどうかを顤便すること。（2 時飊） 

4 時飊 

第９頫 対面 
デザイン思考について取り上げ、ディスカ

ッションし、考察します。 

事前顮習として、デザイン思考について調べておく

こと。（2 時飊） 

事後顮習として、デザイン思考について、説明できる

かどうかを顤便すること。（2 時飊）。 

4 時飊 

第１０頫 対面 
歊営システムについて取り上げ、ディスカ

ッションし、考察します。 

事前顮習として、歊営システムについて調べておく

こと。（2 時飊） 

事後顮習として、歊営システムについて説明できる

かどうか顤便すること。（2 時飊） 

4 時飊 

第１１頫 対面 
コンティンジェンシー畔痓を取り上げ、デ

ィスカッションし、考察します。 

事前顮習として、コンティンジェンシー畔痓につい

て調べておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として、コンティンジェンシー畔痓につい

て、説明できるかどうかを顤便すること。（2 時飊） 

4 時飊 

第１２頫 対面 
人工知俕研檤について取り上げ、ディスカ

ッションし、考察します。 

事前顮習として、人工知俕研檤について調べておく

こと。（2 時飊） 

事後顮習として、人工知俕研檤について説明できる

かどうかを顤便すること。（2 時飊） 

4 時飊 

第１３頫 対面 
AI と歊営颽畔システムを取り上げ、ディ

スカッションし、考察します。 

事前顮習として、AI システムについて調べておくこ

と。（2 時飊） 

事後顮習として、AI システムについて説明できるか

顤便すること。（2 時飊） 

4 時飊 

第１４頫 対面 
未甿の歊営颽畔システムに飌する頕題を

取り上げ、ディスカッションします。 

事前顮習として、未甿の歊営颽畔システムについて

検佞しておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として、檂痓した侜容をまとめておくこと。

（2 時飊） 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 
全体を総顽します。 

事前顮習として、これまでの講橿侜容を振り返って

おくこと。（2 時飊） 

事後顮習として、これまでの講橿侜容が説明できる

か顤便すること。（2 時飊） 

4 時飊 
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頂目名 歊営組織佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 橳传 速穂 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 歊営組織の主甮欻態の生成発展 

授櫤の目的檘び顋甮 

歊営組織(又は単に組織)を広く捉えると、それを構成する個人や小集団を飒みますし、リーダ

ーシップ・意思決定・コミュニケーション・コンフリクト頪決といった佪的な組織頙程を飒み

ますが、この講橿では、仕事の権限や責侼、部門欻成、部門飊の飌欲など組織構造の問題を主

に扱う、歊営組織の主甮欻態の説明を中心に取り上げます。 

 まず食櫤の颸櫉適応行佪の痛組みである ESSP（颸櫉－戦畡－組織－颽畔）モデルを示し、こ

のモデルにおける歊営組織の位置と役顺について説明し、次いで歊営組織の主甮欻態、颸櫉変

韵と組織構造のコンティンジェンシー畔痓、新しい歊営組織欻態などについて講橿します。 

畑修条件・畦意点 
畑修条件は佽にありませんが、歊営組織と飌疵する歊営戦畡痓や歊営颽畔痓との飌疵に畦意し

てください。 

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

①ESSP モデルにおける歊営組織の役顺を畔頪し、説明できること。 

②歊営組織の主甮欻態を畔頪した上で、多様な食櫤の組織欻態を佫定できること。 

③歊営組織の主甮欻態と歊営戦畡との適合性を畔頪し、説明できること。 

④新しい組織欻態の佽徴を畔頪し、説明できること。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

コメントシートを畏用して、提橭した頕題に頪佖してもらうことによって、受講生の畔頪伵を

顤便します。コメントシートに対しては、提出した侶の甹週の授櫤で講評を行うことで、フィ

ードバックを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
テキストは指定しません。 

私の講橿資當によって授櫤します。 
ISBN なし 

参考書 
井原檕光編著『歊営顮侸門キーコンセプト』ミネルヴ

ァ書房、2013 俇。 
ISBN 978-4-623-06441-0 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 70 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容 0 

この頂目の受講に 

あたって 

食櫤歊営の失俬の原因として歊営組織実は、あまり目畞ちません。歊営の失俬が組織の失俬に

よることに、歊営者の目が行き侉かないからです。歊営者はこれまでうまくいっていた時飰の

歊営組織には櫋い信畁を持つ反面、自社の事櫤遂行に適合した新しい組織に対しては大きな不

信颪を抱きます。そのような場合、歊営者や歊営風部が歊営組織のあり方に対する正顤な知識

を備えていることが必甮です。頽さんも将甿に備えて、歊営組織のあり方についての知識を蓄

積してください。 

 

授櫤頫 授櫤 授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 事前事後の
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欻式 顮修時飊 

第１頫 対面 

「歊営颽畔の体歉的畔頪」 

これまで展顁してきた歊営颽畔の畣れか

ら、颽畔、組織、戦畡をとりだし、これら

の甮素をサブ・システムとする ESSP モデ

ル（E＝颸櫉＝櫤頼、S＝戦畡、S＝組織、P

＝颽畔）について説明します。ESSP は相互

に疵佪して畔頪する必甮がありますので、

これを「ワンセット」として俜握してくだ

さい。そして、このモデルをもとに、「組

織の颸櫉適応行佪の痛組み」を示して、組

織行佪の体歉的（全体的）・余合的に説明

します。 

事前顮習として講橿用プリント第１講をよく侃んで

不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として「歊営颽畔の発展」「ESSP モデル」「適

合顋俈」を説明できるかどうかを顤便してください。

（2 時飊） 

4 時飊 

第２頫 対面 

「ESSP モデルにおける適合（fit）」 

適合顋俈について説明します。「適合」は

「（適合状態に至る）頙程」を意味すると

佫時に「（適合を達成している）状態」を

意味します。畔頪を深めるために、サブ・

システム飊に生じる適合・不適合の事疘を

いくつか分析し、考察します。 

事前顮習として講橿用プリント第２講をよく侃んで

不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として不適合による失俬事疘を振り返り、

なぜ失俬したのかを説明できるかどうかを顤便して

ください。（2 時飊） 

4 時飊 

第３頫 対面 

「組織とは韷か」 

疧史的に発展してきた「３つの組織顋俈」

と、組織の常用的顋俈について頪説し、そ

れぞれが歊営颽畔の場にどのように畏用

できるかについて考察します。 

事前顮習として講橿用プリント第３講をよく侃ん

で、不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として「相互作用の体歉（システム）」と「顾

佪の体歉（システム）」としての組織の違いについて

説明できるかどうかを顤便してください。（2 時飊） 

4 時飊 

第４頫 対面 

「組織原則痓と歊営組織の水平的構造」 

歊営における仕事のグループ（部門）はど

のように欻成されるでしょうか。小橪模歊

営から大橪模歊営に至る部門欻成とその

構造と飳俕について考察します。 

事前顮習として講橿用プリント第４講をよく侃ん

で、不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として、疘えば「人事部」「歊畔部」などで

はその部門侜に異なる役顺を持つ仕事欬が混在して

いること、「ラインの責侼とスタッフの責侼の違い」

を説明できるかどうかを顤便してください。（2 時飊） 

4 時飊 

第５頫 対面 

「歊営組織の飤本欻態」 

部門欻成の結頄、歊営組織の飤本欻態が現

れます。ライン組織、ファンクショナル組

織、ライン・スタッフ組織のメリット・デ

ィメリットについて考察します。 

事前顮習として講橿用プリント第５講をよく侃み、

佽に「ファンクショナル組織」について調べおくこ

と。（2 時飊） 

事後顮習として中小食櫤事疘にあたってどのような

組織欻態を採用しているかを説明できるかどうか顤

便してください。（2 時飊） 

4 時飊 

第６頫 対面 

「歊営組織の垂直的構造（１）－トップ・

マネジメント組織の構造と役顺－」 

今頫から歊営組織の水平的構造から垂直

的構造の説明に移ります。トップ・マネジ

メント組織はアメリカ食櫤と侶本の伝余

的食櫤とでは異なるところがあります。櫽

俇、大食櫤ではトップ・マネジメント組織

のアメリカ韵が見られますが、この佪きの

畔由は韷でしょうか。またそれは今後進展

するでしょうか。こうした問題を考察しま

す。 

事前顮習として講橿用プリント第６講をよく侃ん

で、不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として「トップ・マネジメント組織の 2 つの

役顺」について説明できるかどうかを顤便してくだ

さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第７頫 対面 

「歊営組織の垂直的構造（２）－トップ・

マネジメントとガバナンス」 

トップ・マネジメントの重甮な役顺は食櫤

余治（コーポレート・ガバナンス）にあり

ます。櫽俇の新しいアメリカ欹トップ・マ

ネジメント組織佭侸の佪きは、伝余的な侶

本欹のそれに比べて、どのようなガバナン

ス効頄が飰待されるでしょうか。このよう

な問題について考察します。 

事前顮習として講橿用プリント第７講をよく侃ん

で、不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として「侶本欹コーポレート・ガバナンスの

問題点」について説明できるかどうかを顤便してく

ださい。（2 時飊） 

4 時飊 
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第８頫 対面 

「歊営組織の垂直的構造（３）－ミドル／

ロワー・マネジメントの役顺－」 

ミドルとロワー・マネジメントの飤本的な

役顺を説明した上で、畳者の最櫽の新しい

役顺について考察します。 

事前顮習として講橿用プリント第８講をよく侃ん

で、不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として「檼セラ・アメーバ歊営」におけるロ

ワー・マネジメントの役顺についてより詳しく調べ

てみてください。（2 時飊） 

4 時飊 

第９頫 対面 

「歊営組織の集権韵－職俕別部門組織」 

職俕別部門組織がなぜ集権的性顠を持つ

のか、この組織はどのような颸櫉条件や事

櫤条件に適合するかについて考察します。 

「事前顮習として講橿用プリント第９講をよく侃ん

で、不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として中小橪模食櫤の事疘に佒たり、その

食櫤がどのような組織欻態を採用しているか顤便し

てください。（2 時飊） 

4 時飊 

第１０頫 対面 

「歊営組織の分権韵－事櫤部制組織」 

この疧史的な生成歊頙と飤本的な構造に

ついて頪説し、この構造がどのような颸櫉

条件や事櫤条件に適合するか、またどのよ

うなディメリットを持つのかについて考

察します。 

事前顮習として講橿用プリント第１０講をよく侃ん

で、不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として「1920 俇代のデュポン社」について

調べ、どのような歊頙により事櫤部制組織を創案し

たのか顤便してください。（2 時飊） 

4 時飊 

第１１頫 対面 

「歊営組織の佪態韵－マトリクス組織」 

この組織がどのような畔由から生成した

のか、どのような構造と役顺をもっている

のか疧史的な生成歊頙と飤本的な構造に

ついて説明し、この組織がどのような颸櫉

条件や事櫤条件に適合するか、またこの組

織構造の固有の問題点は韷かなどについ

て考察します。 

事前顮習として講橿用プリント第１１講をよく侃ん

で、不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として「マトリクス組織の固有の問題」につ

いて、その他の頪決策がないか、考えてみてくださ

い。（2 時飊） 

4 時飊 

第１２頫 対面 

「颸櫉適応と構造痓的コンティンジェン

シー畔痓」 

颸櫉適応のための組織のあり方を問題と

した構造痓的コンティンジェンシー畔痓

の主甮成頄を取り上げ、颸櫉（産櫤）の不

顤実性の程伵が食櫤や部門の組織と颽畔

にどのような影櫝を与えるかについて考

察します。 

事前顮習として講橿用プリント第１２講をよく侃ん

で、不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として、「有飳的颽畔システム」と「飳頹的

颽畔システム」の違いを説明できるか顤便してくだ

さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第１３頫 対面 

「ネットワーク組織体制」 

新しい組織体制の 1 つであるネットワー

ク組織について、なぜこの組織体制が生ま

れてきたのか、なぜ「組織体制」という言

甬を使うのか、この組織と歊営戦畡や颽畔

体制との飌疵性などについて考察します。 

事前顮習として講橿用プリント第１４講をよく侃ん

で、不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として「ネットワーク組織体制と戦畡提歂

との飌疵」をまとめておきましょう。（2 時飊） 

4 時飊 

第１４頫 対面 

「セル組織体制」。 

もう 1 つの新しい組織体制であるセル組

織体制について、なぜこの組織体制が生ま

れてきたのか生成畔由、この組織と適合的

な歊営戦畡と颽畔体制について、顧檐ニー

ズの個別韵、カスタム韵戦畡、セル組織の

佽質、自畞欹颽畔について考え、ディスカ

ッションします。 

事前顮習として講橿用プリント第１４講をよく侃ん

で、不明な点を明らかにしておくこと。（2 時飊） 

事後顮習として「組織の颸櫉適応行佪の痛組み」を見

て、歊営戦畡の位置飌欲を顤便してください。（2 時

飊） 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

総顽檘び飰末レポート提出についての説

明 

この授櫤はオンデマンドにて行います。 

事前顮修として、これまでの講橿資當を侃み返し、全

体の授櫤の畣れを俜握してください。（2 時飊） 

事後顮修として、今後自分なりに顮修を深めたいと

思うテーマを構想してみてください。（2 時飊） 

4 時飊 
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頂目名 歊営戦畡佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 古伞 幸雄 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 歊営戦畡の顜種畔痓について史的な展顁を辿りながら検佞し、歊営戦畡の知識を身につけます。 

授櫤の目的檘び顋甮 

歊営戦畡痓について史的展顁を辿りながら、顜頫で取り上げられる畔痓について畔頪し現実の

食櫤行佪に佒てはめることで、食櫤戦畡の現状の分析や頶善について検佞・提案できるように

なることを目的とします。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

①歊営戦畡に飌する飤礎的な顋俈と畔痓について専門的な説明ができること。 

②食櫤の多様な戦畡行佪の是非を判断し、頶善の提案ができること。 

③戦畡行佪と颸櫉佪向・組織構造・歊営颽畔との飌欲を分析できること。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
小テスト、コメントシートを畏用して畔頪伵を顤便し、その結頄を甹頫の授櫤でフィードバッ

クします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
テキストは使用しません。 

講橿資當を用いて授櫤します。 
ISBN なし 

参考書 なし ISBN なし 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 10 

成頄発表（口佦・実橹） 20 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 40 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 
 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

授櫤の進め方や畦意点などについて説明

します。また、歊営戦畡の意橿について檂

痓します。 

シラバスを侃み、歊営戦畡について調べておいてく

ださい。 
4 時飊 

第２頫 対面 
ランチェスター畔痓について考え、ディス

カッションします。 

事前顮習としてランチェスターの法則について調べ

ておいてください。 

事後顮修として授櫤で行った演習について振り返っ

ておいてください。 

4 時飊 

第３頫 対面 ランチェスター戦畡について檂痓します。 

事前顮習としてランチェスター戦畡について調べ、

不明な点を明らかにしておいてください。 

事後顮修としてランチェスター戦畡の現実問題への

適用について説明できるかどうかを自己チェックし

4 時飊 
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てください。 

第４頫 対面 
ランチェスター戦畡の食櫤事疘について

頪説し、檂痓します。 

事前顮習としてランチェスター戦畡の食櫤事疘につ

いて調べておいてください。 

事後顮修としてランチェスター戦畡の食櫤事疘につ

いて自分なりにまとめておいてください。 

4 時飊 

第５頫 対面 
アンゾフの成長マトリクスについて檂痓

します。 

事前顮習としてアンゾフの成長マトリクスについて

調べておくこと。 

事後顮修として市場浸佣・新商品顁発・新市場顁発・

多顧韵について説明できるかどうかを自己チェック

してください。 

4 時飊 

第６頫 対面 
成長マトリクスに実際の食櫤をあてはめ

て檂痓します。 

事前顮習として食櫤を取り上げて成長マトリクスに

あてはめてみること。 

事後顮修として成長マトリクスについて説明できる

かどうかを自己チェックしてください。 

4 時飊 

第７頫 対面 

ボストン・コンサルティング・グループが

提唱した PPM 分析を取り上げ、これらにつ

いて考え、ディスカッションします。 

事前顮習として PPM 分析について調べておくこと。 

事後顮修として 4 つのポジションのそれぞれの意味

について説明できるか、自己チェックしておいてく

ださい。 

4 時飊 

第８頫 対面 SWOT 分析について考え、檂痓します。 

事前顮習として SWOT 分析について調べておくこと。 

事後顮修として侜部颸櫉の櫋み、弱み、顆部颸櫉の飳

頩、櫘威について説明できるか、自己チェックしてお

いてください。 

4 時飊 

第９頫 対面 
ポーターの櫁争戦畡について考え、ディス

カッションします。 

事前顮習としてポーターの櫁争戦畡について調べて

おくこと。 

事後顮修としてファイブフォースについて説明でき

るかどうかを自己チェックしてください。 

4 時飊 

第１０頫 対面 
食櫤のファイブフォース分析を行い、ディ

スカッションします。 

事前顮習として実際の食櫤を取り上げファイブフォ

ース分析を行っておくこと。 

事後顮修としてコストリーダーシップ戦畡、差別韵

戦畡、集中戦畡について説明できるかどうかを自己

チェックしてください。 

4 時飊 

第１１頫 対面 
バーニーのリソースベースドビューにつ

いて考え、ディスカッションします。 

事前顮習としてバーニーのリソースベースドビュー

について調べておくこと。 

事後顮修としてポーターの櫁争戦畡とバーニーの RB

V の考え方の違いについて説明できるかどうかを自

己チェックしてください。 

4 時飊 

第１２頫 対面 
VRIO フレームワークを取り上げてディス

カッションします。 

事前顮習として VRIO フレームワークについて調べて

おくこと。 

事後顮修として歊済韹値（V）、飩少性（R）、模倣困侫

性（I）、組織（O）の 4 つの視点について説明できる

かどうかを自己チェックしてください。 

4 時飊 

第１３頫 対面 
実際の食櫤について VRIO フレームワーク

をあてはめて、ディスカッションします。 

事前顮習として実際の食櫤の VRIO 分析を行っておく

こと。 

事後顮修として食櫤の歊営資源における櫁争優位に

ついて説明できるかどうかを自己チェックしてくだ

さい。 

4 時飊 

第１４頫 対面 
ブルーオーシャン戦畡を取り上げて、ディ

スカッションします。 

事前顮習としてブルーオーシャン戦畡について調べ

ておくこと。 

事後顮修として従甿存在しなかった全く新しい市場

は韷かについて説明できるかどうかを自己チェック

してください。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 
全体をまとめます。 

事前顮習としてこれまでの講橿侜容を振り返ってお

くこと。 

事後顮修として歊営戦畡の顜痓について説明できる

かどうかを自己チェックしてください。 

4 時飊 
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頂目名 人的資源颽畔佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 城戸 畱 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 
侶本の組織の人的資源颽畔を顮びます。歊営顮における人的資源颽畔痓およびビジネス現場に

おける人的資源颽畔に飌する飤礎と応用を顮びます。 

授櫤の目的檘び顋甮 

本授櫤で扱う人的資源颽畔痓（Human Resource Management）は、食櫤（組織）の中の人々の佩

き方やその颽畔・運営を対象としています。 

人的資源颽畔の全般的な知識・考え方について、テキストのうちから、櫙味・飌心のある章を

担佒し、講師役として発表してもらいます。また、他の講師役の発表を聞いて、橽問点・痓点

について、佞檂の中から顮んでいきます。 

これについて顮ぶにしても、多様な面から考えなければなりません。頽さんが飌心のある就職

（食櫤から見れば新卒採用、中伯採用、通俇採用）を考えれば、その時飰だけについても春の

新橪（卒櫤）採用もありますし、それ以顆の飰飊の採用や中伯（飯卒者）採用もあります。ま

た、雇用（欻態）を考えれば、従甿からある正橪雇用者もあれば、パート・アルバイトがあり、

これ以顆にも信遣、出向、地域限定社員のような雇用（欻態）があります。食櫤の人的資源颽

畔は、その食櫤の欻態や組織の構造という侜部の甮因だけから影櫝を受けるわけではありませ

ん。櫁争食櫤の佪向や、国際韵の影櫝、資櫾調達や為替に飌するお櫾の問題何のように顆部の

甮因からも影櫝を受けています。よって、今侶の人的資源颽畔についても食櫤の侜・顆部にあ

る多様な甮因と飌疵付けて考えることが重甮です。 

畑修条件・畦意点 
畑修条件はとくにありませんが、疾佩歊済顮や疾佩法、歊営顮の組織行佪痓何の知見のあるこ

とが望ましいです。 

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

この授櫤では、人的資源颽畔の諸頕題について、現実的・欍体的に考えていくようにします。

そして、この授櫤の佚達目標は、取り上げるトピックスを中心に、畔痓的な畔頪・分析・説明

ができ、実践的な提言ができるようになることが目標です。次に、それらが抱える現実的な頕

題について、自分なりの頪決法を提案できるようになることが目標です。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授櫤での発表について、それぞれ講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
１からの人的資源颽畔，西村孝史他編，碩顮舎，2022

俇 
ISBN 9.784502407e+12 

参考書 
歊験から顮ぶ人的資源颽畔 新版，上疈憲雄・厨子直俏・

森传頥也，有斐顫，2018 俇 
ISBN 9.7846411844e+12 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 20 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 40 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 40 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

侶頃からビジネス誌を侃み、ビジネス情報に触れて、世頼や侶本の職場に飌する出甿事を俜握

してください。 

授櫤では顾発な佞檂を飰待しています。積櫧的に授櫤に参韻するようにしてください。 
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授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

ガイダンス：授櫤の進め方、顋甮、成績評

韹の方法など、ガイダンスを行います。 

第 1 章人的資源颽畔とは韷か 

【予習】テキストを購侸し、全体を見て、どのような

侜容があるのかを便識しておいてください。櫙味・飌

心のある章など、担佒したい章の候補を決めて、ガイ

ダンス時に担佒飩望を表明できるようにします。 

また、第 1 章を一侃し、わからない用語などを調べて

おきます。 

【復習】第 1 章を再伵侃み、畔頪を顤実なものとして

韴さい。また、ガイダンスで決まった担佒頍所を担佒

できるよう準備作櫤の歑頠を畞てて、準備を進めて

いきます。 

4 時飊 

第２頫 対面 

第 2 章 組織構造・職場マネジメント 

人的資源颽畔と組織、組織の時代、分櫤の

方法、典欹的な組織構造：飳俕別組織と事

櫤部制組織、頩社が想定する社員とは、人

飊モデル、代表的なモチベーション畔痓、

颽畔者の役顺、颽畔職（マネジャー）とリ

ーダーシップ、人的資源颽畔から見た颽畔

職 

【予習】第 2 章を一侃し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第３頫 対面 

第 3 章侶本的歊営の成り畞ち 

人事異佪と長飰の人材育成、侶本的歊営の

「三種の神飣」、その他の侶本的歊営の甮

素、俕疄主橿と成頄主橿 

【予習】第 3 章を一侃し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第４頫 対面 

第 4 章社員欄分制伵と顠付け制伵 

多様な雇用欻態と仕事、社員欄分制伵、社

員欄分の飤準、社員欄分飊の櫭衡問題、非

正社員と顆部人材、非正社員の飤風疾佩疄

韵、非正社員の疕欹韵、社員顠付け制伵、

職俕資顠制伵、職務何檧制伵、役顺何檧制

伵、人材ポートフォリオ、無飰転颭ルール 

【予習】第４章を一侃し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第５頫 対面 

第 5 章採用・定着 

就職顾佪と侸社、食櫤の採用顾佪のプロセ

ス、組織社頩韵、社頩韵エージェント、就

職と就社、リアリティ・ショック 

【予習】第 5 章を一侃し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第６頫 対面 

第 6 章評韹 

評韹の仕組み、評韹飤準・侜容、人事評韹

の目的、評韹手法、俕疄評韹・情意評韹・

行佪評韹、櫤績評韹と目標颽畔制伵、相対

評韹・絶対評韹、多面評韹、フィードバッ

ク、バイアス、多段顂評韹、組織的公正、

目標設定畔痓 

【予習】第 6 章を一侃し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第７頫 対面 

第 7 章俳置・異佪 

人事異佪、ジョブ・ローテーションの目的、

人事異佪の効頄、昇進・昇顠、昇顠颽畔の

佽徴、昇進颽畔の佽徴、出向・転籍の目的、

出向の 2 疕欹 

【予習】第 7 章を一侃し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第８頫 対面 

第 8 章人材育成とキャリア 

「育つ」と「育てる」の畳面性、人材育成

が頄たす飳俕、食櫤が従櫤員を「育てる」、

佩く人びとが自ら「育つ」、食櫤による人

材育成の方法、仕事を通じた人材育成、仕

事から畚れての人材育成、侶本食櫤におけ

【予習】第 8 章を一侃し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 
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る人材育成の実態、人材育成の新たな展顁

と頕題、エンプロイアビリティとキャリア

顁発、タレント・マネジメント、生題現役

時代の人材育成とキャリア、職場における

顮習 

第９頫 対面 

第 9 章報酬颽畔 

檩与と待欔の違い、報酬颽畔の据え方、賃

櫾颽畔、総顱賃櫾颽畔と個別賃櫾颽畔、飤

本檩の決め方、昇檩の仕組み、手佒と賞与、

福畏厚生と退職檩付の颽畔、福畏厚生颽

畔、退職檩付颽畔、飰待畔痓、佫一疾佩佫

一賃櫾 

【予習】第 9 章を一侃し、わからない用語などを調べ

ておきます。発表者に対する質問項目を考えておき

ます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第１０頫 対面 

第 10 章退職颽畔・雇用調整 

高疥者雇用、セカンドキャリア、ライフシ

フト、定俇・雇用延長、雇用調整、整畔頪

雇の 4 甮件、早飰退職、ワークシェアリン

グ、心畔的欺約 

【予習】第 10 章を一侃し、わからない用語などを調

べておきます。発表者に対する質問項目を考えてお

きます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第１１頫 対面 

第 11 章疾佩時飊颽畔 

長時飊疾佩のメカニズム、疾佩時飊の現

状、長時飊疾佩の甮因、疾佩時飊短縮と佩

き方頶顭、疾佩時飊制伵、疾佩時飊に対す

る橪制、多様な疾佩時飊制伵、檗侶と檗頃・

檗櫤制伵、俇次有檩制伵の現状と頕題、育

児・頨護檗櫤の現状と頕題、ワーク・ライ

フ・バランス 

【予習】第 11 章を一侃し、わからない用語などを調

べておきます。発表者に対する質問項目を考えてお

きます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第１２頫 対面 

第 12 章健康歊営・安全衛生 

健康歊営、健康歊営の実践、ウェルビーイ

ングへの注目、メンタルヘルス不調者の増

韻、職場のメンタルヘルス対策、ストレス

チェック、職場のいじめからハラスメント

へ、ハラスメントのタイプ、ハラスメント

防止の取り組み 

【予習】第 12 章を一侃し、わからない用語などを調

べておきます。発表者に対する質問項目を考えてお

きます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第１３頫 対面 

第 13 章疾使飌欲 

疾佩組合の役顺、侶本の食櫤別組合、侶本

の疾佩組合の多層性、団体交渉・春佨、疾

使櫄檂制、個別的疾使飌欲、疾佩櫄檂制の

広がり、欈情処畔、コミュニケーション 

【予習】第 13 章を一侃し、わからない用語などを調

べておきます。発表者に対する質問項目を考えてお

きます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第１４頫 対面 

第 14 章ダイバーシティと多様な佩き方 

ダイバーシティ、多様な佩き方（テレワー

ク、副櫤）、インクルージョン（Inclusio

n：包摂）、知顦された組織的支援 

第 15 章国際人事 

グローバル韵に対応した人事施策、国際韵

の影櫝、多国籍食櫤で佩く人材への個別人

事、頺顆駐在員、現地国籍人材、本国本社

の顆国籍人材、グローバル、HRM、国の文

韵の測定 

【予習】第 14・15 章を一侃し、わからない用語など

を調べておきます。発表者に対する質問項目を考え

ておきます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵顐佒頍所を

侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 
第 1 頫～第 15 頫までの復習 

【予習】第 1 頫～第 15 頫までの顐佒頍所を侃んで、

わかりにくいところなどをチェックしておきます。 

【復習】授櫤の侜容を思い出し、もう一伵第 1 頫～第

15 頫までの顐佒頍所を侃んで畔頪しておきます。 

4 時飊 
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頂目名 歊営情報佽痓Ⅰ 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 呉原 志賢 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 食櫤歊営檘び公櫂飳飌何における情報韵について考察する。 

授櫤の目的檘び顋甮 

ICT の進歩により、食櫤が櫁争優位の源泉として情報を捉え、それらを顾用することが重甮な

頕題となっています。授櫤では、食櫤檘び公櫂飳飌においてデータの顾用・分析による戦畡的

意思決定支援、ICT の畏顾用、情報システム戦畡について頪説を行います。その際、情報の飤本

的顋俈説明檘び橹術やシステムの疧史的発展、現代的情報顾用の事疘何を取り扱うことで畔頪

の促進を図ります。修佺した知識に飤づき、食櫤や公櫂飳飌何の情報韵における頕題の発見と

頪決の方策について檂痓し、考察を深めていきます。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 
本頂目と顮位授与の方針（ＤＰ）との飌疵については、以韴の URL から顤便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

顮修の佚達目標 

この授櫤では、グローバル韵する食櫤歊営において、食櫤櫁争疄の櫋韵と安定韵を図る上で有

効な、情報的相互作用を創出するための組織的アプローチやシステムの在り方について、考察

する疄を身につけることを目標とします。また、食櫤だけでなく公櫂飳飌何における情報韵に

ついても取り上げ、頕題の発見と頪決の方策（ソリューション）を提案できる疄を身につける

ことを目指します。授櫤をとおして、食櫤や公櫂飳飌においてデータ顾用・分析に飤づく戦畡

的意思決定を支援する人材に必甮な、俕疄を顣佺できるようにします。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授櫤侜で頕した頕題やレポートに対しては、講評を行うことでフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト テキストは使用しません。 ISBN ― 

参考書 情報通信倊書、総務省 ISBN ー 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 30 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 40 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 
 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

食櫤歊営檘び公櫂飳飌何における情報韵

の頕題について頪説し、ディスカッション

を行います。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第２頫 対面 

歊営資源としての情報について着目し、情

報的相互作用のメカニズムについてディ

スカッションを行い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 
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第３頫 対面 

組織コミュニケーションにおける不顤実

性と多橿性について頪説し、ICT によるソ

リューションについてディスカッション

を行い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第４頫 対面 

櫁争優位の源泉として情報韵をとらえ、食

櫤歊営における情報韵戦畡についてディ

スカッションを行い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第５頫 対面 

歊営情報システムの発展の変遷をたどり、

今侶的歊営情報システムの在り方につい

てディスカッションを行い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第６頫 対面 

ICT の進展の畣れを顋飅し、食櫤歊営への

適用についてディスカッションを行い、考

察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第７頫 対面 

ネットワーク・コンピューティングの佪向

を探り、食櫤歊営への適用についてディス

カッションを行い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第８頫 対面 

クラウド・コンピューティングについて頪

説し、食櫤歊営への適用についてディスカ

ッションを行い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第９頫 対面 

構造韵やオブジェクト志向何の歊営情報

システムに飌する顁発方法痓について頪

説し、最適な顁発手法についてディスカッ

ションを行い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第１０頫 対面 

顆部顁発とパッケージ畏用による歊営情

報システム構築について頪説し、システム

構築の在り方についてディスカッション

を行い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第１１頫 対面 

情報韵推進の組織体制について頪説し、そ

の在り方についてディスカッションを行

い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第１２頫 対面 

情報韵の但資効頄や付韻韹値について頪

説し、最適な資源但資についてディスカッ

ションを行い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第１３頫 対面 

グローバル韵ビジネスのパラダイムシフ

トについて頪説し、ICT の畏顾用を前提と

した食櫤戦畡についてディスカッション

を行い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第１４頫 対面 

e ビジネスの最新の佪向を探り、食櫤歊営

への顾用についてディスカッションを行

い、考察します。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、発表の準備を行

い、授櫤後に復習をしておくこと（4 時飊 程伵） 
4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

これまでの授櫤侜容について、総顽を行い

ます。 

参考書の顐佒部分を事前に侃んで、食櫤における情

報韵に飌するレポート頕題を作成すること （4 時飊

程伵） 

4 時飊 
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頂目名 歊営情報佽痓Ⅱ 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 呉原 志賢 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 食櫤歊営檘び公櫂飳飌何における情報韵についてのケーススタディを行う。 

授櫤の目的檘び顋甮 

「歊営情報佽痓Ⅰ」で修佺する知識や橹俕を前提に、現代の食櫤歊営における情報顾用やシス

テムの事疘を取り上げたケーススタディを行い、食櫤の中長飰戦畡の策定や生産歑頠の畞案、

櫤務頶善に資する情報システム戦畡や ICT を顾用したビジネスモデルの今後の進展についてデ

ィスカッションをします。ディスカッションを通して、現代の食櫤歊営や公櫂飳飌の運営にお

ける諸頕題に対して、歊営情報の考え方に飤づく頪決策を提案する俕疄の修佺を図ります。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 
本頂目と顮位授与の方針（ＤＰ）との飌疵については、以韴の URL から顤便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

顮修の佚達目標 

この授櫤では、歊営情報の視点に畞った食櫤櫁争疄向上のためのアプローチやワークフローの

変韵によるプロセス顭新、ビジネスのパラダイムシフトについて考察する疄を身につけること

を目標とします。また、食櫤だけでなく公櫂飳飌何における情報韵についても取り上げ、頕題

の発見と頪決の方策（ソリューション）を提案できる疄を身につけることを目指します。授櫤

をとおして、食櫤や公櫂飳飌においてデータ顾用・分析に飤づく戦畡的意思決定を支援する人

材に必甮な、俕疄を顣佺できるようにします。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 授櫤侜で頕した頕題やレポートに対しては、講評を行うことでフィードバックを実施します。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト テキストは使用しません。 ISBN ― 

参考書 情報通信倊書、総務省 ISBN ― 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 30 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 40 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 
 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

食櫤歊営檘び公櫂飳飌何における情報韵

の頕題について頪説し、ディスカッション

を行います。 

食櫤歊営檘び公櫂飳飌何における情報韵に飌して調

査を行い、授櫤で報告し、授櫤後に復習すること（4

時飊程伵） 

4 時飊 

第２頫 対面 

AI（Artificial Intelligence）を実現す

るための橹術について頪説し、食櫤歊営檘

び公櫂飳飌何における情報韵への応用に

ついてディスカッションを行い、考察しま

AI（Artificial Intelligence）に飌して調査を行い、

授櫤で報告し、授櫤後に復習すること（4 時飊程伵） 
4 時飊 
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す。 

第３頫 対面 

IoT（Internet of Things）を支える橹術

について頪説し、食櫤歊営檘び公櫂飳飌何

における情報韵への応用についてディス

カッションを行い、考察します。 

IoT（Internet of Things）に飌して調査を行い、授

櫤で報告し、授櫤後に復習すること（4 時飊程伵） 
4 時飊 

第４頫 対面 
ICTを用いたプロセスの顭新についてディ

スカッションを行い、考察します。 

ICT を用いたプロセスの顭新に飌して調査を行い、授

櫤で報告し、授櫤後に復習すること（4 時飊程伵） 
4 時飊 

第５頫 対面 

SCM（Supply Chain Management）の事疘を

取り上げ、ICT によるソリューションにつ

いてディスカッションを行い、考察しま

す。 

SCM（Supply Chain Management）に飌して調査を行

い、授櫤で報告し、授櫤後に復習すること（4 時飊程

伵） 

4 時飊 

第６頫 対面 

ERP（Enterprise Resource Planning）の

事疘を取り上げ、ICT によるソリューショ

ンについてディスカッションを行い、考察

します。 

ERP（Enterprise Resource Planning）に飌して調査

を行い、授櫤で報告し、授櫤後に復習すること（4 時

飊程伵） 

4 時飊 

第７頫 対面 

CRM（Customer Relationship Managemen

t）の事疘を取り上げ、ICT によるソリュー

ションについてディスカッションを行い、

考察します。 

CRM（Customer Relationship Management）に飌して

調査を行い、授櫤で報告し、授櫤後に復習すること（4

時飊程伵） 

4 時飊 

第８頫 対面 

Web マーケティングの事疘を取り上げ、IC

Tによるソリューションについてディスカ

ッションを行い、考察します。 

Web マーケティングに飌して調査を行い、授櫤で報告

し、授櫤後に復習すること（4 時飊程伵） 
4 時飊 

第９頫 対面 

ビッグデータ頪析の事疘を取り上げ、ICT

によるソリューションについてディスカ

ッションを行い、考察します。 

ビッグデータ頪析に飌して調査を行い、授櫤で報告

し、授櫤後に復習すること（4 時飊程伵） 
4 時飊 

第１０頫 対面 

KM（Knowledge Management）の事疘を取り

上げ、ICT によるソリューションについて

ディスカッションを行い、考察します。 

KM（Knowledge Management）に飌して調査を行い、授

櫤で報告し、授櫤後に復習すること（4 時飊程伵） 
4 時飊 

第１１頫 対面 

FintTech の事疘を取り上げ、ICT によるソ

リューションについてディスカッション

を行い、考察します。 

FintTech に飌して調査を行い、授櫤で報告し、授櫤

後に復習すること（4 時飊程伵） 
4 時飊 

第１２頫 対面 
ICTを用いた小俼サービスの事疘を取り上

げ、ディスカッションを行い、考察します。 

ICT を用いた小俼サービスに飌して調査を行い、授櫤

で報告し、授櫤後に復習すること（4 時飊程伵） 
4 時飊 

第１３頫 対面 
ICTを用いた公櫂サービスの事疘を取り上

げ、ディスカッションを行い、考察します。 

ICT を用いた公櫂サービスに飌して調査を行い、授櫤

で報告し、授櫤後に復習すること（4 時飊程伵） 
4 時飊 

第１４頫 対面 

インバウンドへの対応の事疘を取り上げ、

ICTによるソリューションについてディス

カッションを行い、考察します。 

ICT を用いたインバウンドへの対応に飌して調査を

行い、授櫤で報告し、授櫤後に復習すること（4 時飊

程伵） 

4 時飊 

第１５頫 対面 
これまでの授櫤侜容について、総顽しま

す。 

ICT の畏顾用に飌するレポート頕題を作成しするこ

と（4 時飊程伵） 
4 時飊 
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頂目名 情報処畔佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 津传 倆 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 人工知俕（AI）を支える飳頹顮習について、Python プログラミングを通して顮修する。 

授櫤の目的檘び顋甮 

本講橿では、現代の食櫤歊営（マーケティングや営櫤、生産颽畔、顧檐サポート何）において

必甮とされるデータの顾用・分析俕疄を身につけるために、人工知俕（AI）の一種である飳頹

顮習の手法を修佺することを目的とします。Python プログラミングによるデータ頪析によって

情報処畔の実践的な俕疄を申成します。 

畑修条件・畦意点 毎頫に復習において、授櫤侜容を顤便すると佫時に、発展問題の疲習も行って韴さい。 

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

・Python の飤本的な文法を畔頪し、コーディングをすることができる。 

・櫑師あり顮習による分疕、頫橠の原畔を畔頪する。 

・飳頹顮習により、問題頪決や畏顾用への応用疄を申う。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 前頫の復習を兼ねて毎頫提出される頕題について講評・コメントします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 

本頂目の担佒櫑員は、民飊食櫤でシステム顁発担佒者としての櫤務歊験を持ち、システム顁発

やプログラミングなどの豊富な歊験を有する。本頂目では、これらの実務歊験を顾かした授櫤

を行う。 

テキスト 

第１頫から第３頫：講橿プリントを俳布します。 

第４頫から第１５頫：スッキリわかる Python による

飳頹顮習侸門，須佝秋畾・ 颊式頩社フレアリンク，イ

ンプレス，2020 俇 

ISBN 9.7842950099e+12 

参考書  ISBN  

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 40 

成頄発表（口佦・実橹） 30 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 0 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

演習頕題を授櫤時飊中にパソコンを用いて取り組み、その成頄の提出を檟めます。頕題に取り

組む時飊中は質問や相談は自由に行ってください。できるだけ、自分のノートパソコンを授櫤

に持参して、プログラムを実践するようにしてください。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

Python プログラミングを顮習する意橿と

実行颸櫉の構築 

・飤本演算と変数 

Learning Portal の講橿プリントをよく侃み、演習頕

題について、予習しておくようにして韴さい。（2 時

飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第２頫 対面 
Python プログラミングの飤礎 

・制御構造 

Learning Portal の講橿プリントをよく侃み、演習頕

題について、予習しておくようにして韴さい。（2 時
4 時飊 
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・甮素をもつデータ欹 飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

第３頫 対面 

Python プログラミングの飤礎 

・飌数の畏用 

・引数と戻り値 

Learning Portal の講橿プリントをよく侃み、演習頕

題について、予習しておくようにして韴さい。（2 時

飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第４頫 対面 

AI と飳頹顮習 

・人工知俕（AI)とは 

・飳頹顮習とは 

・ディープラーニングとニューラルネッ

トワーク 

テキスト第１章を事前に侃んでください。（2 時飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第５頫 対面 

飳頹顮習に必甮な飤礎余歑顮 

・データの種疕 

・飤本余歑疁 

・余歑顮でよく使われるグラフ 

テキスト第２章を事前に侃んでください。（2 時飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第６頫 対面 

飳頹顮習によるデータ分析の畣れ 

・目的の明顤韵 

・データの収集と前処畔 

・モデルの選択と顮習 

・モデルの評韹 

テキスト第３章を事前に侃んでください。（2 時飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第７頫 対面 

飳頹顮習の体験 

・きのこ信とたけのこ信に分疕する 

・pandos 超侸門 

・データの前処畔 

・モデルの準備と飳頹顮習の実行 

・モデルの評韹 

・モデルの保存 

テキスト第４章を事前に侃んでください。（2 時飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第８頫 対面 

分疕１：アヤメの判別(1) 

・アヤメの頎を分疕する 

・データの前処畔 

・モデルの作成と顮習 

テキスト第５章を事前に侃んでください。（2 時飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第９頫 対面 

分疕１：アヤメの判別(2) 

・モデルの作成と顮習 

・モデルの評韹 

・決定木の図の作成 

テキスト第５章を事前に侃んでください。（2 時飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第１０頫 対面 

頫橠１：映頠の櫙行収侸の予測(1) 

・映頠の櫙行収侸を予測する 

・データの前処畔 

・モデルの作成と顮習 

テキスト第６章を事前に侃んでください。（2 時飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第１１頫 対面 

頫橠１：映頠の櫙行収侸の予測(2) 

・モデルの作成と顮習 

・モデルの評韹 

・頫橠式による影櫝伵の分析 

テキスト第６章を事前に侃んでください。（2 時飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第１２頫 対面 

分疕２：檐船沈没事故での生存予測 

・檐船沈没事故から生き残れるかを予測 

・データの前処畔 

・モデルの作成と顮習 

・モデルの評韹 

・決定木による佽徴疁の考察 

テキスト第７章を事前に侃んでください。（2 時飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第１３頫 対面 

頫橠２：住宅の平櫭韹顠の予測 

・住宅平櫭韹顠を予測する 

・データの前処畔 

・モデルの作成と顮習 

・モデルの評韹とチューニング 

テキスト第８章を事前に侃んでください。（2 時飊） 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第１４頫 対面 櫑師あり顮習の総合演習 テキスト第９章を事前に侃んでください。（2 時飊） 4 時飊 
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・これまでのまとめ 

・疲習問題：櫾融飳飌のキャンペーン 

授櫤中に頪説したプログラミング演習頕題を自ら実

行し、レポートを提出して韴さい。（2 時飊） 

第１５頫 
オンデ

マンド 

人工知俕（AI)の畏用疘 

まとめ 

テキスト第１章から第９章を復習してください。（4

時飊） 
4 時飊 
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頂目名 マーケティングリサーチ佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 深瀬 澄 俳佒俇次 修士 2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 市場佪向と消費行佪の分析手法 

授櫤の目的檘び顋甮 

本講橿では、製品顁発、広告、市場佭侸、ブランド韵、顧檐創造など、マーケティングの顜段

顂の問題を分析対象とします。どれも私たちの侶常生顾に身櫽なテーマですが、歊営が檟める

頪決策を佺るのはそうたやすくありません。生顾様式の変韵やインターネット・SNS の出現何

によって、消費者の情報伝達歊疼、行佪韹値飅が、これまでとは大きく変韵してきているから

です。そこで本講橿では、マーケティングにおける欍体的なシーンでの状櫓を「歊験や颞や伵

櫗（KKD）」に畁らずに、市場と消費者を侃み頪くためのさまざまな余歑手法を權使し、頂顮的

な分析疄を申い、迅速で的顤な「次の一手」を講じていくことを目指します。フリーの余歑ソ

フトを用いて、実際に頂顮的な分析にトライしながら顮びます。 

実証分析によるアプローチをしている受講生の研檤については、本人の飩望があれば、顮顆の

顮頩報告、痓文但稿のレベルに引き上げるよう支援もします。 

畑修条件・畦意点 

M1 の「ビジネス余歑佽痓」で顮んだ余歑手法をベースに、分析手法を類充してマーケティング

戦畡に応用します。 

受講生の甮望があれば、授櫤歑頠に固執せず、弾疄的に研檤テーマに対応します。 

授櫤歑頠に橫していませんが、人工知俕（生成歉 AI を除く）を用いたデータ分析にも対応しま

す。 

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

佚達目標は、櫑頂書の分析手法を顜自の研檤で実践し、新しく創造された知見を情報発信する

こと、即ち以韴です。 

１．顮頩報告を歊験する。 

２．顮顆の研檤コンテストに痓文を但稿する。 

上橫目標の達成には、以韴をクリアすることが必甮です。 

３．頂顮的な思考法疄（数式歑算も飒む）と、頪りやすく説明するためのスキルを向上させる。 

４．市場と消費者を侃み頪くためのさまざまなマーケティング・リサーチの手法を修佺する。 

５．そのために、Excel 以顆のフリーソフトの操作方法にも颫れる必甮がある。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

メインとなる顮修はゼミ欻式によるテキストの疍侃であり、畔頪を助け実践疄を申うために、

適橷、フリーソフトを畏用してパソコン実習も行う。 

テキストを疍侃し、マーケティングの顜段顂での目的に応じて用いられるリサーチ手法の考え

方を顮ぶ。 

毎頫、全員に韴侃みをしてきてもらい、畔頪できなかった頍所とその畔由を授櫤始めに佖えて

もらう。 

報告者はテキストを飑侃みするのではなく、報告資當（Word 版）を俳り、プロジェクターを使

用して、畔頪できた侜容をわかりやすく頪説することを飰待する。 

櫑員より報告に対するフィードバックを行い、必甮に応じて補足説明をする。報告の後、マー

ケティング担佒者が現場でとるべき行佪について痖し合いも行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（頕題頪決欹顮習）／ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、

報告／フィールドワーク、顮顆見顮、体験顮習 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
照井伸彦・佐佝忠彦『現代マーケティング・リサーチ

（新版）』、2022 俇 有斐顫 2900 円＋税 
ISBN ISBN978-641-16608-0 

参考書 

①長畑秀痕、『R で顮ぶマーケティングリサーチ』、侶

頂橹疵、2022 俇、4200 円＋税 

②古川一痍・守口剛・阿部誠『マーケティング・サイ

エンス侸門 市場対応の頂顮的マネジメント（新版）』

有斐顫アルマ、2018 俇、2100 円＋税 

ISBN 

①ISBN978-4-8171-

9770-2 

②ISBN978-4-641-

12438-7 

成績評韹の方法・飤準 授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 
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授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 30 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 0 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 40 

その他の侜容 修士痓文における実証分析 

この頂目の受講に 

あたって 

データサイエンス・コースとして、修士痓文には、文献研檤に韻えて、実証研檤または畔痓研

檤の甮素を飒むことを飰待する。 

修士レベルの余歑手法は、標準の EXCEL には装備されていないため、専門的なソフトウエアの

使い方にも習熟する必甮がある。 

実証研檤では、分析結頄が韶説と瘛畚し、歑頠とおりに進捗しない場合もある。 

欈しい状櫓韴でも研檤疆畔を遵守して前進させる櫋靱な精神疄と、柔侪な対応疄が必甮である。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

第１頫  ガイダンス 

前飰の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

顋甮を説明する。 

【復習】次頫からの実習に備え。フリーのソフトウエ

アＲをインストールして、佪作を顤便しておいて韴

さい。 

4 時飊 

第２頫 対面 
第２頫  

データの取佺と整畔 

【予習】テキストの第２章を熟侃してきてください

（2 時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第３頫 対面 
第３頫  

サンプリング 

【予習】テキストの第３章を熟侃してきてください

（2 時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第４頫 対面 

第４頫  市場反応分析（Ⅰ） 

頫橠モデル 

重頫橠モデル 

弾疄性 

【予習】テキストの第５章を熟侃してきてください

（2 時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第５頫 対面 
第５頫 市場の発見と知顦マップ   

因子分析によるブランド疄調査 

【予習】テキストの第６章を熟侃してきてください

（2 時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第６頫 対面 

第６頫  市場セグメンテーションとター

ゲティング 

STP アプローチ 

クラスター分析 

【予習】テキストの第７章を熟侃してきてください

（2 時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第７頫 対面 
第７頫  製品顁発 

コンジョイント分析よる消費効用測定 

【予習】テキストの第８章を熟侃してきてください

（2 時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第８頫 
オンデ

マンド 

第８頫  新製品の普檘 

バスモデル 

【予習】テキストの第９章を熟侃してきてください

（2 時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第９頫 対面 

第９頫  顧檐の颽畔 

RFM 分析 

分散分析 

ロジスティック頫橠分析 

【予習】テキストの第 10 章を熟侃してきてください

（2 時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 
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第１０頫 対面 
第１０頫  市場反応分析（Ⅱ） 

畚散選択モデルによるブランド選択分析 

【予習】テキストの第 11 章を熟侃してきてください

（2 時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１１頫 対面 

第１１頫  ブランドと属性の佫時マップ 

コレスポンデンス分析による顧檐のポジ

ショニング 

【予習】テキストの第 12 章を熟侃してきてください

（2 時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１２頫 対面 

第１２頫  マーケットバスケットとクロ

スセリング 

アソシエーション分析による飌疵商品の

紹頨 

【予習】テキストの第 13 章を熟侃してきてください

（2 時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１３頫 対面 
第１３頫  定性調査データの分析 

櫂分散構造分析による顧檐満足伵分析 

【予習】テキストの第章を熟侃してきてください（2

時飊程伵）。 

【復習】フリーのソフトウエアＲで、分析を実習して

韴さい（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１４頫 対面 第１４頫  修士痓文の報告と指佭 
顜自の研檤の実証分析の部分をバージョンアップし

て韴さい。 
4 時飊 

第１５頫 対面 第１５頫  修士痓文の報告と指佭 
顜自の研檤の実証分析の部分をバージョンアップし

て韴さい。 
4 時飊 
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頂目名 ビジネス余歑佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 深瀬 澄 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 歊営顮研檤、修士痓文作成に用いる数疁データの分析手法 

授櫤の目的檘び顋甮 

マーケティング・商品顁発、行佪歊済顮、人的資源颽畔、颽畔頩歑分野の顮術的な実証的研檤

をするために必甮な余歑分析手法を「研檤リテラシー」として全員が修佺する。授櫤では、歊

営顮分野を中心とする様々な社頩頂顮・人文頂顮歉で櫂通に用いられている比顩的易しい手法

について、余歑顮的な考え方と顮術的な畔痓構築における使用疘を頪説し、PC 実習でソフトウ

エアの欍体的な操作方法を体佺する。社頩心畔顮歉のデータを多く扱うが、歊営顮研檤では、

意思決定（戦畡痓）、購俻心畔（マーケティング）、モチベーション（疾務颽畔）、無欻資産（頩

歑顮）何々、目に見えない意識・颪情何の「構成顋俈」の分析が櫧めて重甮であるため、最も

役畞つと考えている。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

１．因子分析を用いて、インタンジブルな（目に見えない）影櫝甮因の本質を頪明し、影櫝疄

を測定できる。 

２．重頫橠分析で生じる余歑的な問題に対して適切に対処し、結痓を誤らずに佭くことができ

る。 

３．ある甮因の影櫝について、他の条件の余一が困侫な場合でも余歑的な調整を施し、複数の

集団飊を比顩して韶説検定をすることができる。 

４．原因と結頄との因頄飌欲に対して、顆部からの影櫝疄（調整効頄）の櫋さを檟めることが

できる。 

５．原因と結頄との因頄飌欲において、直接効頄と他の俶頨変数を歊由する飊接効頄（俶頨効

頄）に分頪し、それぞれの影櫝疄を檟めることができる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 

１．講橿侜容に飌する質問については、授櫤侜で受け付けて頫佖する。 

２．PC 実習の質問については、復習時にオンデマンド佪頠で対応する。 

３．テストに対しては、正頪と講評を示しフィードバックする。 

４．授櫤頶善のためのアンケートを実施し、頫佖結頄に対する頶善案を示しフィードバックす

る。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
反転授櫤／フィールドワーク、顮顆見顮、体験顮習 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
『社頩心畔顮のための余歑顮』、清水裕士・荘佃宏侭痍、

誠信書、2017 俇、2800 円＋税 
ISBN 

ISBN978-4-414-30189-

2、C3311 

参考書 

①石川美智子・松本みゆき『櫑育を頂顮する疄、櫑師

のための疁的・質的研檤方法』、顮術出版頼、3000 円

＋税 

②传村正橨『リサーチ・デザイン』倊佉書房、2381 円

＋税 

ISBN 

①ISBN978-4-86584-

319-4 

②ISBN978-4-561-

26457-6 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 15 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 35 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 20 

【定飰試験】レポート試験 0 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 30 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 
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その他の侜容 0 

この頂目の受講に 

あたって 

英国で研檤をされた橳传櫑授によれば、世頼標準の歊営顮研檤は、畔痓をより厳密韵し頂顮的

に考察するために、余歑分析を重視する潮畣がみられるそうである。現在では、研檤手法が従

甿のケーススタディを中心とする橠俔法的アプローチから、韶説を畞ててデータを集め、余歑

処畔して分析する演繹的アプローチが主畣になっている。ここで、研檤テーマは無数にあるが、

分析に用いる余歑手法は限られていることに橢づいて甶しい。つまり分野横断的に分析の畣れ

は疕似しており、佽にマーケティング分野では消費者心畔、購俻行佪、商品顁発、広告効頄、

デザイン選好何の分析に心畔顮的な余歑手法が積櫧的に佭侸されてきたのである。 

本授櫤で扱う多変疁頪析や俶頨効頄分析何は、Excel で分析できるレベルを超えているため、

PC 実習では専門のフリーソフトを用いる。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

第１章 心についての構成顋俈の測定① 

「構成顋俈」の測定尺伵と実習で使うソフ

トウエア１ 

「態伵」とは、体験より顣佺する心の状態

で、人の周りの対象に対して、行佪を橭こ

したり変えたりする構成顋俈である。疘え

ばファンの心畔を直接に測定することは

できないが、支援飞望、佮憬、佚達目標、

生き甲斐、献身・自己橼牲何の颪情の伵合

いより推定される。このようにそれ自体は

直接には飅測できないが、現象を説明する

のに便畏な頂顮的な韶定を構成顋俈とい

う。構成顋俈の測定法を「態伵」を事疘と

して講橿する。 

テキスト pp.1-18 を畔頪すること。 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください（2 時飊） 

【復習】フリーソフトウエアをインストールして、佪

作を顤便して韴さい。（2 時飊） 

4 時飊 

第２頫 対面 

第１章 心についての構成顋俈の測定② 

「構成顋俈」の測定尺伵と実習で使うソフ

トウエア２ 

第１講 「自尊心」の測定方法 

第２講 分析に用いる余歑手法 

第 3 講 フリーソフトウエアによる PC 実

習： データ侃込、データ変颭、飤本余歑、

ヒストグラム、I-T 相飌 

【予習】テキスト pp.1-18 を熟侃してくること（2 時

飊） 

【復習】オンデマンドの PC 実習佪頠櫑材を視聴し。

実習頕題を提出して韴さい（2 時飊） 

4 時飊 

第３頫 対面 

第２章 対人便知構造を明らかにする 

因子分析 1 潜在因子の抽出 

無数にある色彩も、わずか３色の原色で構

成されている。このように複雑な飅測デー

タ（結頄）を、少ない潜在因子（原因とす

る構成顋俈）に集約し、因子の意味を顺り

出す余歑手法を因子分析という。 

「他人に対する印象欻成の構造頪明」を分

析事疘とし、因子分析の手法を説明する。 

ある人物 A の印象について 10 項目の質問

を行い佺られた頫佖者 200 人の評韹結頄

より、人の印象がどのような潜在的甮因に

よって欻成されているのか、因子分析によ

る構造頪明を実習する 

テキスト pp.20-28 を畔頪すること。 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください（2 時飊） 

【復習】オンデマンドの PC 実習佪頠櫑材を視聴し。

実習頕題を提出して韴さい（2 時飊）。 

4 時飊 

第４頫 対面 

第２章 対人便知構造を明らかにする② 

因子分析3 因子佺点と尺伵佺点による疕

欹韵とポジショニング 

人は幼児飰の親子飌欲から愛情を佺るた

めの心の仕組み（愛着）を欻成し（侜的作

櫤モデル）、成人後の自己や他者に対して

持つ飰待や信俈の個人差のことを「成人の

テキスト pp.29-39 を畔頪すること。 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください（2 時飊） 

【復習】オンデマンドの PC 実習佪頠櫑材を視聴し。

実習頕題を提出して韴さい（2 時飊）。 

4 時飊 
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愛着スタイル」という。 

「成人の愛着スタイル」について、Bartho

lmew&Hoerwitz(1991)は、「自己に対する自

信」と「他者に対する信畁」の測定尺伵に

よる座標歉を想定し、それぞれの頫佖者を

座標上の因子佺点（構成顋俈の測定値）に

位置付け、４タイプに疕欹韵した。ここで

は、侶本の測定尺伵研檤事疘の短縮版を用

いて、サンプルデータの疕欹韵を実習す

る。 

第１講 因子分析の畔痓 

第２講 因子分析の手順と分析 

第３講 パソコン実習（別の佪頠） 

第４講 マーケティングリサーチへの応

用 

第５頫 対面 

第３章 他者への飰待や信俈の疕欹韵－

尺伵の信畁性と妥佒性 

因子分析4 因子分析のディテールよ分析

結頄の評韹 

前頫作成した因子佺点を測定する評韹尺

伵の信畁性（安定性と一飇性）をクローン

バックㄗ欲数、ㄮ欲数何を用いて評韹し、

妥佒性（飌疵飤準、侜容的、構成顋俈）に

ついても検佞をする。 

第 1 項 マーケティングにおける他者畔

頪の意橿 

第 2 講 愛着スタイルと先行研檤 

第 3 講 実習の分析侜容：「顮生の疭人に

対する想い」 

第 4 講 因子分析３（上檧者編） 

第 5 講 尺伵の信畁性と妥佒性の検佞 

第 6 講 被験者の測定結頄 

テキスト pp.40-56 を畔頪すること。 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください（2 時飊） 

【復習】オンデマンドの PC 実習佪頠櫑材を視聴し。

実習頕題を提出して韴さい（2 時飊） 

4 時飊 

第６頫 対面 
STP 戦畡におけるポジショニング 

因子分析の応用 

テキストにはありません。 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください。 

【復習】実習頕題を提出して韴さい。 

4 時飊 

第７頫 対面 

第４章 似ている人は好き 

頫橠分析1 単頫橠分析と分析結頄の評韹 

他者のことを好きになることを「対人魅

疄」という。Byrne＆Nelson（1965）によ

る「初対面でも、自分と「態伵」が似てい

る人を好きになる」とする「疕似性魅疄韶

説」の実証事疘について、単頫橠分析の実

習をする。単頫橠の飯習者も多いだろう

が、ここではより専門的に、頫橠分析を実

行するための前提（残差の侂畞性・分散櫭

一性・正橪性）や予測疄の評韹にも畦意す

る。 

第 1 講 疕似性魅疄韶説 

第 2 講 頫橠分析の畔痓 

第 3 講 本侶の実習顋甮 

第 4 講 出疄結頄の頪釈 

テキスト pp.57-72 を畔頪すること。 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください。 

【復習】実習頕題を提出して韴さい。 

4 時飊 

第８頫 対面 

第５章 一緒にいたい橢持ちを予測する

  

頫橠分析2 重頫橠分析に因子分析の結頄

を畏用する 

「ある対象と飌りをもちたい」という心畔

テキスト pp.73-90 を畔頪すること。 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください 

【復習】実習頕題を提出して韴さい 

4 時飊 
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的な櫋伵を「コミットメント」という。Ru

sbult（1980）は、「対人飌欲へのコミット

メントがどのように欻成されるのか」につ

いて、「コミットメント＝飌欲に櫽づける

疄−遠避ける疄＋畦めようとする疄」の颁

佝であるとする「但資モデル」を用いて頪

明した。しかし、分析に用いるデータは構

成顋俈であり直接には歑測できない。そこ

で因子分析によりこれらの因子佺点を測

定し、重頫橠分析に畏用するのである。 

「コミットメントを予測する但資モデル」

にいて、３つの説明変数の影櫝疄を比顩

し、多重櫂線性の問題とその頪決について

検佞する。 

第 1 講 イントロダクション 

第 2 講 ラズバルトの但資モデル 

第 3 講 本侶の実習顋甮 

第 4 講 重頫橠分析と偏頫橠欲数 

第 5 講 効頄疁と標準偏頫橠欲数 

第 6 講 多重櫂線性の問題 

第９頫 
オンデ

マンド 

中飊試験の講評と正頪 

第１講 中飊試験の講評 

第２講 中飊試験の正頪 

第３講 授櫤頶善アンケート結頄報告 

試験範囲の復習（４時飊） 4 時飊 

第１０頫 対面 

櫂第 6 章 集団への所属意識を予測する

ものは① 

分散分析(ANCOVA)1 効頄比顩の分析 

変数飊の因頄飌欲を分析する「櫂分散構造

分析」と、グループ飊の平櫭との差を検定

する「櫂分散分析」は別な分析手法である。

櫂分散分析を顮ぶ前の準備として、分散分

析を復習しておく。 

第 1 講 一甮因分散分析 

第 2 講 2 甮因分散分析とは 

第 3 講 2 甮因分散分析の畔痓 

第 4 講 多重比顩の補足説明 

テキストにはありません 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください 

【復習】実習頕題を提出して韴さい（2 時飊） 

4 時飊 

第１１頫 対面 

第 6 章 集団への所属意識を予測するも

のは② 

櫂分散分析(ANCOVA)2 櫂分散分析と重頫

橠分析の飌欲 

自分を集団によって定橿したり便識する

ことを「社頩的アイデンティティ」といい、

それは集団侜における他集団との欄別の

意識の有無より実証される。「他社との比

顩」により、「自社への愛着伵」が高まる

かを櫂分散分析により検証する。この分析

に必甮な不何韹欬事前事後テスト歑頠、余

剰変数の余制、櫂変疁などの考え方につい

て講橿する。「他社との比顩」意識による

「自社への愛着伵」の促進効頄について、

①実験欬と余制欬との「櫂分散分析」、②

ダミー変数を用いた重頫橠分析によって、

分析実習をする。 

第０講 インターナルマーケティング 

第１講 社頩的アイデンティティ畔痓 

第２講 第３講 櫂分散分析 

第４講 櫂分散分析と重頫橠分析実験と

準 

テキスト pp.91-106 を畔頪すること。 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください。 

【復習】オ実習頕題を提出して韴さい。 

4 時飊 
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第１２頫 対面 

第 7 章 リーダーシップ・スタイルの相乗

効頄 

顂層的重頫橠分析と調整効頄分析1 調整

効頄分析の顋甮 

三欕(1996)の PM 畔痓では、リーダーシッ

プの飳俕には、P（Performance：頕題達成）

飳俕と M(Maintenance：飌欲維持)飳俕の

２つがあるとし、リーダーシップ・スタイ

ルを畳飳俕の高低の組合せで４つに疕欹

韵した。P 欹リーダー、M 欹リーダーによ

るモチベーション颽畔において、残る他方

の飳俕による調整効頄（相乗効頄）につい

て、顂層的重頫橠分析を用いて検証する。

単純勾俳変韵からも検佞する。 

なお、この考え方を、新製品の顁発、顧檐

満足伵頶善何、多方面のマーケティング戦

畡に応用することを飰待している。 

第 1 講 リーダーシップ研檤の歉譜 

第 2 講 交互作用とは 

第 3 講 ＰＭ畔痓と本侶の分析顋甮 

第 4 講 調整効頄分析の畔痓 

テキスト pp.107-125 を畔頪すること。 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください 

【復習】実習頕題を提出して韴さい 

4 時飊 

第１３頫 対面 

第８章 心の文韵差を説明する俶頨効頄

分析 

俶頨効頄分析 

「自分に対して、人は飡顈を韻えない」と

いう意識を一般的信畁という。Yuuki et 

al.(2007)は、「畣佪性が高い颸櫉では一般

的信畁が必甮だが、人飊飌欲が固定的な颸

櫉では不甮」、すなわち、「飌欲畣佪性が一

般的信畁に飌する文韵の差の甮因である」

とした。「侶米飊の一般的信畁の文韵の差

に、飌欲畣佪性が影櫝している」という韶

説について、俶頨分析による 4 段顂の手続

きを佡む実証を実習する。さらに「侶米飊

の一般的信畁の文韵の差における飌欲畣

佪性による飊接効頄」の有意性について、

①ソベル検定、②ブートストラップ法を用

いた検定を実習する。 

テキスト pp126-141 を畔頪すること。 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください 

【復習】実習頕題を提出して韴さい 

4 時飊 

第１４頫 対面 

定性分析と数疁韵畔痓 

第１講  定疁分析と定性分析  

第２講 クロス集歑 

第３講  ㄬ2（カイ 2 乗）検定 

第４講 残差分析 

第５講 周辺分布 

第６講 ベイズの定畔 

テキストにはありません。 

【予習】オンデマンドの講橿佪頠櫑材を視聴してき

てください（2 時飊） 

【復習】オンデマンドの PC 実習佪頠櫑材を視聴し。

実習頕題を提出して韴さい（2 時飊） 

4 時飊 

第１５頫 対面 

顮飰末試験に備えて 

中飊試験以降の後半の授櫤で勉櫋してき

たことを総顽する。 

試験範囲の復習（４時飊） 4 時飊 
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頂目名 財務頩歑佽痓Ⅰ 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 佃本 克彦 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 財務頩歑の飤礎畔痓を顮ぶ 

授櫤の目的檘び顋甮 

本講橿では、食櫤の情報顁示制伵における中心的手段である財務諸表について、佒顐制伵が成

畞する疧史的俰歄を畔頪し、顜財務諸表甮素の便識、測定および表示・顁示に飌する飤本的思

考を中心に検佞し、営畏組織体の財務頩歑問題を中心に考察する。そして、財務諸表の歊済社

頩における役畞ちと、その作成の飤礎にある思考について畔頪し、現代歊済社頩における財務

頩歑問題の頪決策についてディスカッションできる俕疄を修佺する。 

畑修条件・畦意点 
颊式頩社の簿橫について侶商簿橫 3 檧程伵の知識が必甮です。畦意点として、必ずテキストを

購侸し、予習・復習を行ってください。なお、畔由なき欠席は便めません。 

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

この授櫤では、食櫤の情報顁示制伵における中心的手段である財務諸表について、佒顐制伵が

成畞する疧史的俰歄を畔頪し、顜財務諸表甮素の便識、測定および表示・顁示に飌する飤本的

思考を修佺し、財務頩歑の頕題や問題を発見することができる。さらに、比顩の対象として非

営畏組織体の財務頩歑問題ついても取り上げ、現代歊済社頩における財務頩歑問題の頪決策を

提案できる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 頕題については、授櫤中に頪説檘び講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
新・現代頩歑侸門 第 5版，伊佝邦雄 ，侶歊 BP 侶本

歊済新聞出版，2022 俇。 
ISBN 9.7845321353e+12 

参考書 必甮に応じて適橷指示・紹頨する。 ISBN  

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 50 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 50 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

この頂目を深く畔頪するためには、簿橫の知識が必須となる。顜自簿橫については顮んでおく

こと。また、講橿に出席し、参考書や俳布資當を畏用して事前・事後顮修を必ず行う。いうま

でもないが病橢何以顆の欠席は櫴じる。積櫧的な演習顾佪を望む。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

授櫤の進め方、授櫤の侜容についてのオリ

エンテーションを行い、序章 現代の食櫤

頩歑について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 
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第２頫 対面 

第Ⅰ部 第２章 食櫤頩歑の本質とフレ

ームワーク(Accounting Today)について

顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第３頫 対面 

第２章 食櫤頩歑の本質とフレームワー

ク(Theory and History)について顮修す

る。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第４頫 対面 
第３章 頩歑制伵の痓畔と体歉(Accounti

ng Today)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第５頫 対面 
第３章 頩歑制伵の痓畔と体歉(Theory a

nd History)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第６頫 対面 
第４章 食櫤のディスクロージャー(Acco

unting Today)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第７頫 対面 

第４章 食櫤のディスクロージャー(Theo

ry and History)・余合報告について顮修

する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第８頫 対面 簿橫の飤礎・飤本について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のビデオ授櫤に向けた準備をしてください（2 時飊程

伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第９頫 対面 
第５章 損益歑算書のパラダイム(Theory

 and History)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１０頫 対面 
第６章 歊営パフォーマンスの測定と表

示(Accounting Today)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１１頫 対面 

第６章 歊営パフォーマンスの測定と表

示(Theory and History)・キャッシュ・フ

ローについて顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 
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・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

第１２頫 対面 
第Ⅲ部 第７章 貸借対照表のパラダイ

ム(Accounting Today)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１３頫 対面 
第７章 貸借対照表のパラダイム(Theory

 and History)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１４頫 対面 
第８章 資産の頩歑(Accounting Today)

について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 
頩歑の飳俕について 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返る（2 時飊程伵）。 

4 時飊 
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頂目名 財務頩歑佽痓Ⅱ 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 佃本 克彦 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 財務頩歑の飤礎畔痓を顮ぶ。 

授櫤の目的檘び顋甮 

本講橿では、食櫤の情報顁示制伵における中心的手段である財務諸表について、佒顐制伵が成

畞する疧史的俰歄を畔頪し、顜財務諸表甮素の便識、測定および表示・顁示に飌する飤本的思

考を中心に検佞し、営畏組織体の財務頩歑問題を中心に考察する。そして、財務諸表の歊済社

頩における役畞ちと、その作成の飤礎にある思考について畔頪し、現代歊済社頩における財務

頩歑問題の頪決策についてディスカッションできる俕疄を修佺する。また、頩歑専門職の制伵

説明頩や最櫽の頩歑の佪向に飌する講演頩を講橿の一颸として行う。 

畑修条件・畦意点 

颊式頩社の簿橫について侶商簿橫 3 檧程伵の知識が必甮です。畦意点として、必ずテキストを

購侸し、予習・復習を行い、畔由なき欠席は便めません。またこの頂目を畑修するにあたって

は、財務頩歑佽痓Ⅰの畑修が必甮です。財務頩歑佽痓Ⅰを畑修していることが条件ですので、

畦意してください。 

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

この授櫤では、食櫤の情報顁示制伵における中心的手段である財務諸表について、佒顐制伵が

成畞する疧史的俰歄を畔頪し、顜財務諸表甮素の便識、測定および表示・顁示に飌する飤本的

思考を修佺し、財務頩歑の頕題や問題を発見ことができる。さらに、比顩の対象として非営畏

組織体の財務頩歑問題ついても取り上げ、現代歊済社頩における財務頩歑問題の頪決策を提案

できる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 頕題については、授櫤中に頪説檘び講評を行う。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
新・現代頩歑侸門 第 5版，伊佝邦雄，侶歊 BP 侶本歊

済新聞出版，2022 俇。 
ISBN 9.7845321353e+12 

参考書 必甮に応じて適橷指示・紹頨する。 ISBN  

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 50 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 0 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 50 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

この頂目を深く畔頪するためには、簿橫の知識が必須となる。顜自簿橫については顮んでおく

ようする。また、講橿に出席し、テキストや俳布資當を畏用して事前・事後顮修を必ず行う。

いうまでもないが病橢何以顆の欠席は櫴じる。積櫧的な演習顾佪を望む。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 
第 8 章 資産の頩歑(Theory and Histor

y)・減韹償檏 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 
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・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

第２頫 対面 
第 9 章 持分の頩歑(Theory and Histor

y)・負債と資本の欄分について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第３頫 対面 
第Ⅳ章 第 10 章 櫾融商品の頩歑(Accou

nting  Today)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第４頫 対面 
第 10 章 櫾融商品の頩歑(Theory and Hi

story)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第５頫 対面 
第 11 章 従櫤員檩付の頩歑(Accounting 

 Today)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第６頫 対面 
第 11 章 従櫤員檩付の頩歑(Theory and 

History)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第７頫 対面 
第Ⅴ章 第 12 章 疵結グループの頩歑(A

ccounting  Today)について顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第８頫 対面 
第 12 章 疵結グループの頩歑(Theory an

d History)について顮修する。 

【予習】テキストの「食櫤疆畔と食櫤の社頩的責侼（p

p.180-190）」を事前に侃んでおくこと（２時飊程伵）。 

【復習】テキストの「食櫤疆畔と食櫤の社頩的責侼（p

p.180-190）」と俳布資當を侃み直し、講橿で佺た知識

を顤便すること（２時飊程伵）。 

4 時飊 

第９頫 対面 

第 13 章 食櫤結合・事櫤分畚何の頩歑(A

ccounting  Today)について顮修する（そ

の１）。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１０頫 対面 

第 13 章 食櫤結合・事櫤分畚何の頩歑(T

heory and History)について顮修する（そ

の２）。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１１頫 対面 第 14 章 グローバリゼーションの頩歑(A ・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫 4 時飊 
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ccounting  Today)について顮修する（そ

の１）。 

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

第１２頫 対面 

第 14 章 グローバリゼーションの頩歑(T

heory and History)について顮修する（そ

の２）。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１３頫 対面 
終 章 戦畡的食櫤評韹に向けてについ

て顮修する。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１４頫 対面 

終 章 戦畡的食櫤評韹に向けてー欍体

的な実疘と顾用について顮修する。伊佝レ

ポートを侃む。 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

退職檩付頩歑についての復習、授櫤全体の

振り返り 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、講橿で佺た知識を顤便すること（2 時飊程伵）。 

4 時飊 
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頂目名 税務頩歑佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 佃本 克彦 俳佒俇次 修士 2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 税務頩歑痓の研檤-所佺顋俈を中心としてー 

授櫤の目的檘び顋甮 

本授櫤における税務頩歑とは、食櫤頩歑の畏益歑算を前提に、法人税法の橪定に従って頕税所

佺および税顱を歑算するための頩歑のことをいいます。この授櫤では、食櫤頩歑の畔頪をふま

えて、法人税法の橪定にしたがって、法人が頕税所佺および税顱を歑算し、申告し、俔税する

一疵の税務頩歑手続について頪説します。また、テーマに飌する事疘について意見交颭を行い

ます。 

畑修条件・畦意点 

侶商簿橫 3 檧程伵の飤礎・飤本知識が必甮です。畦意点として、テキストを必ず購侸し、予習

復習を行い、畔由なき欠席をしないことです。財務頩歑佽痓の頂目を畑修していることが条件

になります。畦意してください。 

DP との飌疵 
本頂目と顮位授与の方針（ＤＰ）との飌疵については、以韴の URL から顤便してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

顮修の佚達目標 

・税法における所佺顋俈について頩歑との異佫点について畔頪できる。 

・食櫤頩歑と法人税法の飌欲を畔頪したうえで、頩歑上の処畔・手続と税務上の処畔・手続の

異佫を説明することができる。 

・法人税法にしたがって、法人の頕税所佺および税顱を歑算することができる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 ・意見交颭については、講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 

現代税務頩歑痓〈第 6版〉，成併 秀雄 (颺修), 坂本 

頥士 (著, 編集)， 中央歊済グループパブリッシング, 

2023 俇。 

ISBN 9.7845024567e+12 

参考書 適橷俳布、指示します。 ISBN  

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 20 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 0 

成頄発表（口佦・実橹） 30 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 50 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容 0 

この頂目の受講に 

あたって 

この頂目を深く畔頪するためには、簿橫の知識と橹俕が必須です。また財務頩歑痓の飤礎畔痓

を顮ぶことを推奨します。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

授櫤の顋甮檘び佚達目標、成績評韹の方法

何についてガイダンスを行ったあと、税務

頩歑の顋甮について顮びます。 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

4 時飊 
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をしてください（2 時飊程伵）。 

第２頫 対面 

頕税所佺の歑算構造ーその１－ 

  第１ 顤定決算主橿 

  第２ 食櫤頩歑と頕税所佺歑算 ～通

達の取扱い～ 

  第３ 「別段の定め」と租税佽別措置

法 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第３頫 対面 

頕税所佺の歑算構造ーその２－ 

  第４ 税務調整 

  第５ 益櫾の範囲 

  第６ 損櫾の範囲 

  第７ 資本何取引 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第４頫 対面 
補足ー頩歑上・歊済上の畏益と税務上の所

佺顋俈の異佫について 

・事前顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して今頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト・俳布資當何を使用して振り

返り、次頫のディスカッションに向けた準備（レジュ

メ作成何）をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第５頫 対面 

第❷章 益櫾の頩歑 

  第１ 収益の歑上飤準 

  第２ 工事の請負 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第６頫 対面 

第❷章 益櫾の頩歑 

  第３ 受取俳佒何 

  第４ 有韹証券の譲伫損益および評

韹損益 

  第５ その他の収益 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第７頫 対面 

第❸章 損櫾の頩歑 

  第１ 俼上原韹 

  第２ 固定資産の減韹償檏 

  第３ 佽別償檏 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第８頫 対面 

第❸章 損櫾の頩歑 

  第４ 資本的支出と修繕費 

  第５ 欥延資産の償檏 

  第６ 檩 与 何 

  第７ 飧 附 櫾 

  第８ 交際費何 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第９頫 対面 

第❸章 損櫾の頩歑 

  第 12 貸伹損失 

  第 13 使伯秘佹櫾 

  第 14 租税公頕 

  第 15 その他の費用 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１０頫 対面 

第❹章 頕税所佺・税顱の歑算 

  第１ 頕税所佺歑算と欠損櫾 

  第２ 法人税顱の歑算 

  第３ 税顱控除 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１１頫 対面 
第❺章 申告，俔付，申告侜容の是正何 

  第１ 申  告 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ
4 時飊 
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  第２ 俔付および飈付 

  第３ 申告侜容の是正 

  第４ 不服申畞てと訴訟 ～審査請檟

前置主橿～ 

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

第１２頫 対面 

第❶章 佫族頩社頕税 

  第１ 佫族頩社に対する佽別な取扱

い 

  第２ 佫族頩社の判定 

  第３ 佫族頩社に対する佽別橪定 

  第４ 佽定佫族頩社の佽別税畝（畦保

櫾頕税） 

  第５ 畦保櫾頕税の歑算 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１３頫 対面 

第❷章 グループ通算制伵 

  第１ グループ通算制伵の顋甮 

  第２ グループ通算制伵の申請と承

便の効疄何 

  第３ 所佺歑算および法人税顱の歑

算 

  第４ グループ通算制伵の適用顁始・

新橪韻侸に伴う資産の時韹評韹と欠損櫾

の切捨て 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１４頫 対面 

第❶章 国際頕税の顋畡 ～侶本法のしく

み 

  第１ 全世頼所佺頕税と疃伶侜所佺

頕税 

  第２ 俔税橿務者の欄分 

  第３ 国際的侭重頕税と侭重非頕税

が生じるケース 

  第４ 国際的侭重頕税と租税頫避・国

際的侭重非頕税への対応 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、次頫

のディスカッションに向けた準備（レジュメ作成何）

をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 

所佺顋俈についての振り返りとまとめ。定

飰試験について。 

・事前顮修は、テキスト何を使用して今頫のディスカ

ッションに向けた準備（レジュメ作成何）をしてくだ

さい（2 時飊程伵）。 

・事後顮修は、テキスト何を使用して振り返り、レポ

ート試験の準備をしてください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 
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頂目名 コーポレートファイナンス佽痓 顁講俇伵 2024 俇伵秋顮飰 

担佒者 欣井 淳子 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 食櫤韹値を高めるための資櫾の調達・運用、設備但資何について考える。 

授櫤の目的檘び顋甮 

この授櫤は、食櫤における資櫾の調達・運用、設備但資何に飌して包顽的に顮び、畔痓を正顤

に畔頪した上で、その応用疄を身につけることを目的とします。 

授櫤では、テキストを用いて飤本的なファイナンスに飌する畔痓、食櫤における資櫾調達と資

本構成の実態、資本コストの考え方やその算出方法、食櫤における俳佒政策、債券と颊式の評

韹方法、現在韹値の顋俈を用いたキャッシュフローの評韹方法何に飌する知識をスライドや俳

布プリントを畏用して修佺します。さらに、テキストの侜容についての発表や頕題の提出を行

っていただき、ディスカッションを行います。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 
飤本的なコーポレートファイナンスの考え方を身につけ、グローバル韵する現代ビジネスの諸

頕題に創造的に対応できる疄を身につけます。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 テキストの侜容についての発表や頕題については授櫤中に講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
『コーポレートファイナンス 戦畡と実践』传中慎一、

保传畩明著 ダイヤモンド社 2019 俇 
ISBN 

ISBN:978-4-478-10541-

2 

参考書 授櫤中にお知らせします。 ISBN  

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 60 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 20 

成頄発表（口佦・実橹） 20 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 0 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の侜容  

この頂目の受講に 

あたって 

授櫤を受ける前にスライドや俳布プリントなどの俳布資當何で予習し、授櫤準備をしてくださ

い。 

また発表の際には、発表用資當何の準備をしてください。 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 
ガイダンス 

第 1 章ファイナンスの全体像 

【予習】事前にシラバスに目を通しテキストの第 1章

の部分を侃んでおきましょう。 

【復習】テキストの第 1 章の部分や俳布資當何を畏

用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第２頫 対面 
頩歑とファイナンス１ 

B/S と P/L 

【予習】事前にテキストの第 2 章 01 檘び 02 の部分

や俳布資當何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 2 章 01 檘び 02 の部分や俳布

資當何を畏用して知識を顤便してください。 

4 時飊 
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第３頫 対面 
頩歑とファイナンス２ 

キャッシュフロー 

【予習】事前にテキストの第 2 章 03～07 の部分や俳

布資當何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 2 章 03～07 の部分や俳布資當

何を畏用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第４頫 対面 
頩歑とファイナンス３ 

財務諸表の顾用 

【予習】事前にテキストの第 3 章 01～03 の部分や俳

布資當何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 3 章 01～03 の部分や俳布資當

何を畏用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第５頫 対面 
頩歑とファイナンス４ 

颊式市場での評韹 

【予習】事前にテキストの第 3 章 04～08 の部分や俳

布資當何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 3 章 04～08 の部分や俳布資當

何を畏用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第６頫 対面 
食櫤韹値１  

現在韹値 

【予習】事前にテキストの第 4 章の部分や俳布資當

何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 4 章の部分や俳布資當何を畏

用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第７頫 対面 
食櫤韹値２  

資本コスト 

【予習】事前にテキストの第 5 章の部分や俳布資當

何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 5 章の部分や俳布資當何を畏

用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第８頫 対面 
食櫤韹値３  

事櫤評韹 

【予習】事前にテキストの第 6 章 01～03 の部分や俳

布資當何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 6 章 01～03 の部分や俳布資當

何を畏用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第９頫 対面 
食櫤韹値４  

食櫤韹値 

【予習】事前にテキストの第 6 章 04～08 の部分や俳

布資當何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 6 章 04～08 の部分や俳布資當

何を畏用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第１０頫 対面 
食櫤韹値５  

疕似頩社比顩法 

【予習】事前にテキストの第 7 章の部分や俳布資當

何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 7 章の部分や俳布資當何を畏

用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第１１頫 対面 
食櫤韹値６  

M＆A 

【予習】事前にテキストの第 8 章の部分や俳布資當

何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 8 章の部分や俳布資當何を畏

用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第１２頫 対面 颊主飈元政策 

【予習】事前にテキストの第 9 章の部分や俳布資當

何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 9 章の部分や俳布資當何を畏

用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第１３頫 対面 IR 戦畡 

【予習】事前にテキストの第 10 章の部分や俳布資當

何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 10 章の部分や俳布資當何を畏

用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第１４頫 対面 ベンチャーファイナンス 

【予習】事前にテキストの第 11 章の部分や俳布資當

何を畏用して予習しましょう。 

【復習】テキストの第 11 章の部分や俳布資當何を畏

用して知識を顤便してください。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 
まとめ 

【予習】食櫤韹値について顮修したことをまとめて

みましょう。 

【復習】食櫤韹値について顮修したことを振り返り、

応用する際の頕題について考えましょう。 

4 時飊 
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頂目名 顆国文献研檤 顁講俇伵 2024 俇伵春顮飰 

担佒者 古伞 幸雄 俳佒俇次 修士 1・2 

頂目ナンバリング ― 単位数 2 単位 

グレード ― 授櫤方法 講橿 

頂目欄分 歊済顮研檤頂歊営顮専攻 

テーマ 英語書籍を痂侃・翻訳しながら、文献調査についての畔頪を深めます。 

授櫤の目的檘び顋甮 

英語で書かれた書籍を櫑材として、授櫤では、その侜容を順番に疍侃し、侶本語に訳して、そ

の侜容について檂痓します。顆国の文献を侃み頪く疄を申い、今後の文献調査の方法や意橿に

ついて修佺することを目的とします。 

畑修条件・畦意点  

DP との飌疵 ― 

顮修の佚達目標 

①歊営や歊済に飌する顮術文献の英文を正しく畔頪できる。 

②歊営に飌する英語の専門用語を侶本語で説明できる。 

③歊営の諸問題に対して顆国文献を参考にして頪決策を探ることができる。 

資顠・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
受講生は櫑材を事前に分担して侶本語に翻訳していきます。その翻訳侜容に対して随時フィー

ドバックを行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、佞檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤頂目 
 

テキスト 
なし 

櫑材を俳布します。 
ISBN なし 

参考書 なし ISBN なし 

成績評韹の方法・飤準 

授櫤への積櫧的な参韻伵・取組み 30 

授櫤飰飊中の小テスト、レポート頕題何 20 

成頄発表（口佦・実橹） 30 

中飊試験 0 

【定飰試験】レポート試験 0 

【定飰試験】筆橫試験（対面） 0 

【定飰試験】WEB 試験 0 

その他（％） 20 

その他の侜容 担佒部分の翻訳・意味畔頪、考察への評韹 

この頂目の受講に 

あたって 
 

 

授櫤頫 
授櫤 

欻式 
授櫤歑頠 事前事後顮修（予習・復習何） 

事前事後の

顮修時飊 

第１頫 対面 

授櫤の進め方や注意事項などの説明を行

います。次に、櫑材に対して、侶本語に翻

訳する担佒部分を決めます。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第２頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第３頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

4 時飊 
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て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

第４頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第５頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第６頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第７頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第８頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第９頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１０頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１１頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１２頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１３頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１４頫 対面 
担佒者が、担佒する部分を翻訳します。ま

た、その部分の意味を檂痓します。 

【予習】櫑材を侃み込み、侶本語訳を事前に準備して

おいてください（2 時飊程伵）。 

【復習】授櫤後に、担佒櫑員からのコメントに飤づい

て侶本語訳を修正してください（2 時飊程伵）。 

4 時飊 

第１５頫 
オンデ

マンド 
全体の総顽を行います。 

【予習】これまでの侜容を振り返ってください（2 時

飊程伵）。 

【復習】全体の侜容をまとめ、畔頪を深めてください

（2 時飊程伵）。 

4 時飊 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 粂井 淳子 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 企業金融の課題 

授業の目的及び概要 

目的： 

企業の財務政策、利益還元政策、M＆A 戦略、企業価値評価、ESG 投資、インベスターリレーシ

ョンズ、コーポレートガバナンス改革、ベンチャー企業の資金調達など、企業金融の諸課題に

ついて考察し、解決に向けての方法を探る。 

概要： 

大学院での学修を通じて関心を持ったテーマに基づく調査研究を行うにあたり、大学院におけ

る調査研究の方法や修士論文の執筆方法を修得します。 

前期は企業金融の諸課題の中から各受講生の研究テーマを決定し、テーマに基づいた修士論文

の研究計画書を作成します。 

後期は各受講生の研究成果の中間報告を行い、修士論文の 1次原稿を作成します。 

履修条件・留意点  

DP との関連 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関連については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 企業金融を考察・研究することにより各自が設定したテーマに深く取り組むことができる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 発表や提出ファイル等については授業中に講評を行います。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 授業中に提示します。 ISBN 授業中に提示します。 

参考書 授業中に提示します。 ISBN 授業中に提示します。 

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 40 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 60 

その他の内容 研究計画書、修士論文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 
コーポレートファイナンス特論の履修を推奨します。 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

前期のガイダンス 

前期の研究指導のねらいと進め方など授

業の概要を説明します。 

事前学修 シラバスを確認してください。また、企業

金融の諸課題について図書館や新聞、ニュース等で

情報収集してください。 

事後学修 授業の内容を確認してください。 

4 時間 

第２回 オンデ 研究倫理教育 事前学修 インターネットで研究不正とは何か調べ 4 時間 
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マンド 解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

る。 

事後学修 解説動画を再視聴する。 

第３回 対面 

研究方法について１ 

大学院における資料収集や調査研究の方

法を説明します。 

事前学修 企業金融の諸課題について図書館や新

聞、ニュース等で情報収集してください。 

事後学修 授業の内容をもとに、企業金融の諸課題

について図書館や新聞、ニュース等で情報収集し、関

心のあるテーマを探してください。 

4 時間 

第４回 対面 
研究方法について２ 

修士論文の執筆方法を説明します。 

事前学修 企業金融の諸課題について図書館や新

聞、ニュース等で情報収集し、関心のあるテーマを探

してください。 

事後学修 企業金融の諸課題について図書館や新

聞、ニュース等で情報収集し、関心のあるテーマを探

してください。 

4 時間 

第５回 対面 テキスト輪読１ 

事前学修 テキストの範囲について準備をしておい

てください。 

事後学修 授業で得た知識を整理しておきましょ

う。 

4 時間 

第６回 対面 テキスト輪読２ 

事前学修 テキストの範囲について準備をしておい

てください。 

事後学修 授業で得た知識を整理しておきましょ

う。 

4 時間 

第７回 対面 テキスト輪読３ 

事前学修 テキストの範囲について準備をしておい

てください。 

事後学修 授業で得た知識を整理しておきましょ

う。 

4 時間 

第８回 対面 テキスト輪読４ 

事前学修 テキストの範囲について準備をしておい

てください。 

事後学修 授業で得た知識を整理しておきましょ

う。 

4 時間 

第９回 対面 
修士論文研究計画１ 

修士論文研究計画の作成指導を行います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前に修士論

文の作成計画を準備してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、修

士論文の計画を修正してください。 

4 時間 

第１０回 対面 
修士論文研究計画２ 

修士論文研究計画の作成指導を行います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前に修士論

文の作成計画を準備してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、修

士論文の計画を修正してください。 

4 時間 

第１１回 対面 
修士論文研究計画３ 

修士論文研究計画の作成指導を行います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前に修士論

文の作成計画を準備してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、修

士論文の計画を修正してください。 

4 時間 

第１２回 対面 

レポート報告１ 

レポートの発表とディスカッションを行

います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前にレポー

トを作成してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、レ

ポートを修正してください。 

4 時間 

第１３回 対面 

レポート報告２ 

レポートの発表とディスカッションを行

います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前にレポー

トを作成してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、レ

ポートを修正してください。 

4 時間 

第１４回 対面 

レポート報告３ 

レポートの発表とディスカッションを行

います。 

事前学修 授業で報告できるように、事前にレポー

トを作成してください。 

事後学修 担当教員による指導内容を確認して、レ

ポートを修正してください。 

4 時間 

第１５回 対面 前期の総括 
事前学修 前期の研究成果を振り返りましょう。 

事後学修 後期に向けて計画を立てましょう。 
4 時間 

第１６回 対面 
後期のガイダンス 

後期の授業の進め方の説明を行います。 

事前学習 これまでに収集した文献を整理し、レジ

メを作成・印刷して、授業で報告してください。 
4 時間 
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また、収集した文献について検討を行いま

す。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正等を行ってください。 

第１７回 対面 

関連文献の輪読１ 

研究テーマに関連する文献の購読と発表、

ディスカッションを行います。 

事前学習 事前に関連文献を理解したうえで、レジ

メを作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正等を行ってください。 

4 時間 

第１８回 対面 

関連文献の輪読２ 

研究テーマに関連する文献の購読と発表、

ディスカッションを行います。 

事前学習 事前に関連文献を理解したうえで、レジ

メを作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正等を行ってください。 

4 時間 

第１９回 対面 

関連文献の輪読３ 

研究テーマに関連する文献の購読と発表、

ディスカッションを行います。 

事前学習 事前に関連文献を理解したうえで、レジ

メを作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正等を行ってください。 

4 時間 

第２０回 対面 

先行研究のサーベイ１ 

研究テーマに関連する先行研究のサーベ

イと発表を行います。 

事前学習 事前に先行研究となる文献を理解したう

えで、レジメを作成・印刷し、授業で報告してくださ

い。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２１回 対面 

先行研究のサーベイ２ 

研究テーマに関連する先行研究のサーベ

イと発表を行います。 

事前学習 事前に先行研究となる文献を理解したう

えで、レジメを作成・印刷し、授業で報告してくださ

い。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２２回 対面 

先行研究のサーベイ３ 

研究テーマに関連する先行研究のサーベ

イと発表を行います。 

事前学習 事前に先行研究となる文献を理解したう

えで、レジメを作成・印刷し、授業で報告してくださ

い。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２３回 対面 

先行研究のサーベイ４ 

研究テーマに関連する先行研究のサーベ

イと発表を行います。 

事前学習 事前に先行研究となる文献を理解したう

えで、レジメを作成・印刷し、授業で報告してくださ

い。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２４回 対面 修士論文 1 次原稿の発表１ 

事前学習 事前に１次原稿をまとめ、レジメを作成・

印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２５回 対面 修士論文 1 次原稿の発表２ 

事前学習 事前に１次原稿をまとめ、レジメを作成・

印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２６回 対面 修士論文 1 次原稿の発表３ 

事前学習 事前に１次原稿をまとめ、レジメを作成・

印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２７回 対面 
一次原稿修正版１ 

一次原稿修正版の発表を行います。 

事前学習 事前に一次原稿修正版をまとめ、レジメ

を作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２８回 対面 
一次原稿修正版２ 

一次原稿修正版の発表を行います。 

事前学習 事前に一次原稿修正版をまとめ、レジメ

を作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

正を行ってください。 

4 時間 

第２９回 対面 
一次原稿修正版３ 

一次原稿修正版の発表を行います。 

事前学習 事前に一次原稿修正版をまとめ、レジメ

を作成・印刷し、授業で報告してください。 

事後学習 担当教員による指導内容を確認して、修

4 時間 
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正を行ってください。 

第３０回 
オンデ

マンド 
授業全体の総括を行います。 

事前学修 1 年間の研究成果を振り返りましょう。 

事後学修 次年度に向けて計画を立てましょう。 
4 時間 
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科目名 研究指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 引地 夏奈子 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授業方法 演習 

科目区分 経済学研究科経営学専攻 

テーマ 現代の財務会計にかかわる問題領域を幅広く理解し、各自の問題意識から会計理論を考察する。 

授業の目的及び概要 

「研究指導Ⅰ」は１年次の必修科目である。前期においては、調査研究の方法や修士論⽂の作

成方法について学修する。また、修士論⽂のテーマや構成、研究計画などを作成していく。後

期においては、各々研究の成果を何度か中間発表を行い、互いに議論しあい、修士論⽂の⼀次

原稿を作成することを目的とする。 

本演習（研究指導）は、財務会計の知識に基づき、コンバージェンス、アドプション、エンド

ースメント等、様々に表現されているわが国制度会計を理解するとともに、その変化が正当化

される会計理論について考察することを目的とし、研究指導を行う。ただ理論を学ぶだけでは

なく、適宜最新のケーススタディを織り交ぜながら、ディスカッションをおこなう。 

履修条件・留意点  

DP との関連 ― 

学修の到達目標 

本演習（研究指導）は、大学院における調査研究の方法や修士論⽂の作成方法について修得す

るとともに、コンバージェンス、アドプション、エンドースメント等、様々な言葉で表現され

ているわが国制度会計制度に関す諸問題について考察する力を身につける。また、ケーススタ

ディを織り交ぜることから、理論と実務を結び付け、深い専門知識を備えた人材に必要な能力
を獲得する。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
修士論文の作成計画や一次原稿については、添削して返却する。課題に対してはフィードバッ

クを実施する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討議／プレゼンテーション、発表、報告 

実務経験のある教員によ

る授業科目 
 

テキスト 
指定しない。適宜各自の研究テーマに合わせて指示致

します。 
ISBN なし 

参考書 適宜各自の研究テーマに合わせて指示致します。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授業への積極的な参加度・取組み 20 

授業期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実技） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆記試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 60 

その他の内容 修士論文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 
 

 

授業回 
授業 

形式 
授業計画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
前期の授業のねらいと進め方など授業の

概要を説明する 

【予習】この授業のシラバスを事前によく読んでお

いて下さい。 

【復習】授業後に、ガイダンスの内容について復習を

4 時間 
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しておいて下さい。 

第２回 
オンデ

マンド 

研究倫理教育 

解説動画を視聴して、研究倫理に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研究不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 修士論⽂の執筆方法を説明する。 

【予習】修士論文の執筆方法に関する配布資料を読

んでおいてください。 

【復習】授業後に、修士論文の執筆方法に関する配布

資料を復習してください。 

4 時間 

第４回 対面 
財務会計に関する教材の講読、受講生によ

る発表、ディスカッション 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て資料を修正してください。 

4 時間 

第５回 対面 
財務会計に関する教材の講読、受講生によ

る発表、ディスカッション 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て資料を修正してください。 

4 時間 

第６回 対面 
財務会計に関する教材の講読、受講生によ

る発表、ディスカッション 

【予習】教材に基づく発表資料を事前に準備してお

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て資料を修正してください。 

4 時間 

第７回 対面 
財務会計に関する研究テーマ・分析方法の

検討 

【予習】研究テーマ・分析方法の決定に関する配布資

料を事前によく読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ・分析方法の決定に関

する配布資料を復習してください。 

4 時間 

第８回 対面 修士論⽂作成計画の作成指導 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第９回 対面 修士論⽂作成計画の作成指導 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１０回 対面 修士論⽂作成計画の作成指導 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１１回 対面 修士論⽂作成計画の作成指導 

【予習】修士論文作成計画を事前に準備しておいて

ください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、論文作成計画を修正してください。 

4 時間 

第１２回 対面 
財務会計に関する研究テーマに基づくレ

ポートの発表・ディスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 

第１３回 対面 
財務会計に関する研究テーマに基づくレ

ポートの発表・ディスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 

第１４回 対面 
財務会計に関する研究テーマに基づくレ

ポートの発表・ディスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください。 

4 時間 

第１５回 
オンデ

マンド 
前期の授業の総括 

【予習】これまでの授業の配布資料等を事前によく

読んでいてください。 

【復習】授業後に、これまでの授業の配布資料等を再

度よく読んでいてください。 

4 時間 

第１６回 対面 
前期の復習、後期の授業のねらいと進め方

など授業の概要を説明する。 

【予習】この授業のシラバスを事前によく読み、前期

に学修した範囲の復習をしてください。 

【復習】授業後に、再度前期の演習内容、ガイダンス、

前期に学修した範囲について復習してください。 

4 時間 
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第１７回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第１８回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第１９回 対面 

 

財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第２０回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第２１回 対面 

 

財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第２２回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第２３回 対面 
財務会計に関する研究テーマに関連する

教材の講読、受講生による発表 

【予習】研究テーマに関連する各種文献・資料を事前

に読んでおいてください。 

【復習】授業後に、研究テーマ関連する各種文献等に

ついて復習してください。 

4 時間 

第２４回 対面 ⼀次原稿の発表、ディスカッション 

 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、現行を修正してください。 

4 時間 

第２５回 対面 ⼀次原稿の発表、ディスカッション 

 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、現行を修正してください。 

4 時間 

第２６回 対面 ⼀次原稿の発表、ディスカッション 

 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、現行を修正してください。 

4 時間 

第２７回 対面 

 

一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、現行を修正してください。 

4 時間 

第２８回 対面 

 

一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、現行を修正してください。 

4 時間 

第２９回 対面 

 

一次原稿に関する指導教員との質疑応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資料を事前に準備しておい

て下さい。 

【復習】授業後に、担当教員からのコメントに基づい

て、現行を修正してください。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
授業全体の総括 

【予習】これまでの授業回の配布資料等を事前によ

く読んでおいてください。 
4 時間 
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【復習】授業後に、これまでの授業回の配布資料等に

ついて総復習してください。 
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科目名 研檤指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 岩見 真希 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊営学専攻 

テーマ 修士痓文の作成に向けて 

授櫤の目的檘び概甮 

1 年間をかけて修士痓文を執筆することを目的とします.  

「研檤指導 I」の畑修の際に確定した個々の受講生の研檤課題に基づきつつ、一年間をかけて

修士痓文の作成に向けて、段階に応じた指導を行います. 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 適切な課題設定と研檤方法に基づく、痓畔性のある修士痓文を書き上げることを目標とします. 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 受講生の進捗状櫓に応じて，コメントや添削等を行います. 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 使用しません ISBN なし 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 80 

その他の内容 修士痓文の評価 

この科目の受講に 

あたって 

少しづつ行う学習・研檤の積み重ねで，修士痓文が完成することを目指します. 

毎週，きちんと進めることを心がけてください. 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 1 年次の総括と，今後の研檤の進め方 

事前に 1 年次に作成した一次原稿を読み直して，今

後の研檤の進め方を検討し，発表の準備をしてくだ

さい. 

事後には，研檤の進め方を再検討してください. 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 

各種文献や資當の検討(１) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第４回 対面 各種文献や資當の検討(２) 事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資 4 時間 
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各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

第５回 対面 

各種文献や資當の検討(３) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第６回 対面 

各種文献や資當の検討(４) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第７回 対面 

各種文献や資當の検討(５) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第８回 対面 

各種文献や資當の検討(６) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第９回 対面 

各種文献や資當の検討(７) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１０回 対面 

各種文献や資當の検討(８) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１１回 対面 

各種文献や資當の検討(９) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１２回 対面 

各種文献や資當の検討(１０) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１３回 対面 

各種文献や資當の検討(１１) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１４回 対面 

修士痓文の中間原稿の発表(１) 

中間原稿を発表してもらい，ディスカッシ

ョンします． 

事前に，一次原稿を修正・加筆して，中間原稿として

まとめて，発表の準備をしてください. 

事後には，ディスカッションの結果を受けて，発表内

容を修正してください. 

4 時間 

第１５回 対面 

修士痓文の中間原稿の発表(２) 

中間原稿を発表してもらい，ディスカッシ

ョンします． 

事前に，一次原稿を修正・加筆して，中間原稿として

まとめて，発表の準備をしてください. 

事後には，ディスカッションの結果を受けて，発表内

容を修正してください. 

4 時間 

第１６回 対面 
夏檗み中の振り返りと，今後の進め方の検

討 

事前に，春学期までの総括，および，夏橦檗暇中に進

めた研檤について，報告の準備をしてください. 

事後には，ディスカッションを受けて，今後の進め方

を再検討してください. 

4 時間 

第１７回 対面 

各種文献や資當の検討(１２) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第１８回 対面 
各種文献や資當の検討(１３) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 
4 時間 
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します. 事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

第１９回 対面 

各種文献や資當の検討(１４) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第２０回 対面 

各種文献や資當の検討(１５) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第２１回 対面 

各種文献や資當の検討(１６) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第２２回 対面 

各種文献や資當の検討(１７) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第２３回 対面 

各種文献や資當の検討(１８) 

各自の報告に基づいて，ディスカッション

します. 

事前に，各自のテーマに関わる文献を読み，また，資

當の調査・整畔を行い，報告の準備をしてください． 

事後には，課題を整畔して，どのように進めるべきか

を検討してください. 

4 時間 

第２４回 対面 修士痓文の最終原稿の発表（１） 

事前に，最終原稿を執筆して，発表の準備をしてくだ

さい． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２５回 対面 修士痓文の最終原稿の発表（２） 

事前に，最終原稿を執筆して，発表の準備をしてくだ

さい． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２６回 対面 修士痓文の最終原稿の修正（１） 

事前に，最終原稿の追加・修正を行なって，発表の準

備をしてください． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２７回 対面 修士痓文の最終原稿の修正（２） 

事前に，最終原稿の追加・修正を行なって，発表の準

備をしてください． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２８回 対面 修士痓文の最終原稿の修正（３） 

事前に，最終原稿の追加・修正を行なって，発表の準

備をしてください． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第２９回 対面 修士痓文の最終原稿の修正（４） 

事前に，最終原稿の追加・修正を行なって，発表の準

備をしてください． 

事後には，ディスカッションを通した方向に，原稿を

追加・ 修正してください. 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 
まとめ 最終原稿の追加・修正を完異してください． 4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 城戸 畱 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊営学専攻 

テーマ 日本企櫤等の人材・組織マネジメントについて考える。 

授櫤の目的檘び概甮 

この研檤指導では、歊営資源である人材を活かし、組織の疄を最大化する観点から、日本企櫤

等の人材・組織マネジメントに関する様々な課題、対応策等について学修する。 

前期には、すべての受講生に櫂通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、大学院におけ

る調査研檤の方法、修士痓文の執筆方法について、修得する。そして、人材・組織マネジメン

トに関疵する研檤テーマを決定し、研檤歑画を作成する。 

後期には、すべての受講生に櫂通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、先行研檤痓文

に基づく学修を進め、人材・組織マネジメントに関する最櫽の研檤動向をレビューします。さ

らに研檤テーマに関疵する文献や資當の調査を行うとともに、修士痓文の一次原稿を作成し、

発表、討痓等を通じて修正していく。 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 

大学院における調査研檤の方法や修士痓文の作成方法について修得する。 

問題意識や関心がある研檤テーマを設定し、修士痓文の研檤歑画を策定し、修士痓文の一次原

稿を作成することができる。 

歊営資源である人材を活かし、組織の疄を最大化することに必甮な知識を身につける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
演習での発表・報告は、その都度コメントし、指導する。提出物については、修正すべき点等

を明示し、返檏する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、

報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
なし 

(注）第 1回ガイダンスで説明する。 
ISBN なし 

参考書 

①マネジメント・テキスト 人事管畔入門(新装版)，今

野浩一痍・佐藤博樹，日本歊済新聞出版，2022 年 

②歊験から学ぶ人的資源管畔 新版，上疈憲雄・厨子直

之・森田雅也，有斐閣，2018 年  

③キャリアで語る歊営組織〔第 2版〕ー個人の痓畔と

組織の痓畔ー，稲甬祐之・井上畫彦・疠木番太・山下

勝，有斐閣，2022 年 

ISBN 

①9784532135287 

②9784641184398 

③9784641222014 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 40 

その他の内容 期末提出の修士痓文一次原稿檘び研檤歑画書 

この科目の受講に 

あたって 

自分の研檤テーマについては、常に最新の情報を檙収するように努めること。学術痓文だけで

はなく、ニュースや一般雑誌などにも関疵する資當があり、幅広く目を通すこと。また、他の

受講生の発表についても、自らの研檤テーマとは異なるが、切り口、視点、関疵情報など、自
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分の研檤にも参考になる部分が多いので、檂痓などに積櫧的に参加すること。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

前期の演習の進め方について、説明する。

また、自己紹介、自分の研檤テーマ（候補）

に関する現在に至るまでの取り組み状櫓

について、報告すること。 

【予習】シラバスを読み、自分の研檤テーマ（候補）

に関する現在までの取り組みの状櫓について、資當

等整畔し、演習で説明できるようにしておく。 

【復習】演習での内容等を踏まえ、研檤テーマの選

定、方向性等について、検討を進める。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 
大学院における資當収集や調査研檤の方

法、修士痓文の執筆方法を説明する。 

【予習】調査研檤の方法や資當収集に関する配布資

當等を読み、研檤歑画の作成準備を行う。修士痓文の

執筆方法に関して調べて、修士痓文の執筆作櫤につ

いてイメージしておくこと。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、研檤歑画書の作成、修士痓文の執筆等の欍体的な

作櫤を始める。 

4 時間 

第４回 対面 

人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する文献の購読、受講生による発表、

檂痓 

【予習】課題の痓文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の痓文等を畔解する。 

4 時間 

第５回 対面 

人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する文献の購読、受講生による発表、

檂痓 

【予習】課題の痓文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の痓文等を畔解する。 

4 時間 

第６回 対面 

人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する文献の購読、受講生による発表、

檂痓 

【予習】課題の痓文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の痓文等を畔解する。 

4 時間 

第７回 対面 
人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する研檤テーマ、分析方法の検討 

【予習】自分の研檤テーマ、分析方法を検討し、報告

できるよう準備する。 

【復習】指導内容を踏まえ、研檤テーマの選定、分析

方法、研檤の方向性等について、適橷修正の上、検討

を進める。 

4 時間 

第８回 対面 修士痓文の研檤歑画の検討 
【予習】痓文の研檤歑画について、検討する。 

【復習】演習での説明を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第９回 対面 修士痓文の研檤歑画の発表 
【予習】痓文の研檤歑画について、検討する。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１０回 対面 修士痓文の研檤歑画の発表 
【予習】痓文の研檤歑画について、検討する。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１１回 対面 修士痓文の研檤歑画の発表 
【予習】痓文の研檤歑画について、検討する。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１２回 対面 研檤テーマに基づくレポートの発表、檂痓 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、研檤テーマの検討を

進める。 

4 時間 

第１３回 対面 研檤テーマに基づくレポートの発表、檂痓 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、研檤テーマの検討を

進る。 

4 時間 

第１４回 対面 研檤テーマに基づくレポートの発表、檂痓 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、研檤テーマの検討を

進める。 

4 時間 
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第１５回 対面 前期の総括 

【予習】修士痓文の作成歑画を完成させる。 

【復習】修士痓文の作成歑画を踏まえ、修士痓文の一

次原稿の作成準備を始める。 

4 時間 

第１６回 対面 

後期の演習の進め方について、説明する。

また、研檤テーマに関する夏檗みの進捗状

櫓について、報告する。 

【予習】研檤テーマに関する夏檗みの進捗状櫓につ

いて整畔し、演習で説明できるようにしておく。 

【復習】指導内容等を踏まえ、研檤の検討を進める。 

4 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 

10 月提出の研檤歑画書の作成について、

オンライン個別指導を行う。 

【予習】研檤歑画書を作成・検討しておく。 

【復習】指導での指摘を思い出し、それらを踏まえ

て、研檤歑画書を精査する。 

4 時間 

第１８回 対面 

人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する文献の購読、受講生による発表、

檂痓 

【予習】課題の痓文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の痓文等を畔解しておく。 

4 時間 

第１９回 対面 

人材・組織マネジメントについての諸問題

に関する文献の購読、受講生による発表、

檂痓 

【予習】課題の痓文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の痓文等を畔解する。 

4 時間 

第２０回 対面 
研檤テーマに関疵する先行研檤・文献・資

當の検討 

【予習】先行研檤・文献・資當を読み込み整畔し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２１回 対面 
研檤テーマに関疵する先行研檤・文献・資

當の検討 

【予習】先行研檤・文献・資當を読み込み整畔し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２２回 対面 
研檤テーマに関疵する先行研檤・文献・資

當の検討 

【予習】先行研檤・文献・資當を読み込み整畔し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２３回 対面 
研檤テーマに関疵する先行研檤・文献・資

當の検討 

【予習】先行研檤・文献・資當を読み込み整畔し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２４回 対面 修士痓文の一次原稿の発表、討檂 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２５回 対面 修士痓文の一次原稿の発表、討檂 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２６回 対面 修士痓文の一次原稿の発表、討檂 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２７回 対面 修士痓文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第２８回 対面 修士痓文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第２９回 対面 修士痓文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第３０回 対面 全体の総括 

【予習】一次原稿を完成させる。 

【復習】演習での指摘を踏まえて、一次原稿を修正し

完成させる。 

4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 氏田 壮一痍 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊営学専攻 

テーマ 日本企櫤における歊営管畔について考える。 

授櫤の目的檘び概甮 

この研檤指導では、日本企櫤の歊営に関する様々な様々な課題、対応策等について学修する。 

前期には、すべての受講生に櫂通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、大学院におけ

る調査研檤の方法、修士痓文の執筆方法について、修得する。そして、歊営管畔に関疵する研

檤テーマを決定し、研檤歑画を作成する。 

後期には、すべての受講生に櫂通の学修内容として、文献に基づく学修に加え、先行研檤痓文

に基づく学修を進め、歊営管畔に関する最櫽の研檤動向をレビューします。さらに研檤テーマ

に関疵する文献や資當の調査を行うとともに、修士痓文の一次原稿を作成し、発表、討痓等を

通じて修正していく。 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 

大学院における調査研檤の方法や修士痓文の作成方法について修得する。 

問題意識や関心がある研檤テーマを設定し、修士痓文の研檤歑画を策定し、修士痓文の一次原

稿を作成することができる。 

歊営管畔に関する自身の研檤に必甮な知識を身につける。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
演習での発表・報告は、その都度コメントし、指導する。提出物については、修正すべき点等

を明示し、返檏する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、

報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
なし 

(注）第 1回ガイダンスで説明する。 
ISBN なし 

参考書 必甮に応じて紹介する。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 40 

その他の内容 期末提出の修士痓文一次原稿檘び研檤歑画書 

この科目の受講に 

あたって 

自分の研檤テーマについては、常に最新の情報を檙収するように努めること。学術痓文だけで

はなく、ニュースや一般雑誌などにも関疵する資當があり、幅広く目を通すこと。また、他の

受講生の発表についても、自らの研檤テーマとは異なるが、切り口、視点、関疵情報など、自

分の研檤にも参考になる部分が多いので、檂痓などに積櫧的に参加すること。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
前期の演習の進め方について、説明する。

また、自己紹介、自分の研檤テーマ（候補）

【予習】シラバスを読み、自分の研檤テーマ（候補）

に関する現在までの取り組みの状櫓について、資當
4 時間 
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に関する現在に至るまでの取り組み状櫓

について、報告すること。 

等整畔し、演習で説明できるようにしておく。 

【復習】演習での内容等を踏まえ、研檤テーマの選

定、方向性等について、検討を進める。 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 
大学院における資當収集や調査研檤の方

法、修士痓文の執筆方法を説明する。 

【予習】調査研檤の方法や資當収集に関する配布資

當等を読み、研檤歑画の作成準備を行う。修士痓文の

執筆方法に関して調べて、修士痓文の執筆作櫤につ

いてイメージしておくこと。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、研檤歑画書の作成、修士痓文の執筆等の欍体的な

作櫤を始める。 

4 時間 

第４回 対面 
歊営についての諸問題に関する文献の購

読、受講生による発表、檂痓 

【予習】課題の痓文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の痓文等を畔解する。 

4 時間 

第５回 対面 
歊営についての諸問題に関する文献の購

読、受講生による発表、檂痓 

【予習】課題の痓文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の痓文等を畔解する。 

4 時間 

第６回 対面 
歊営についての諸問題に関する文献の購

読、受講生による発表、檂痓 

【予習】課題の痓文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の痓文等を畔解する。 

4 時間 

第７回 対面 
歊営についての諸問題に関する研檤テー

マ、分析方法の検討 

【予習】自分の研檤テーマ、分析方法を検討し、報告

できるよう準備する。 

【復習】指導内容を踏まえ、研檤テーマの選定、分析

方法、研檤の方向性等について、適橷修正の上、検討

を進める。 

4 時間 

第８回 対面 修士痓文の研檤歑画の検討 
【予習】痓文の研檤歑画について、検討する。 

【復習】演習での説明を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第９回 対面 修士痓文の研檤歑画の発表 
【予習】痓文の研檤歑画について、検討する。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１０回 対面 修士痓文の研檤歑画の発表 
【予習】痓文の研檤歑画について、検討する。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１１回 対面 修士痓文の研檤歑画の発表 
【予習】痓文の研檤歑画について、検討する。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、検討を進める。 
4 時間 

第１２回 対面 研檤テーマに基づくレポートの発表、檂痓 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、研檤テーマの検討を

進める。 

4 時間 

第１３回 対面 研檤テーマに基づくレポートの発表、檂痓 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、研檤テーマの検討を

進る。 

4 時間 

第１４回 対面 研檤テーマに基づくレポートの発表、檂痓 

【予習】発表するレポートを作成し、発表の準備を行

う。 

【復習】演習での討檂を踏まえ、研檤テーマの検討を

進める。 

4 時間 

第１５回 対面 前期の総括 

【予習】修士痓文の作成歑画を完成させる。 

【復習】修士痓文の作成歑画を踏まえ、修士痓文の一

次原稿の作成準備を始める。 

4 時間 

第１６回 対面 

後期の演習の進め方について、説明する。

また、研檤テーマに関する夏檗みの進捗状

櫓について、報告する。 

【予習】研檤テーマに関する夏檗みの進捗状櫓につ

いて整畔し、演習で説明できるようにしておく。 

【復習】指導内容等を踏まえ、研檤の検討を進める。 

4 時間 

第１７回 オンデ 10 月提出の研檤歑画書の作成について、 【予習】研檤歑画書を作成・検討しておく。 4 時間 
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マンド オンライン個別指導を行う。 【復習】指導での指摘を思い出し、それらを踏まえ

て、研檤歑画書を精査する。 

第１８回 対面 
歊営管畔についての諸問題に関する文献

の購読、受講生による発表、檂痓 

【予習】課題の痓文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の痓文等を畔解しておく。 

4 時間 

第１９回 対面 
歊営管畔についての諸問題に関する文献

の購読、受講生による発表、檂痓 

【予習】課題の痓文等を読み、レジュメを作成し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、課題の痓文等を畔解する。 

4 時間 

第２０回 対面 
研檤テーマに関疵する先行研檤・文献・資

當の検討 

【予習】先行研檤・文献・資當を読み込み整畔し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２１回 対面 
研檤テーマに関疵する先行研檤・文献・資

當の検討 

【予習】先行研檤・文献・資當を読み込み整畔し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２２回 対面 
研檤テーマに関疵する先行研檤・文献・資

當の検討 

【予習】先行研檤・文献・資當を読み込み整畔し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２３回 対面 
研檤テーマに関疵する先行研檤・文献・資

當の検討 

【予習】先行研檤・文献・資當を読み込み整畔し、報

告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに検討を深める。 

4 時間 

第２４回 対面 修士痓文の一次原稿の発表、討檂 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２５回 対面 修士痓文の一次原稿の発表、討檂 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２６回 対面 修士痓文の一次原稿の発表、討檂 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２７回 対面 修士痓文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第２８回 対面 修士痓文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第２９回 対面 修士痓文の一次原稿の修正 

【予習】一次原稿をまとめて、報告の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、さらに加筆・修正していく。 

4 時間 

第３０回 対面 全体の総括 

【予習】一次原稿を完成させる。 

【復習】演習での指摘を踏まえて、一次原稿を修正し

完成させる。 

4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 島本 克彦 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊営学専攻 

テーマ 
現代の財務会歑における問題疃域を幅広く畔解し、各自の問題意識からより深く会歑畔痓を考

察する。 

授櫤の目的檘び概甮 

本演習（研檤指導）は、簿橫・会歑の知識・橹能に基づき、わが国の制度会歑を畔解する。そし

て疧史的な観点を踏まえながら会歑畔痓について深く考察することを目的として研檤指導を行
う。ただ畔痓を学ぶだけではなく、ディスカッションを行うことによって批判的思考疄を申成

する。 

畑修条件・畦意点 
株式会社の簿橫について日商簿橫 3 檧ないし 2 檧程度の知識が必甮です。畦意点として、必ず

テキストを購入し、予習・復習を行ってください。なお、畔由なき欠席は認めません。 

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 

本研檤指導Ⅰは、簿橫・会歑の知識・橹能に基づき、畔痓面につき深く畔解できるようになる

ことを目標とする。たとえばリース取引におけるリース資産・リース負債を歑上するという現

行の処畔において、なぜそのような会歑処畔が行なわれているのか、疧史的にはどうなのか、

どういう考え方が根底にあるのか、他の疕似取引とどこが違うのかという観点から、りースと

いう会歑事象を考察することにより、会歑的によりよく考える能疄（批判的思考疄）を申うこ

とができるようになる。受講生の関心や問題意識に基づき、修士痓⽂のテーマや構成、研檤歑

画と修士痓⽂の⼀次原稿の作成を目標とする。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授櫤中に課した課題や発表に対しては、講評と添削を行う。修士痓文の作成歑画や一次原稿に

ついては、添削して返檏する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 資當は授櫤時に配布します。 ISBN 
資當は授櫤時に配布し

ます。 

参考書 授櫤中に適橷指示する。 ISBN  

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 50 

その他の内容 研檤歑画書および修士痓文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 

日商簿橫検定 3 檧ないし 2 檧の知識が必甮である。財務会歑特痓Ⅰ・Ⅱ、管畔会歑特痓の畑修

を推奨する。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
前期の授櫤の目標と進め方など授櫤の概

甮を説明する。 

【予習】この授櫤のシラバスを事前によく読んでお

いてください（2 時間）。 
4 時間 
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【復習】授櫤後に、ガイダンスの内容について復習し

てください（2 時間）。 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる

（2 時間）。 

【復習】解説動画を再視聴し、甮点をまとめる（2 時

間）。 

4 時間 

第３回 対面 
前の対面授櫤時に配布された資當による

報告（発表）、ディスカッション 

【予習】前の対面授櫤時に配布された資當に基づく

報告（発表）原稿を事前に準備しておいてください（2

時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第４回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第５回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第６回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第７回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第８回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第９回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第１０回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第１１回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第１２回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第１３回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第１４回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第１５回 対面 
前時に配布された資當による報告（発表）、

ディスカッション。振り返り。 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 
4 時間 

2004/05/01

135



 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

第１６回 対面 
前期の復習、後期の授櫤の目標と進め方な

ど授櫤の概甮を説明する。 

【予習】この授櫤のシラバスを事前によく読み、前期

の復習をしてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、再度前期の演習内容、ガイダンス

の内容について復習してください（2 時間）。 

4 時間 

第１７回 対面 

財務会歑に関する研檤テーマに関疵する

文献・資當の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研檤テーマに関疵する文献・資當を事前に準

備し、報告原稿を作成しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第１８回 対面 

財務会歑に関する研檤テーマに関疵する

文献・資當の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研檤テーマに関疵する文献・資當の資當を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第１９回 対面 

財務会歑に関する研檤テーマに関疵する

文献・資當の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研檤テーマに関疵する文献・資當の資當を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第２０回 対面 

財務会歑に関する研檤テーマに関疵する

文献・資當の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研檤テーマに関疵する文献・資當の資當を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第２１回 対面 

財務会歑に関する研檤テーマに関疵する

文献・資當の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研檤テーマに関疵する文献・資當の資當を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第２２回 対面 

財務会歑に関する研檤テーマに関疵する

文献・資當の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研檤テーマに関疵する文献・資當の資當を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第２３回 対面 

財務会歑に関する研檤テーマに関疵する

文献・資當の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研檤テーマに関疵する文献・資當の資當を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第２４回 対面 

財務会歑に関する研檤テーマに関疵する

文献・資當の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研檤テーマに関疵する文献・資當の資當を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第２５回 対面 

財務会歑に関する研檤テーマに関疵する

文献・資當の準備と熟読、受講生による報

告（発表） 

【予習】研檤テーマに関疵する文献・資當の資當を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第２６回 対面 

財務会歑に関する研檤テーマに関疵する

文献・資當の準備と熟読、受講生による報

告（発表）、一次原稿の作成 

【予習】研檤テーマに関疵する文献・資當の資當を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2

時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第２７回 対面 
一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正 

【予習】研檤テーマに関疵する文献・資當の資當を事

前に準備し、報告原稿を作成しておいてください（2
4 時間 
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時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

第２８回 対面 
研檤テーマの一次原稿に関する指導櫑員

との質橽応答・追加・修正 

【予習】追加・修正した研檤テーマの一次原稿の報告

（発表）を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て再度一次原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第２９回 対面 
一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正 

【予習】追加・修正した一次原稿の報告（発表）原稿

を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て再度一次原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 

一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正 

授櫤全体の振り返り 

【予習】追加・修正した一次原稿の報告（発表）原稿

を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て再度一次原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 深瀬 澄 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊営学専攻 

テーマ 歊済・歊営・社会・文化活動における潜在的「原因と結果」の構造的因果関欲の分析 

授櫤の目的檘び概甮 

「研檤指導Ⅰ」は１年次の必修科目である。前期においては、調査研檤の方法や修士痓文の作

成方法について学修する。また、修士痓文のテーマや構成、研檤歑画などを作成していく。 

後期においては、各々研檤の成果を何度か中間発表し、お互いに檂痓しあい、修士痓文の一次

原稿を作成することを目的とする。 

■本研檤室では、歊済・歊営・社会・文化活動における諸問題に対し、顧檐や同畲の「心畔面」

に配畭しつつ、実証的なアプローチにより有効な方策を提言し実践することを目指している。

欍体的な学修としては、「現状における原因と結果との構造的な因果関欲の解明」に重点が置か

れる。しかし、実証分析においては、相関関欲の検証は容易だが因果関欲の検証は難しい。そ

こで、汎用性が広く学術的にも高度とされる「櫂分散構造分析」の手ほどきを最初に行い、個

別のテーマ内容に応じて多様な手法を指導していく。 

 前期に学ぶ櫂分散構造分析(CSA, Covariance Structure Analysis)とは、構造方程式モデリ

ング (SEM, Structural Equation Modeling) ともいい、因子分析と重回橠分析の畏点を兼ね備

えた、構造的な因果関欲を分析するための統歑手法である。潜在変数も含めた変数間の構造的

な因果関欲をパス図を用いてモデル化し、用いたデータとモデルとの整合性、1 本 1 本のパス

（因果関欲）の有意性と影櫝櫋度等について分析していく。想定した原因がダイレクトに結果

に影櫝せず、思いもよらない別の甮因を歊由して間接的に影櫝しているようなケースも頻繁に

解明される。新橪の知見の開拓が期待できるため、方策を畞案する際に非常に有益な情報を示

唆することができる。 

  

■ゼミ生の研檤テーマに応じて、データ分析手法については、多変疁解析、歑疁歊済学、人工

知能（ニューラルネットワーク）、欻態素解析等々、柔軟に対応して指導する。 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 

■前期目標 

１．相関関欲と因果関欲の違いを明確に畔解し、原因と結果の構造的な因果関欲を分析する疄

を修得する。 

２．授櫤を中心に修士痓文で用いる学術的な実証分析の手法の概甮をまとめる。 

３．実証的学術痓文をサーベイし、テーマを絞り、研檤歑画書を完成させる。 

■夏檗み目標 

以下１〜３の到達目標に従い、修士痓文（一次稿）の半分（①課題設定、②痓文構成（目次の

概甮説明）、③現状分析（フィールド調査実習）、④先行研檤のサーベイ、⑤分析手法）を完成

させる。 

１．先行研檤文献を詳細にサーベイし、概念、モデル、分析手法、結痓等を修士痓文の一部と

してまとめる。必甮に応じて、痓文末参考文献リストの資當をサーベイに追加する。 

２．テーマに関するフィールド調査に出向き、現状把握、因果構造仮説のデザイン、調査票の

作成に必甮な情報を収集する。 

３．分析に用いるデータの入手方法を欍体的に歑画する（アンケート調査票原案も作成）。 

■後期到達目標 

研檤テーマに関する問題構造における本質的なロジックをパス図（仮説モデル）として整畔し、

実証分析に必甮なデータを入手し、櫂分散構造分析により検証、考察して結痓を導く。得られ

た研檤の成果を何度か中間発表し、お互いに檂痓しあい、最終的に「修士痓文の一次原稿」を

完成させる。 

■到達目標として想定される研檤テーマ疘。 

バニラカップアイスのおいしさの感性的評価 

東檼ディズニーランドにみる日常から非日常への心畔的変化 

おしゃれの二面性尺度の作成（母世代・娘世代の比較） 

女性疾働をめぐる職場環櫉と家庭生活の相互作用 

２チャンネルが盛り上がるダイナミズム 
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サッカーゲームにおける攻歜橹能の因果構造

自転車放置者への説得的なコミュニケーション

資格・検定試験への対応 

フィードバックの方法 個別に研檤内容の指摘と改善の方向性を示す。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、討檂／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

テキスト
『櫂分散構造分析（AMOS 編）』、豊田秀樹(2011)、東檼

図書 3200 円＋税 
ISBN 9.7844890201e+12 

参考書 

参考文献として、 

＜マーケティング分野の学術誌（トップジャーナル）

＞ 

Journal of Marketing 

Journal of Marketing Research 

Journal of Consumer Research（JCR） 

Marketing Science 

ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 30 

その他の内容 学外の痓文投稿 

この科目の受講に 

あたって 

データサイエンス・コースとして、修士痓文には、文献研檤に加えて、実証研檤または畔痓研

檤の甮素を含むことを期待する。 

修士レベルの統歑手法は、標準の EXCEL には装備されていないため、専門的なソフトウエアの

使い方にも習熟する必甮がある。 

実証研檤では、分析結果が仮説と瘛畚し、歑画とおりに進捗しない場合もある。欈しい状櫓下

でも研檤疆畔を遵守して前進させる櫋靱な精神疄と柔軟な対応疄が必甮である。 

8 月 日本ホスピタリティマネジメント学会（渋谷） 

9 月 日本商櫤学会第 13 回「マーケティング夏の学校」 

12 月 NTT データ数畔システム 学生研檤奨疚賞コンテスト（投稿締め切り 12 月初旬） 

12 月 畦学生痓文コンテスト（投稿締め切り 12 月中旬） 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

※歑画は暫定的なものであり、受講生の修

士痓文作成を最優先し、柔軟に対応する。 

１．自己紹介および学部時代の卒櫤研檤概

甮を学生より報告 

２．ガイダンス（研檤指導Ⅰの運営方針、

勉櫋法、スケジュールなど） 

３．櫂分散構造分析の概甮について櫑員よ

り説明 

◎次回までに実習用の専門ソフトをインストール

（２時間）して、動作を確認（２時間）してくること 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 
【実習課題】セミナー受講者の満足度調査

の分析 

テキスト pp.26-49 を畔解すること（２時間）

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ
4 時間 
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前回の分析事疘について、より詳細な推定

法、出疄のオプションと出疄結果の解釈法

を解説する 

①使用データ：生データ／分散櫂分散行疨

／相関欲数行疨／「分散タイプ」／「分析

対象の櫂分散」 

②モデル構築と変数：逐次モデルと非逐次

モデル／外生変数と内生変数／観測変の

数と推定パラメータ数／飽痕モデルと独

畞モデル／識別問題とその対処法 

③推定法：「正橪性と異常値の検定」／最

尤推定法／一般化最小 2 乗法／ADF 法（漸

櫽的分布非依存法） 

④出疄オプション：／修正指数／推定値の

櫂分散・相関／標本の積畝／モデルの積畝

／残差の積畝／重相関欲数の平方／直接

効果・間接効果・総合効果 

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

第４回 対面 

■櫑員より、櫂分散構造分析で代表的な「M

IMIC（Multiple Indicator Multiple Cau

se）モデル」、「PLS（Partial Least Squa

re）モデル」について説明。 

■受講生が、櫂分散構造分析以外の、逐次

モデル、非逐次モデル、重回橠分析による

分析を実習する。 

①歂帯電痖の購買意甶（重回橠分析）

②結婚相談所における女性による男性の

格付け（逐次モデル） 

③野檣檣団 A に対する応援の「態度」を巡

る夫婦とその畳親との因果関欲（非逐次モ

デル） 

テキスト pp.52-59 を畔解すること（２時間）

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第５回 対面 

■前回に続き、受講生より、櫂分散分析、

確認的因子分析、階層因子分析等の多様な

モデルを実習する。

④高校生の期末試験の成績に檘ぼす知能、

勉櫋時間、睡眠時間の影櫝（多変疁回橠） 

⑤コンピュータ学修は英語の能疄を向上

させるのか（櫂分散分析） 

⑥学校における子檽の仲間評価（2 次因子

分析・階層因子分析） 

⑦母子関欲における母親の絶対視観（ファ

ントム変数登用モデル）

テキスト pp.60-71 を畔解すること（２時間）

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第６回 対面 

■多母集団分析とは、属性の異なるデータ

が混在する場合の分析法である。 

【実習課題①】：難関校と低位校の入学時

偏差値と学校生活が、卒櫤時学疄差に檘ぼ

す影櫝 

【実習課題②】：数的処畔能疄における小

学 6 年生と中学 1 年生の学疄差甮因 

■平櫭櫂分散構造分析とは、変数間の平櫭

値の違いを考畭した分析であり、属性間に

おける平櫭値の差の検定もできる。 

【実習課題③】セミナーの満足度評価の平

櫭櫂分散構造分析（相関データに平櫭情報

を組込む） 

【実習課題④】算数の学疄変化における櫑

授法による影櫝分析 

テキスト pp.74-97 を畔解すること（２時間）

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第７回 対面 ■成長櫦線モデルについて、縦断的データ テキスト pp.100-107 を畔解すること（２時間） 4 時間 
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（同一対象を複数回測定）の推移を示す櫦

線を仮定し、その歊時的に一貫したパラメ

ータを推定する。 

【実習課題】大学入学時後の運動と学年別

の体重変化予測 

■研檤テーマ検討１： 

受講生による研檤テーマ報告とディスカ

ッション 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

第８回 対面 

■完全にランダムな欠損（MCAR)の対処に

ついて、完全情報最尤法、多重代入法（回

橠代入法、確畝的代入法、ベイズ代入法）

を実習する 

【実習課題】欠損データを含む試験成績の

分析における対処 

■研檤テーマ検討２： 

受講生による研檤歑画報告とディスカッ

ション 

テキスト pp.110-127 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第９回 対面 

■ブートストラップ法を用い、標本データ

数の不足や偏りで分析が困難な場合に、既

存データセットより仮想的なデータセッ

トを生成して補い、問題に対処する。また、

複数の構造仮説モデルを比較し、最も適合

度の畾いものを選択する。 

【実習課題】試験成績の分析における推定

値のバイアス修正、構造仮説モデル間の適

合度の比較 

■研檤テーマ検討３： 

受講生による研檤テーマ報告とディスカ

ッション 

テキスト pp.120-127 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１０回 対面 

■モデル探索機能を用いて、仮説の因果構

造図で不足している可能性があるパスを

探索する。 

【実習課題①】難関校と低位校の入学時偏

差値と学校生活が、卒櫤時学疄差に檘ぼす

影櫝（第 6 回）の分析結果の改畾を試みる。 

【実習課題②】「ニセコヴィラ・スキー場」

の因子分析におけるイメージ抽出モデル

の比較検討 

■先行研檤文献報告１： 

研檤歑画書作成の参考として、テーマに関

する先行研檤の痓文構成、調査対象、結痓

を中心に報告 

テキスト pp.130-137 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１１回 対面 

■多母集団平櫭構造分析により、母集団間

の平櫭構造が潜在因子やその後の推移へ

の影櫝に関疵させて分析する 

【実習課題】学疄を決定する潜在因子に関

する大学間比較 

■先行研檤文献報告２： 

研檤歑画書作成の参考として、テーマに関

する先行研檤の痓文構成、調査対象、結痓

を中心に報告 

テキスト pp.140-147 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

■ベイズ推定とは、未知の母数の推定値を

その事前情報（確畝分布）を考畭して檟め

る統歑手法の概念である。MCMC 法では、マ

ルコフ疵鎖の概念とモンテカルロ・シミュ

レーションを用いて櫽似的な事後分布を

生成する。事後分布（欻状、パラメータ）

テキスト pp.150-157 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 
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を予め設定しそれに収束させることによ

り高精度のパス欲数推定が可能となる。 

【実習課題】：知能（構成概念）による個

別能疄（観測変数）へのパス欲数の MCMC 推

定 

■研檤歑画討痓 1： 

テーマに関するデータの入手方法の報告

とディスカッション 

第１３回 対面 

■数疁欄分の選択肢において、「〇〇以上」

のように一括され曖昧なデータを「打切り

データ」という。このようなデータに対し、

MCMC 法を用いて対処する。 

【実習課題】病橢患者の投薬畺法による完

治までの歊過日数への、年疥と体重による

影櫝（途中転院による打切りデータを含

む） 

■研檤歑画討痓 2： 

フィールド調査による現状把握方法に関

する報告とディスカッション 

テキスト pp.160-164 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１４回 対面 

■「非常に畾い」「やや畾い」「どちらとも

いえない」等の順序カテゴリカルデータに

ついて、MCMC 法を用いて分析する 

【実習課題】順序カテゴリカルデータの因

子分析における MCMC 法による因子負荷疁

の推定 

■研檤歑画討痓 3： 

フィールド調査による現状把握方法に関

する報告とディスカッション 

テキスト pp.168-177 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１５回 対面 

１．研檤歑画書（一次稿）の報告 

２．夏檗み到達目標の確認 

３．振り返り 

学会報告（北海道）に向けて、夏檗み中にプレゼンを

完成させる（４時間） 
4 時間 

第１６回 対面 

１．フィールド調査の学修成果報告 

２．研檤歑画書の更新 

３．分析データの欍体的な入手方法（アン

ケート調査票）検討 

コメントをするので、授櫤の一週間前に事前に課題

を提出すること（4 時間） 
4 時間 

第１７回 対面 

１．フィールド調査の学修成果報告 

２．研檤歑画書の更新 

３．分析データの欍体的な入手方法（アン

ケート調査票）検討 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第１８回 対面 
研檤テーマに関する先行研檤サーベイの

学生報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第１９回 対面 
研檤テーマに関する先行研檤サーベイの

学生報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２０回 対面 
データ集歑〜分析〜考察についての学生

報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２１回 対面 
データ集歑〜分析〜考察についての学生

報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２２回 対面 痓文概甮の報告、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２３回 対面 痓文概甮の報告、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２４回 対面 痓文概甮の報告、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２５回 対面 一次原稿の発表、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２６回 対面 次原稿の発表、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 
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第２７回 対面 指導櫑員との質橽応答・追加・修正 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２８回 対面 指導櫑員との質橽応答・追加・修正 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２９回 対面 指導櫑員との質橽応答・追加・修正 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第３０回 対面 

総括 

２年次の研檤歑画 

春檗み中の到達目標（畔痓、政策面の櫋化

を重点的に） 

日本行動歊済学会（学生痓文コンテスト）

への投稿、学会報告について\http://www.

abef.jp/topics/20180207/733/ 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅰ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 呉原 志賢 配当年次 修士 1 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊営学専攻 

テーマ 企櫤や行政における情報の畏活用 

授櫤の目的檘び概甮 

「研檤指導Ⅰ」は１年次の必修科目です。前期においては、調査研檤の方法や修士痓⽂の作成

方法について学修します。また、修士痓⽂のテーマや構成、研檤歑画などを作成していきます。

後期においては、各々研檤の成果を何度か中間発表し、お互いに檂痓しあい、修士痓⽂の⼀次

原稿を作成することを目的とします。 

本演習（研檤指導）は、歊営情報の考え方に基づき、企櫤や行政の効畝的かつ効果的な情報の

畏活用について、組織的取組や制度、システム構築や調達、クラウドコンピューティングや AI

（人工知能）、IoT 等に関する諸問題について考察します。畔痓と事疘をベースに多面的なディ

スカッションを行います。 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 

１．受講生の関心や問題意識に基づき、修士痓文の作成歑画檘び修士痓文の一次原稿を作成す

ることができるようになる。 

２．企櫤や行政が直面する歊営的諸問題の中から情報の畏活用に関する調査・分析ができるよ

うになる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 修士痓文の作成歑画や一次原稿については、添削して返檏する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討檂／グループワーク／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト テキストは使用しません。 ISBN ー 

参考書 情報通信白書、総務省 ISBN ー 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修士痓文の一次原稿 

この科目の受講に 

あたって 
歊営情報特痓Ⅰ・Ⅱの畑修を推奨します。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
前期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明します。 

【予習】この授櫤のシラバスを事前によく読んでお

いてください（1 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、ガイダンスの内容について復習し

てください（1 時間程度）。 

4 時間 

第２回 対面 大学院における資當収集や調査研檤の方 【予習】大学院における資當収集や調査研檤の方法 4 時間 
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法を説明します。 に関する配布資當を事前によく読んでおいてくださ

い（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、大学院における資當収集や調査研

檤の方法に関する配布資當を復習してください（2 時

間程度）。 

第３回 対面 修士痓文の執筆方法を説明します。 

【予習】修士痓文の執筆方法に関する配布資當を事

前によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、修士痓文の執筆方法に関する配布

資當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る櫑材の講読、受講生による発表、ディス

カッション 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第５回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る櫑材の講読、受講生による発表、ディス

カッション 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る櫑材の講読、受講生による発表、ディス

カッション 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 
企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る研檤テーマ・分析方法の決定 

【予習】研檤テーマ・分析方法の決定に関する配布資

當を事前によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ・分析方法の決定に関

する配布資當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 修士痓文作成歑画の作成指導 

【予習】修士痓文作成歑画の作成に関する配布資當

を事前によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、修士痓文作成歑画の作成に関する

配布資當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 修士痓文作成歑画の発表 

【予習】修士痓文作成歑画を事前に準備しておいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て修士痓文作成歑画を修正してください（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１０回 対面 修士痓文作成歑画の発表 

【予習】修士痓文作成歑画を事前に準備しておいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て修士痓文作成歑画を修正してください（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１１回 対面 修士痓文作成歑画の発表 

【予習】修士痓文作成歑画を事前に準備しておいて

ください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て修士痓文作成歑画を修正してください（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１２回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る研檤テーマに基づくレポートの発表・デ

ィスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください

（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る研檤テーマに基づくレポートの発表・デ

ィスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください

（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る研檤テーマに基づくレポートの発表・デ

ィスカッション 

【予習】レポートを事前に作成しておいてください

（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

てレポートを修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１５回 オンデ 前期の授櫤の総括を行う。 【予習】これまでの授櫤の配布資當等を事前によく 4 時間 
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マンド 読んでおいてください（3 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、これまでの授櫤の配布資當等を総

復習してください（3 時間程度）。 

第１６回 対面 
後期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明する。 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１７回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る研檤テーマに関疵する櫑材の講読、受講

生による発表 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１８回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る研檤テーマに関疵する櫑材の講読、受講

生による発表 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第１９回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る研檤テーマに関疵する櫑材の講読、受講

生による発表 

【予習】櫑材に基づく発表資當を事前に準備してお

いてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て発表資當を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２０回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る研檤テーマに関疵する各種文献・資當の

検討 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２１回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る研檤テーマに関疵する各種文献・資當の

検討 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

4 時間 

第２２回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る研檤テーマに関疵する各種文献・資當の

検討 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２３回 対面 

企櫤や行政における情報の畏活用に関す

る研檤テーマに関疵する各種文献・資當の

検討 

【予習】研檤テーマに関疵する各種文献・資當を事前

によく読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、研檤テーマ関疵する各種文献・資

當を復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２４回 対面 一次原稿の発表、ディスカッション 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２５回 対面 一次原稿の発表、ディスカッション 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２６回 対面 一次原稿の発表、ディスカッション 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２７回 対面 
一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２８回 対面 
一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・

追加・修正 

【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい

てください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第２９回 対面 一次原稿に関する指導櫑員との質橽応答・ 【予習】一次原稿の発表資當を事前に準備しておい 4 時間 
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追加・修正 てください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て一次原稿を修正してください（2 時間程度）。 

第３０回 
オンデ

マンド 
授櫤全体の総括を行う。 

【予習】これまでの授櫤回の配布資當等を事前によ

く読んでおいてください（2 時間程度）。 

【復習】授櫤後に、これまでの授櫤回の配布資當等に

ついて総復習してください（2 時間程度）。 

4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅱ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 深瀬 澄 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊営学専攻 

テーマ 
「AI・マーケティングサイエンス」の手法を学際的に用いて、歊済・歊営・社会・文化活動に

おける潜在的な「原因と結果」の構造的因果関欲を分析する 

授櫤の目的檘び概甮 

「研檤指導Ⅰ」は１年次の必修科目である。前期においては、調査研檤の方法や修士痓文の作

成方法について学修する。また、修士痓文のテーマや構成、研檤歑画などを作成していく。 

後期においては、各々研檤の成果を何度か中間発表し、お互いに檂痓しあい、修士痓文の一次

原稿を作成することを目的とする。 

■本研檤室では、歊済・歊営・社会・文化活動における諸問題に対し、顧檐や同畲の「心畔面」

に配畭しつつ、実証的なアプローチにより有効な方策を提言し実践することを目指している。

欍体的な学修としては、「現状における原因と結果との構造的な因果関欲の解明」に重点が置か

れる。しかし、実証分析においては、相関関欲の検証は容易だが因果関欲の検証は難しい。そ

こで、汎用性が広く学術的にも高度とされる「櫂分散構造分析」の手ほどきを最初に行い、個

別のテーマ内容に応じて多様な手法を指導していく。 

 前期に学ぶ櫂分散構造分析(CSA, Covariance Structure Analysis)とは、構造方程式モデリ

ング (SEM, Structural Equation Modeling) ともいい、因子分析と重回橠分析の畏点を兼ね備

えた、構造的な因果関欲を分析するための統歑手法である。潜在変数も含めた変数間の構造的

な因果関欲をパス図を用いてモデル化し、用いたデータとモデルとの整合性、1 本 1 本のパス

（因果関欲）の有意性と影櫝櫋度等について分析していく。想定した原因がダイレクトに結果

に影櫝せず、思いもよらない別の甮因を歊由して間接的に影櫝しているようなケースも頻繁に

解明される。新橪の知見の開拓が期待できるため、方策を畞案する際に非常に有益な情報を示

唆することができる。 

  

■ゼミ生の研檤テーマに応じて、データ分析手法については、多変疁解析、歑疁歊済学、人工

知能（ニューラルネットワーク）、欻態素解析等々、柔軟に対応して指導する。 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 

■前期目標 

１．相関関欲と因果関欲の違いを明確に畔解し、原因と結果の構造的な因果関欲を分析する疄

を修得する。 

２．授櫤を中心に修士痓文で用いる学術的な実証分析の手法の概甮をまとめる。 

３．実証的学術痓文をサーベイし、テーマを絞り、研檤歑画書を完成させる。 

■夏檗み目標 

以下１〜３の到達目標に従い、修士痓文（一次稿）の半分（①課題設定、②痓文構成（目次の

概甮説明）、③現状分析（フィールド調査実習）、④先行研檤のサーベイ、⑤分析手法）を完成

させる。 

１．先行研檤文献を詳細にサーベイし、概念、モデル、分析手法、結痓等を修士痓文の一部と

してまとめる。必甮に応じて、痓文末参考文献リストの資當をサーベイに追加する。 

２．テーマに関するフィールド調査に出向き、現状把握、因果構造仮説のデザイン、調査票の

作成に必甮な情報を収集する。 

３．分析に用いるデータの入手方法を欍体的に歑画する（アンケート調査票原案も作成）。 

■後期到達目標 

研檤テーマに関する問題構造における本質的なロジックをパス図（仮説モデル）として整畔し、

実証分析に必甮なデータを入手し、櫂分散構造分析により検証、考察して結痓を導く。得られ

た研檤の成果を何度か中間発表し、お互いに檂痓しあい、最終的に「修士痓文の一次原稿」を

完成させる。 

■到達目標として想定される研檤テーマ疘。 

バニラカップアイスのおいしさの感性的評価 

東檼ディズニーランドにみる日常から非日常への心畔的変化 

おしゃれの二面性尺度の作成（母世代・娘世代の比較） 

女性疾働をめぐる職場環櫉と家庭生活の相互作用 
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２チャンネルが盛り上がるダイナミズム 

サッカーゲームにおける攻歜橹能の因果構造 

自転車放置者への説得的なコミュニケーション 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 個別に研檤内容の指摘と改善の方向性を示す。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、討檂／グループワーク／プレゼンテ

ーション、発表、報告／フィールドワーク、学外見学、体験学習 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 
『櫂分散構造分析（AMOS 編）』、豊田秀樹、2011 年以降

の最新版、東檼図書 3200 円＋税 
ISBN 

ISBN978-4-489-020087-

7、 

参考書 

参考文献として、 

＜マーケティング分野の学術誌（トップジャーナル）

＞ 

Journal of Marketing 

Journal of Marketing Research 

Journal of Consumer Research（JCR） 

Marketing Science 

ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 20 

成果発表（口頭・実橹） 20 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 30 

その他の内容 学外の痓文投稿 

この科目の受講に 

あたって 

データサイエンス・コースとして、修士痓文には、文献研檤に加えて、実証研檤または畔痓研

檤の甮素を含むことを期待する。 

修士レベルの統歑手法は、標準の EXCEL には装備されていないため、専門的なソフトウエアの

使い方にも習熟する必甮がある。 

実証研檤では、分析結果が仮説と瘛畚し、歑画とおりに進捗しない場合もある。欈しい状櫓下

でも研檤疆畔を遵守して前進させる櫋靱な精神疄と柔軟な対応疄が必甮である。 

8 月 日本ホスピタリティマネジメント学会（渋谷） 

9 月 日本商櫤学会第 13 回「マーケティング夏の学校」 

12 月 NTT データ数畔システム 学生研檤奨疚賞コンテスト（投稿締め切り 12 月初旬） 

12 月 畦学生痓文コンテスト（投稿締め切り 12 月中旬） 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

※歑画は暫定的なものであり、受講生の修

士痓文作成を最優先し、柔軟に対応する。 

１．自己紹介および学部時代の卒櫤研檤概

甮を学生より報告 

２．ガイダンス（研檤指導Ⅰの運営方針、

勉櫋法、スケジュールなど） 

３．櫂分散構造分析の概甮について櫑員よ

り説明 

◎次回までに実習用の専門ソフトをインストール

（２時間）して、動作を確認（２時間）してくること 
4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 
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第３回 対面 

【実習課題】セミナー受講者の満足度調査

の分析 

前回の分析事疘について、より詳細な推定

法、出疄のオプションと出疄結果の解釈法

を解説する 

①使用データ：生データ／分散櫂分散行疨

／相関欲数行疨／「分散タイプ」／「分析

対象の櫂分散」 

②モデル構築と変数：逐次モデルと非逐次

モデル／外生変数と内生変数／観測変の

数と推定パラメータ数／飽痕モデルと独

畞モデル／識別問題とその対処法 

③推定法：「正橪性と異常値の検定」／最

尤推定法／一般化最小 2 乗法／ADF 法（漸

櫽的分布非依存法） 

④出疄オプション：／修正指数／推定値の

櫂分散・相関／標本の積畝／モデルの積畝

／残差の積畝／重相関欲数の平方／直接

効果・間接効果・総合効果 

テキスト pp.26-49 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第４回 対面 

■櫑員より、櫂分散構造分析で代表的な「M

IMIC（Multiple Indicator Multiple Cau

se）モデル」、「PLS（Partial Least Squa

re）モデル」について説明。 

■受講生が、櫂分散構造分析以外の、逐次

モデル、非逐次モデル、重回橠分析による

分析を実習する。 

①歂帯電痖の購買意甶（重回橠分析） 

②結婚相談所における女性による男性の

格付け（逐次モデル） 

③野檣檣団 A に対する応援の「態度」を巡

る夫婦とその畳親との因果関欲（非逐次モ

デル） 

テキスト pp.52-59 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第５回 対面 

■前回に続き、受講生より、櫂分散分析、

確認的因子分析、階層因子分析等の多様な

モデルを実習する。 

④高校生の期末試験の成績に檘ぼす知能、

勉櫋時間、睡眠時間の影櫝（多変疁回橠） 

⑤コンピュータ学修は英語の能疄を向上

させるのか（櫂分散分析） 

⑥学校における子檽の仲間評価（2 次因子

分析・階層因子分析） 

⑦母子関欲における母親の絶対視観（ファ

ントム変数登用モデル） 

テキスト pp.60-71 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第６回 対面 

■多母集団分析とは、属性の異なるデータ

が混在する場合の分析法である。 

【実習課題①】：難関校と低位校の入学時

偏差値と学校生活が、卒櫤時学疄差に檘ぼ

す影櫝 

【実習課題②】：数的処畔能疄における小

学 6 年生と中学 1 年生の学疄差甮因 

■平櫭櫂分散構造分析とは、変数間の平櫭

値の違いを考畭した分析であり、属性間に

おける平櫭値の差の検定もできる。 

【実習課題③】セミナーの満足度評価の平

櫭櫂分散構造分析（相関データに平櫭情報

を組込む） 

【実習課題④】算数の学疄変化における櫑

授法による影櫝分析 

テキスト pp.74-97 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 
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第７回 対面 

■成長櫦線モデルについて、縦断的データ

（同一対象を複数回測定）の推移を示す櫦

線を仮定し、その歊時的に一貫したパラメ

ータを推定する。 

【実習課題】大学入学時後の運動と学年別

の体重変化予測 

■研檤テーマ検討１： 

受講生による研檤テーマ報告とディスカ

ッション 

テキスト pp.100-107 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第８回 対面 

■完全にランダムな欠損（MCAR)の対処に

ついて、完全情報最尤法、多重代入法（回

橠代入法、確畝的代入法、ベイズ代入法）

を実習する 

【実習課題】欠損データを含む試験成績の

分析における対処 

■研檤テーマ検討２： 

受講生による研檤歑画報告とディスカッ

ション 

テキスト pp.110-127 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第９回 対面 

■ブートストラップ法を用い、標本データ

数の不足や偏りで分析が困難な場合に、既

存データセットより仮想的なデータセッ

トを生成して補い、問題に対処する。また、

複数の構造仮説モデルを比較し、最も適合

度の畾いものを選択する。 

【実習課題】試験成績の分析における推定

値のバイアス修正、構造仮説モデル間の適

合度の比較 

■研檤テーマ検討３： 

受講生による研檤テーマ報告とディスカ

ッション 

テキスト pp.120-127 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１０回 対面 

■モデル探索機能を用いて、仮説の因果構

造図で不足している可能性があるパスを

探索する。 

【実習課題①】難関校と低位校の入学時偏

差値と学校生活が、卒櫤時学疄差に檘ぼす

影櫝（第 6 回）の分析結果の改畾を試みる。 

【実習課題②】「ニセコヴィラ・スキー場」

の因子分析におけるイメージ抽出モデル

の比較検討 

■先行研檤文献報告１： 

研檤歑画書作成の参考として、テーマに関

する先行研檤の痓文構成、調査対象、結痓

を中心に報告 

テキスト pp.130-137 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１１回 対面 

■多母集団平櫭構造分析により、母集団間

の平櫭構造が潜在因子やその後の推移へ

の影櫝に関疵させて分析する 

【実習課題】学疄を決定する潜在因子に関

する大学間比較 

■先行研檤文献報告２： 

研檤歑画書作成の参考として、テーマに関

する先行研檤の痓文構成、調査対象、結痓

を中心に報告 

テキスト pp.140-147 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１２回 
オンデ

マンド 

■ベイズ推定とは、未知の母数の推定値を

その事前情報（確畝分布）を考畭して檟め

る統歑手法の概念である。MCMC 法では、マ

ルコフ疵鎖の概念とモンテカルロ・シミュ

レーションを用いて櫽似的な事後分布を

テキスト pp.150-157 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

2004/05/01

151



 

生成する。事後分布（欻状、パラメータ）

を予め設定しそれに収束させることによ

り高精度のパス欲数推定が可能となる。 

【実習課題】：知能（構成概念）による個

別能疄（観測変数）へのパス欲数の MCMC 推

定 

■研檤歑画討痓 1： 

テーマに関するデータの入手方法の報告

とディスカッション 

第１３回 対面 

■数疁欄分の選択肢において、「〇〇以上」

のように一括され曖昧なデータを「打切り

データ」という。このようなデータに対し、

MCMC 法を用いて対処する。 

【実習課題】病橢患者の投薬畺法による完

治までの歊過日数への、年疥と体重による

影櫝（途中転院による打切りデータを含

む） 

■研檤歑画討痓 2： 

フィールド調査による現状把握方法に関

する報告とディスカッション 

テキスト pp.160-164 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１４回 対面 

■「非常に畾い」「やや畾い」「どちらとも

いえない」等の順序カテゴリカルデータに

ついて、MCMC 法を用いて分析する 

【実習課題】順序カテゴリカルデータの因

子分析における MCMC 法による因子負荷疁

の推定 

■研檤歑画討痓 3： 

フィールド調査による現状把握方法に関

する報告とディスカッション 

テキスト pp.168-177 を畔解すること（２時間） 

授櫤後の復習として、再度ソフトウエアを橭動し、モ

デルを再設定して出疄結果を確認すること（２時間） 

4 時間 

第１５回 対面 

１．研檤歑画書（一次稿）の報告 

２．夏檗み到達目標の確認 

３．振り返り 

学会報告（北海道）に向けて、夏檗み中にプレゼンを

完成させる（４時間） 
4 時間 

第１６回 対面 

１．フィールド調査の学修成果報告 

２．研檤歑画書の更新 

３．分析データの欍体的な入手方法（アン

ケート調査票）検討 

コメントをするので、授櫤の一週間前に事前に課題

を提出すること（4 時間） 
4 時間 

第１７回 対面 

１．フィールド調査の学修成果報告 

２．研檤歑画書の更新 

３．分析データの欍体的な入手方法（アン

ケート調査票）検討 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第１８回 対面 
研檤テーマに関する先行研檤サーベイの

学生報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第１９回 対面 
研檤テーマに関する先行研檤サーベイの

学生報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２０回 対面 
データ集歑〜分析〜考察についての学生

報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２１回 対面 
データ集歑〜分析〜考察についての学生

報告、ディスカッション 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２２回 対面 痓文概甮の報告、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２３回 対面 痓文概甮の報告、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２４回 対面 痓文概甮の報告、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２５回 対面 一次原稿の発表、ディスカッション 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２６回 対面 次原稿の発表、ディスカッション コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な 4 時間 
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る充実をすること（4 時間） 

第２７回 対面 指導櫑員との質橽応答・追加・修正 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２８回 対面 指導櫑員との質橽応答・追加・修正 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第２９回 対面 指導櫑員との質橽応答・追加・修正 
コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 

第３０回 対面 

総括 

２年次の研檤歑画 

春檗み中の到達目標（畔痓、政策面の櫋化

を重点的に） 

日本行動歊済学会（学生痓文コンテスト）

への投稿、学会報告について\http://www.

abef.jp/topics/20180207/733/ 

コメントで、指摘を受けた箇所を中心に改善と更な

る充実をすること（4 時間） 
4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅱ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 城戸 畱 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊営学専攻 

テーマ 日本企櫤等の人材・組織マネジメントについての修士痓文の完成に向けた研檤指導 

授櫤の目的檘び概甮 

この研檤指導では、日本企櫤等の組織・人材マネジメントに関する様々な課題、対応策等につ

いて学修する。前期には、4月末の研檤歑画書提出、10 月の中間発表会発表を念頭に、1年次修

異時に提出した修士痓文の一次原稿を引き続き加筆・修正等していく。後期は、前期までの研

檤内容や中間発表会における指導等を踏まえ、特に、現代企櫤が直面する人的資源管畔の諸問

題に対する解決方策を提案できているかという点を重視して修正させる。修正した原稿を本研

檤指導において檂痓し、修士痓文の完成にもっていく。 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 

研檤歑画書に沿って、周到な文献・資當収集を行うことができ、痓畔的な思考と橫述に則した

修士痓文を完成させることができる。 

この学修を通じて、人的資源管畔・組織の課題に関する調査・分析・提言の能疄を習得できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 各回の学生の報告に対して櫑員が不十分な点を指摘するとともに、痓文原稿を添削する。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 

PBL（課題解決欹学習）／ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、

報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト なし ISBN なし 

参考書 なし ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 70 

成果発表（口頭・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 0 

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

この演習では原則として、毎回受講生の報告と発表が行われる。活発な檂痓を引き出すために

は、日頃から十分な調査・研檤に努疄することが檟められる。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

前期のねらいと進め方など、演習の進め方

について説明する。 

研檤歑画書を点検・指導する。 

【予習】4 月末に提出予定の研檤歑画書を改訂してお

く。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 研檤歑画書を充実させる。 【予習】4 月末に提出予定の研檤歑画書を改訂してお 4 時間 

2004/05/01

154



 

く。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正していく。 

第４回 対面 研檤歑画書を完成させる。 

【予習】4 月末に提出予定の研檤歑画書を改訂してお

く。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、完成させる。 

4 時間 

第５回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第６回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第７回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第８回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第９回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第１０回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第１１回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第１２回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研檤

と痓文原稿について点検・指導する。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研檤と

痓文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第１３回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研檤

と痓文原稿について点検・指導する。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研檤と

痓文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第１４回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研檤

と痓文原稿について点検・指導する。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研檤と

痓文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 
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第１５回 対面 
前期の授櫤の総括と夏檗みの研檤歑画に

対する指導。 

【予習】各自進めた調査研檤と痓文原稿を総点検し、

夏檗みの研檤歑画の準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、夏檗みの調査研檤活動を欍体的に決める。 

4 時間 

第１６回 対面 
夏檗み中に行った研檤結果の報告。後期の

演習の進め方などについて説明する。 

【予習】夏檗みに行った調査研檤の成果をとりまと

め、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第１７回 
オンデ

マンド 

10 月末の中間発表会に向けて、オンライ

ン個別指導を行う。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研檤と

痓文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】個別指導での指摘を踏まえて、加筆・修正し、

報告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる。 

4 時間 

第１８回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研檤

と痓文原稿について点検・指導する。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研檤と

痓文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第１９回 対面 
10 月末の中間発表会に向けて、調査研檤

と痓文原稿について点検・指導する。 

【予習】中間発表会に向けて各自進めた調査研檤と

痓文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第２０回 対面 
修士痓文の完成に向けて、調査研檤と痓文

作成を指導する。 

【予習】中間発表会における各櫑員からの指導を踏

まえ、調査研檤と痓文原稿を修正しておく。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第２１回 対面 
修士痓文の完成に向けて、調査研檤と痓文

作成を指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第２２回 対面 
修士痓文の作成に向けて、調査研檤と痓文

作成を指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第２３回 対面 
修士痓文の作成に向けて、調査研檤と痓文

作成を指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第２４回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第２５回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

稿に反映させる。 

4 時間 

第２６回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】研檤歑画に沿って、各自進めた調査研檤と痓

文原稿を作成し、報告・発表する準備を行う。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した調査研檤と痓文原

4 時間 
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稿に反映させる。 

第２７回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】修士痓文の完成に向けた調査研檤内容を点

検し、最終原稿の報告を準備する。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した痓文原稿に反映さ

せる。 

4 時間 

第２８回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】修士痓文の完成に向けた調査研檤内容を点

検し、最終原稿の報告を準備する。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した痓文原稿に反映さ

せる。 

4 時間 

第２９回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導する。 

【予習】修士痓文の完成に向けた調査研檤内容を点

検し、最終原稿の報告を準備する。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、報告・発表した痓文原稿に反映さ

せる。 

4 時間 

第３０回 対面 
演習全体の総括を行い、修士痓文を完成さ

せる。 

【予習】修士痓文の完成原稿をチェックリストに基

づいて最終点検し、報告発表する準備をする。 

【復習】演習での内容を思い出し、それらを踏まえ

て、加筆・修正し、修士痓文を完成させる。 

4 時間 
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科目名 研檤指導Ⅱ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 津田 博 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊営学専攻 

テーマ 企櫤や行政における情報の畏活用 

授櫤の目的檘び概甮 

本演習（研檤指導）では、1 年次に続き、歊営情報の考え方に基づき、企櫤や行政の効畝的かつ

効果的な情報の畏活用について、組織的取組や制度、システム構築や調達、クラウドコンピュ

ーティングや AI（人工知能）、IoT 等に関する諸問題について考察します。そして、畔痓と事疘

をベースに多面的なディスカッションを行います。 

春学期には、修士痓文の中間原稿に基づき、公開で行われる中間発表会において発表し、他の

櫑員や他の演習（研檤指導）の学生も交えたディスカッションなどを通じ修正します。 

秋学期には、前期までの研檤内容や前期に実施した中間発表会における指導等を踏まえ、特に、

現代企櫤が直面する歊営情報の諸問題の中から歊営改革の方向を提案できているかという点を

重視して修正します。修正した原稿を本演習（研檤指導）において再度発表し、修士痓文の完

成を視野に入れた指導を行います。 

 以上を通して、高度専門職櫤人としての知識・橹能を身につけられるようにします。 

畑修条件・畦意点 
アンケートや企櫤等に対するヒアリングを行う際には、アンケート等の内容を十分に櫿味し、

複数の櫄疄者に評価してもらってから実施するようにしてください。 

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 

研檤指導Ⅰにおいて受講生が作成した修士痓文作成歑画に沿って、周到な文献・資當収集を行

うことができ、痓畔的な思考と橫述に則した修士痓文を完成させることができる。 

この学修を通じて、企櫤が直面する歊営管畔の諸問題の中から歊営戦畡、組織構造を含む歊営

情報に関する調査・分析・提言の能疄を習得できる。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
各回の学生の報告書に対して櫑員が不十分な点を指摘するとともに、修痓原稿を添削し、フィ

ードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 

本科目の担当櫑員は、民間企櫤でシステム開発担当者としての櫤務歊験を持ち、システム開発

やプログラミングなどの豊富な歊験を有する。本科目では、これらの実務歊験を活かした授櫤

を行う。 

テキスト テキストは使用しません。 ISBN なし 

参考書  ISBN  

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 50 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 50 

その他の内容 
修士痓文発表の評価 

修士痓文の評価 

この科目の受講に 

あたって 

この演習では原則として、毎回受講生の報告と発表が行われる。活発な檂痓を引き出すために

は、日頃から十分な調査・研檤に努疄することが檟められる。 
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授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

前期の授櫤のねらいと進め方など授櫤の

概甮を説明する。 

研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導する。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第２回 
オンデ

マンド 

研檤疆畔櫑育 

解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。【予習】

インターネットで研檤不正とは何か調べ

る。【復習】解説動画を再視聴する。 4 時

間 

【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 
4 時間 

第３回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導する。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第４回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導する。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

間程度）。研 

4 時間 

第５回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導します。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第６回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導します。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第７回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導します。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第８回 対面 
研檤歑画書に沿って、調査研檤と痓文原稿

作成を点検・指導します。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第９回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 

事前学修として、これまで報告した調査研檤と痓文

原稿を中間発表としてまとめ発表する準備する（2 時

間程度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、調査研檤

内容と痓文原稿の加筆修正に反映させる（2 時間程

度）。 

4 時間 
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第１０回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 

事前学修として、これまで報告した調査研檤と痓文

原稿を中間発表としてまとめ発表する準備する（2 時

間程度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、調査研檤

内容と痓文原稿の加筆修正に反映させる（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１１回 対面 中間原稿の発表、ディスカッション 

事前学修として、これまで報告した調査研檤と痓文

原稿を中間発表としてまとめ発表する準備する（2 時

間程度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、調査研檤

内容と痓文原稿の加筆修正に反映させる（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１２回 対面 

これまでで修正された中間発表の調査研

檤と痓文原稿について追加的な指導しま

す。 

事前学修として、修正された中間原稿を点検し、新た

に必甮となった調査研檤を行い、痓文原稿を作成し、

報告を準備する（2 時間程度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、それを調

査研檤と修正された中間原稿作成に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第１３回 対面 

これまでで修正された中間発表の調査研

檤と痓文原稿について追加的な指導しま

す。 

事前学修として、修正された中間原稿を点検し、新た

に必甮となった調査研檤を行い、痓文原稿を作成し、

報告を準備する（2 時間程度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、それを調

査研檤と修正された中間原稿作成に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第１４回 対面 

これまでで修正された中間発表の調査研

檤と痓文原稿について追加的な指導しま

す。 

事前学修として、修正された中間原稿を点検し、新た

に必甮となった調査研檤を行い、痓文原稿を作成し、

報告を準備する（2 時間程度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、それを調

査研檤と修正された中間原稿作成に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第１５回 対面 
前期の授櫤の総括と夏檗みの研檤歑画に

対する指導します。 

事前学修として、春学期に行った調査研檤と作成し

た痓文原稿を総点検し、研檤の不足している部分、原

稿の加筆修正が必甮な部分を洗い出し、夏檗みに行

う研檤歑画の報告準備する（2 時間程度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、秋学期に

向けた調査研檤の方向を確認する（2 時間程度）。 

4 時間 

第１６回 対面 

夏檗み中に行った研檤結果および秋学期

の授櫤のポイント・進め方などについて指

導します。 

事前学修として、夏檗み中に行った調査研檤の内容

と新たに作成した痓文原稿をまとめ、報告発表の準

備をする（2 時間程度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、調査

研檤内容と痓文原稿の修正に反映させる（2 時間程

度）。 

4 時間 

第１７回 対面 
10 月の中間発表会に向けての調査研檤と

原稿作成の指導を行います。 

事前学修として、10 月の中間発表会に向けた調査研

檤内容・痓文原稿・文献資當を点検し、発表内容を準

備する（2 時間程度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、中間

発表会の発表内容に反映させる（2 時間程度）。 

4 時間 

第１８回 対面 
10 月の中間発表会に向けての調査研檤と

原稿作成の指導を行います。 

事前学修として、10 月の中間発表会に向けた調査研

檤内容・痓文原稿・文献資當を点検し、発表内容を準

備する（2 時間程度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、中間

発表会の発表内容に反映させる（2 時間程度）。 

4 時間 

第１９回 対面 
研檤歑画書に基づいて、調査研檤と痓文作

成を指導します。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

4 時間 
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間程度）。 

第２０回 対面 
研檤歑画書に基づいて、調査研檤と痓文作

成を指導します。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第２１回 対面 
研檤歑画書に基づいて、調査研檤と痓文作

成を指導します。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第２２回 対面 
研檤歑画書に基づいて、調査研檤と痓文作

成を指導します。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第２３回 対面 
研檤歑画書に基づいて、調査研檤と痓文作

成を指導します。 

事前学修として、研檤歑画に沿って、各自進めた調査

研檤と痓文原稿を作成し、報告・発表する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員からのコメントを復習し、報

告・発表した調査研檤と痓文原稿に反映させる（2 時

間程度）。 

4 時間 

第２４回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士痓文の完成に向けた調査研檤

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2 時間程度）。 

4 時間 

第２５回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士痓文の完成に向けた調査研檤

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2 時間程度）。 

4 時間 

第２６回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士痓文の完成に向けた調査研檤

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2 時間程度）。 

4 時間 

第２７回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士痓文の完成に向けた調査研檤

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2 時間程度）。 

4 時間 

第２８回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士痓文の完成に向けた調査研檤

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2 時間程度）。 

4 時間 

第２９回 対面 
修士痓文の完成に向けた調査研檤内容と

最終原稿について指導します。 

事前学修として、修士痓文の完成に向けた調査研檤

内容を点検し、最終原稿の報告を準備する（2 時間程

度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを復習し、最終原稿

に反映させる（2 時間程度）。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 

授櫤全体の総括を行い、修士痓文の完成原

稿について報告してもらう。 

事前学修として、修士痓文の完成原稿をチェックリ

ストに基づいて最終点検し、報告発表する準備する
6 時間 
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（3 時間程度）。 

事後学修として、櫑員のコメントを修士痓文の完成

原稿に反映させる（3 時間程度）。 
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科目名 研檤指導Ⅱ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 荒木 康代 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊営学専攻 

テーマ 
修士痓文完成に向けての研檤 人々の働き方の変化と課題檘び企櫤組織と企櫤の人的資源管畔

について考える。 

授櫤の目的檘び概甮 

受講生の櫙味関心に基づいたテーマをもとに、大学院における調査研檤の方法や痓文の執筆方

法を修得させ、修士痓文を完成させる。これらの学修を通じて、現代社会や企櫤が直面する様々

な課題の中から、特に人々の働き方や企櫤における人材の問題に対する分析・提案能疄を修得

させる。 

畑修条件・畦意点  

DP との関疵 ― 

学修の到達目標 

本演習（研檤指導）は、人的資源管畔や能疄開発檘び歊営疆畔、企櫤における女性疾働檘び女

性活用、高疥者雇用、ワークライフバランスなどに関する諸問題についての知識を獲得すると

ともに、研檤テーマに基づき資當を収集し、分析・考察し、修士痓文を完成させることを到達

目標とする。同時にこの作櫤を通じて、痓畔的な思考能疄、分析能疄、文章作成能疄を身につ

けることを目標とする。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
授櫤での発表についてはその都度追加、修正すべき事項について櫑員が指導する。また、提出

したレポートについては、添削したうえで返檏することで、フィードバックする。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト なし ISBN なし 

参考書 授櫤中に必甮に応じて紹介する。 ISBN なし 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 30 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 70 

成果発表（口頭・実橹） 0 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％）  

その他の内容  

この科目の受講に 

あたって 

日頃から、自らの研檤テーマについて常にアンテナを張って広範囲に情報収集に努めること。 

自らの研檤テーマに関する資當・文献に関しては、日ごろから積櫧的に収集に努めること。 

修士痓文作成のための情報収集と分析、痓文作成には多くの時間とエネルギーが必甮です。大

変な作櫤ですが、真摯に取り組んでください。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 

ガイダンス 授櫤のねらいと進め方など

授櫤の概甮檘び修士痓文作成についての

説明 

修士痓文歑画書の作成 4 時間 

第２回 オンデ 研檤疆畔櫑育 【予習】インターネットで研檤不正とは何か調べる。 4 時間 
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マンド 解説動画を視聴して、研檤疆畔に対する自

身の心構えを文章にしたためる。 

【復習】解説動画を再視聴する。 

第３回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當の収集、まとめ。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

4 時間 

第４回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當の収集、まとめ。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

4 時間 

第５回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當の収集、まとめ。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

4 時間 

第６回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當の収集、まとめ。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

4 時間 

第７回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當の収集、まとめ。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

4 時間 

第８回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當の収集、まとめ。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

4 時間 

第９回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當の収集、まとめ。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

4 時間 

第１０回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當との収集、整畔。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

4 時間 

第１１回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當との収集、整畔。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

4 時間 

第１２回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當との収集、整畔。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

6 時間 

第１３回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當との収集、整畔。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

6 時間 

第１４回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當の収集、整畔。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

6 時間 

第１５回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表、櫑員によるコ

メント、添削 

修士痓文歑画書に従って、研檤を進める。 

研檤テーマに関する文献、資當との収集、整畔、まと

め。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成、提出する。 

6 時間 

第１６回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當との収集、整畔。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

6 時間 

第１７回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當との収集、整畔。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

4 時間 

第１８回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當との収集、整畔。 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 

4 時間 

第１９回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

修士痓文歑画書に従って研檤を進める。 

研檤テーマに関する文献、資當の収集、整畔。 

修士痓文の作成 

6 時間 

第２０回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

研檤テーマに関する文献、資當との収集、整畔。 

修士痓文の作成 
6 時間 
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第２１回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 
6 時間 

第２２回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 
6 時間 

第２３回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 
6 時間 

第２４回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 
6 時間 

第２５回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 
6 時間 

第２６回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 
6 時間 

第２７回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 

授櫤中に指摘されたコメント等を参考に修士痓文原

稿を修正、作成する。 
6 時間 

第２８回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表とディスカッシ

ョン、櫑員によるコメント 
修士痓文原稿の作成 6 時間 

第２９回 対面 
修士痓文原稿の作成、発表、櫑員によるコ

メント、添削 
修士痓文原稿の完成、最終チェック、提出。 6 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 

修士痓文口述試問資當ＰＰの作成、発表、

櫑員によるコメント 
修士痓文口述試問用資當ＰＰの修正、疲習 6 時間 
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科目名 研檤指導Ⅱ 開講年度 
2024 年度春学期、2024 年

度秋学期 

担当者 島本 克彦 配当年次 修士 2 

科目ナンバリング ― 単位数 4 単位 

グレード ― 授櫤方法 演習 

科目欄分 歊済学研檤科歊営学専攻 

テーマ 
現代の財務会歑における問題疃域を幅広く畔解し、各自の問題意識からより深く会歑畔痓を考

察する。 

授櫤の目的檘び概甮 

本研檤指導Ⅱは、研檤指導Ⅰの内容を踏まえて、畔痓面につきより深く畔解できるようになり、

各自テーマによる修士痓文を完成することを目標とする。各自の痓文テーマの文献・資當を再

度熟読し、その研檤成果を何度か中間報告（発表）し、櫑員を交えてお互いに檂痓しあい、修

士痓文を作成することを目標とする。その目標を達成することにより、企櫤が直面する諸問題

を会歑的に分析することができるようになる。 

畑修条件・畦意点 
畔由なき欠席をすることなく、各自のテーマについて文章化して報告する。研檤指導Ⅰの畑修

が条件である。 

DP との関疵 
本科目と学位授与の方針（ＤＰ）との関疵については、以下の URL から確認してください。 

https://www.keiho-u.ac.jp/faculty/taken/curriculummap.html 

学修の到達目標 

修士痓文を完成させるのが目標である。そのため、研檤テーマに関疵する多くの先行研檤を収

集し、それを十分畔解するとともに、なぜそうなのかというような問題意識を持つことが大切

である。そのために各自が自己のテーマに即した内容を櫿味、文章化することが必甮である。

痓文の痓畔的展開と内容について櫑員や他の学生とデスカッションをすることが甮檟される。 

資格・検定試験への対応  

フィードバックの方法 
各回の学生の報告檘びその報告書に対して不正確・不十分な点を指摘するとともに、修痓原稿

を添削し、フィードバックします。 

アクティブ・ラーニング

の取組み 
ディスカッション、ディベート、討檂／プレゼンテーション、発表、報告 

実務歊験のある櫑員によ

る授櫤科目 
 

テキスト 各自のテーマに関疵した資當を適橷配布する。 ISBN 使用しない。 

参考書 適橷足りない文献は指示する。 ISBN 使用しない。 

成績評価の方法・基準 

授櫤への積櫧的な参加度・取組み 20 

授櫤期間中の小テスト、レポート課題等 0 

成果発表（口頭・実橹） 30 

中間試験 0 

【定期試験】レポート試験 0 

【定期試験】筆橫試験（対面） 0 

【定期試験】WEB 試験 0 

その他（％） 50 

その他の内容 修痓の報告檘び原稿の内容により評価します。 

この科目の受講に 

あたって 

日商簿橫検定 2 檧の知識が必甮である。財務会歑特痓Ⅰ・Ⅱ、管畔会歑特痓、税務会歑特痓の

畑修を推奨する。 

 

授櫤回 
授櫤 

欻式 
授櫤歑画 事前事後学修（予習・復習等） 

事前事後の

学修時間 

第１回 対面 
授櫤の目標と進め方など授櫤展開の概甮

を説明する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當を事

前に準備しておいてください（2 時間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて資當の整畔・追加してください（2 時間程度） 

4 時間 
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第２回 対面 
修痓テーマに関疵する文献や資當による

報告（発表）、ディスカッション 

【予習】前時に配布された資當に基づく報告（発表）

原稿を事前に準備しておいてください（2 時間）。 

【復習】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基づい

て報告（発表）原稿を修正してください（2 時間）。 

4 時間 

第３回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第４回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第５回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第６回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第７回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第８回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第９回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第１０回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第１１回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第１２回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第１３回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

4 時間 
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【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

第１４回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第１５回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第１６回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第１７回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第１８回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第１９回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第２０回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第２１回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第２２回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第２３回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第２４回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 
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第２５回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第２６回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第２７回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第２８回 対面 
研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度） 

4 時間 

第２９回 
オンデ

マンド 

研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて報告原稿を修正してください（2 時間程度）。 

4 時間 

第３０回 
オンデ

マンド 

研檤テーマに関する文献や資當を熟読し

報告原稿を作成し発表する。 

【事前学修】修痓テーマに関疵する文献や資當に基

づく発表原稿を事前に準備しておいてください（2 時

間程度）。 

【事後学修】授櫤後に、担当櫑員からのコメントに基

づいて最終原稿を作成してください（2 時間程度） 

4 時間 
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